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はじめに

　平成 19 年度にスタートした、富山大学の新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学
生支援 GP）「『オフ』と『オン』の調和による学生支援」は、まる 3 年を経過し、いよいよ今年は最
終年度を迎えることになりました。
　おかげさまで、本プロジェクトは着々と富山大学に定着しています。オンライン・サポートの中核
となる富山大学 PSNS（Psycho-Social Networking Service）への登録者は富山大学全構成員の 50%を
超え、学生、教職員の垣根を越えた、健全で安全で有意義なコミュニケーションの場を提供していま
す。特に新入生が入学してくる4－5月には、日記を中心とした非常に活発な相互交流が行われており、
学生同士のピアサポート機能も十分に発揮されるようになってきました。トータル・コミュニケーショ
ン・サポート・フォーラム 2009 においては、PSNS の利用状況とその分析が報告されたのみならず、
PSNS ユーザーによる座談会というユニークな企画が行われました。多彩な企画が PSNS 上で進行し
ており、とても生き生きとした交流が行われている様子がおわかりいただけると思います。
　オフライン・サポートの中核となるトータルコミュニケーション支援室においても、非常に充実し
た活動が行われています。平成 21 年 9 月に、障害学生支援のための全学的組織として、「アクセシビ
リティ・コミュニケーション支援室：Hub for Accessibility and Communication Support（H-A-C-S）」
が学生支援センターの下部組織として設置され、これにともなって H-A-C-S は、身体障害学生支援部
門とトータルコミュニケーション支援部門（Total Communication Support Initiative：TCSI）の二部
門から構成されることになりました。トータルコミュニケーション支援室の名称は通称として継続し
て用いられており、60 名を超える学生の支援を継続的に行っています。
　トータル・コミュニケーション・サポート・フォーラム 2009 においては、東京学芸大学名誉教授・
上野一彦先生に基調講演をお願いするとともに、富山大学における発達障害学生支援の実践の詳細を
報告させていただきました。幸いにも富山大学の取り組みは、国内外から大きな注目を集めており、
昨年度は国外を含む多数の施設からの視察の方々が本学を訪れました。
　今年度はいよいよ GP の最終年度を迎え、これまでに経験してきた知見をまとめて内外に発信して
いくとともに、GP 終了後のシステムの継続的なあり方について真剣に考えていくことが課題となり
ます。あらためて、皆さまからのご指導・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　平成 22 年 5 月

富山大学学生支援センター　アクセシビリティ・コミュニケーション支援室長
斎　藤　清　二 
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Ⅰ実施要項

　富山大学では、平成 19年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援GP）」として採択された、
「『オフ』と『オン』の調和による学生支援」事業を行っています。本事業では、社会的コミュニケーションに困難を
持つ学生の特性に配慮した包括的なコミュニケーション支援を目指しています。その一環として、富山大学 PSNS（心
理・社会的ネットワーキングサービス）を活用したオンライン・コミュニケーションと、対面でのオフライン・コミ
ュニケーションとが相互に効果を高めあうための学生支援システムを提供しています。
　19 年度・20 年度に引き続き、本事業の取組みの紹介を目的として、「トータル・コミュニケーション・サポート・
フォーラム 2009」を開催いたします。第一部では、本学の学内 SNS である富山大学 PSNS を活用した学生支援に焦
点をあて、主に修学及びキャリア支援の報告を行います。第二部では、発達障害学生の支援に焦点をあて、東京学芸
大学名誉教授の上野一彦先生を基調講演の講師としてお招きします。また、本学の発達障害学生支援の拠点であるト
ータルコミュニケーション支援室の活動と、トータルコミュニケーション支援室が臨床音楽家とアスペルガー症候群
当事者とで共同開発したコミュニケーション・ワークショップについての報告を行います。

主　催：　富山大学　
日　時：　平成 21年 11 月 28 日（土）9：30 ～ 17：00（9：00 受付開始）
会　場：　富山大学五福キャンパス（共通教育棟 1階 2番教室）
対　象：　教職員・学生・一般　　
参加費：　無料
日　程：　日程表（P2）のとおり
内　容：　

■総合司会：西川　友之（富山大学　学生支援センター長・学長特別補佐・教授）
■開会挨拶：西頭　德三（富山大学　学長）
■第一部：富山大学 PSNS を活用したオンライン学生支援
　司会：黒田　卓　富山大学　人間発達科学部　教授

　　　　● PSNS の活性化と安心できる利用の両立を目指して
　　　　　　　　吉永　崇史　富山大学　学生支援センター　特命准教授
　　　　●新入生は PSNS をどのようにキャンパスライフに役立てているのか
　　　　　　　　斎藤　清二　富山大学　保健管理センター長・教授
　　　　　　　　　　　　　　トータルコミュニケーション支援室長
　　　　● PSNS を活用したキャリア支援
　　　　　　　　荒井　明　富山大学　キャリアサポートセンター　特命准教授
　　　　● PSNS ユーザー座談会
　　　　　　　　司会：吉永　崇史　富山大学　学生支援センター　特命准教授　
　　　　　　　　コメンテーター：黒田　卓　富山大学　人間発達科学部　教授　

■第二部：発達障害学生支援の最前線
司会：斎藤　清二　富山大学　保健管理センター長・教授
　　　　　　　　　トータルコミュニケーション支援室長

　　　　●基調講演「特別支援教育の向かうところ」
　　　　　　　　上野　一彦　東京学芸大学　名誉教授
　　　　●トータルコミュニケーション支援室での発達障害学生支援の実践
　　　　　　　　西村　優紀美　富山大学　保健管理センター　准教授
　　　　　　　　吉永　崇史　　富山大学　学生支援センター　特命准教授
　　　　● ASDの特性を活かしたコミュニケーション・ワークショップの開発
　　　　　～相互交流の質的分析と行動の変容～
　　　　　　　　柴田　礼子　　NPO法人　日本エデュテイメントカレッジ　理事
　　　　　　　　ソルト　　　　アスペルガー症候群　当事者
　　　　　　　　西村　優紀美　富山大学　保健管理センター　准教授
　　　　●指定討論
　　　　　　　　上野　一彦　東京学芸大学　名誉教授

　　■閉会挨拶：西川　友之　（富山大学　学生支援センター長・学長特別補佐・教授）

情報交換会：　17時半から富山大学五福キャンパス生協食堂にて情報交換会を行う。会費は 3,000 円。
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文部科学省「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」

　「トータル・コミュニケーション・サポート・フォーラム 2009」日 程 表	 	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   会場：富山大学五福キャンパス共通教育棟１階 2番教室（富山市五福 3190）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総合司会：西川友之　富山大学 学生支援センター長・学長特別補佐・教授

　　　　　　　午前の部
	
受付開始	 	

開会挨拶	 	
西頭德三　富山大学 学長	 	
	 	 	 	
第一部 (140 分 )	 	
富山大学 PSNS を活用したオンライン学生支援	

司会：黒田　卓　富山大学 人間発達科学部 教授	 	

	 	 	 	
■「PSNS の活性化と安心できる利用の両立を目指して」
　吉永崇史　富山大学 学生支援センター 特命准教授	

	 	 	 	
■「新入生は PSNS をどのように
　　　　　　　　　　キャンパスライフに役立てているのか」 	
　斎藤清二　富山大学 保健管理センター長・教授	 	
　　　　　　トータルコミュニケーション支援室長	 	

■「PSNS を活用したキャリア支援」 	 	
　荒井　明　　富山大学 キャリアサポートセンター 特命准教授
　横山麻里子　富山大学 キャリアサポートセンター 事務スタッフ
	 	
	 	 	 	
　　　　　　　　　休憩 （10 分）	 	

	 	 	 	
■「PSNS ユーザー座談会」
　　　司　会：吉永崇史　富山大学 学生支援センター 特命准教授	
 コメンテーター：黒田　卓　富山大学 人間発達科学部 教授

休憩 （60 分）

　　　　　　　午後の部
	 	
第二部 (230 分 )	 	
発達障害学生支援の最前線	 	

司会：斎藤清二　富山大学  保健管理センター長・教授	 　 　 　
　　　　　　　　トータルコミュニケーション支援室長	 	

	 	 	
■基調講演「特別支援教育の向かうところ」	 	
　上野一彦　東京学芸大学 名誉教授	

	 	 	
　　　　　　　　　休憩 （10 分）	 	

■「トータルコミュニケーション支援室での
　　　　　　　　　　　　　　発達障害学生支援の実践」	
　西村優紀美　富山大学 保健管理センター 准教授	 	
　吉永崇史　　富山大学 学生支援センター 特命准教授	 	

■「ASDの特性を活かしたコミュニケーション・ワークショップの開発
　　　　　　　　　　　～相互交流の質的分析と行動の変容～」 	
　柴田礼子 　    NPO 法人日本エデュテイメントカレッジ 理事
　ソルト　　　アスペルガー症候群 当事者
　西村優紀美　富山大学 保健管理センター 准教授
	
	 	 	
　　　　　　　　　休憩 （10 分）	 	

	 	 	
■指定討論
　上野一彦　東京学芸大学 名誉教授

閉会挨拶
西川友之　富山大学 学生支援センター長・学長特別補佐・教授	
	
情報交換会	 	
場所：富山大学生協食堂

終了

  9:00

  9:30

  9:40

12:00

13:00

16:50

17:30

19:00
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Ⅱ参加状況

一般参加者143名（うち当日参加は44名）

内訳は以下のとおり

[都道府県別]

富山	 102名

石川	 11名

その他	 30名

[所属別]　注 ( )内の数字は富山大学所属

大学・短期大学　70名（46）

高等学校　11名

特別支援学校・養護学校　10名（1）

小学校　7名

親の会　5名

福祉施設　5名

教育行政機関　5名

高等専門学校　4名

福祉行政機関　4名

医療機関　4名

国立特別支援教育総合研究所　2名

NPO法人　2名

一般企業　2名

その他・一般・不明　12名

[職種別]    注 ( )内の数字は富山大学所属

学生　31名（30）

小学校・高等学校・特別支援学校・養護学校 教諭・養護教諭	　26名（1）

大学・高等専門学校 教員・コーディネーター等　21名（8）

大学職員　13名（5）

心理職・福祉職　13名

大学以外の機関の職員（教育行政機関・福祉行政機関・NPO法人・高等学校等）　9名

医師・看護師　8名（3）

保護者　7名

研究職　3名

会社員　1名

その他・一般・不明　11名
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　皆さん、おはようございます。今日はフォーラ
ム 2009 ですが、2008 というのは、昨年の 12
月 6日に行いました。そのときも多数の方々にご
参加いただきました。今日もいろいろな方面から
ご出席を賜っているということで、厚くお礼を申
し上げます。
　このトータル・コミュニケーション・サポート・
フォーラムの原形は、平成 19年度の学生支援プ
ログラム、「『オフ』と『オン』の調和による学生
支援」事業の申請に始まります。私も斎藤センタ

ー長と一緒にヒアリングに参りました。私は、斎藤先生は大変面白いプログラムを作られたと感心い
たしました。「オフ」というのは、いわゆるフェース・トゥ・フェースシステムで学生を支援すること。「オ
ン」というのは、情報環境を利用したものだということです。このプログラムの最大のミソは、富山
大学の中にトータルコミュニケーション支援室を設置して、具体的にこの事業を担っている点にあり
ます。
　今年の秋の秋季入学で、理系のドクターコースに全盲の学生が入りました。この方はソニーに勤め
ていらっしゃるのですが、初めて身障者の大学院生も受け入れることができました。従って、そうい
う障害学生を支援するものも、この支援室の大きな役割です。そういうことで、このトータル・コミ
ュニケーション・サポート・フォーラムに関しては、年々進化していると評価していいのではないか
と思っています。
　ここで最近の出来事にかかわって、一つの問題提起をしたいのですが、富山大学にはいろいろな学
生支援プログラムが走っています。例えばこの GPのほかに、平成 20年度に採択された「富大流人
生設計支援プログラム」というのがあります。県外の方はご存じないと思いますが、富山県では「14
歳の挑戦」という、中学 2年生が企業に具体的な勉強に行くというプログラムを走らせています。
そこに本学の学生も参加し、一緒に学ぶ。その中学生がやがて富山大学に入ってくるというような教
育の循環ができるプログラムを提案をして採択されました。この仕事も先ほど申し上げたトータルコ
ミュニケーション支援室に組み込んでいます。
　もう 1点申しますと、工学部サイドでは継続教育というプログラムが進められています。継続教
育というと分かりにくくて、私も最初どういうことかなと思っていたのですが、要するに工学部を卒
業し、あるいは大学院を卒業して、社会に出るわけですが、やはり企業の先端的な技術というのは、
学校で教える内容とかなり乖離している。ですから、大学と企業が協力して、卒業後も社会人を交え
て継続的に教育をしていこうということです。この継続教育がやがて、政府がよく言うイノベーショ
ンにつながるというのです。この間、そのシンポジウムがありまして、私も参加して、いろいろ話を
聞いてきました。

Ⅲ「トータル・コミュニケーション・サポート・フォーラム 2009」記録

　開会挨拶

富山大学　学長
西頭　德三
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　ちょっと話がそれますが、国立大学協会の会議で文部科学省からインターンシップについて新しい
提案がございました。そこで議論になったことを紹介します。要するに学長サイドから出たのは、あ
なた方はインターンシップをもっともっと強化したいと言うけれども、大学の教官で、過去に企業に
いた人は、工学部などには比較的多いのですが、大概の人は、大学院を出て大学にそのまま勤めた人
です。インターンシップの講義をやれと言っても、実際に企業でそういう体験を積んでいない。体験
もないのに、学生にどうやって教えるのだと。ですから、企業の先端部分のところまでを巻き込んで
やるようなことは企業サイドに任せた方が良い。大学はいわゆる初歩的で教養的なインターンシップ
だったらできるだろうという反論が出ました。ただ、強化すれば良いということではないと私には受
け取れました。
　ちょっと長くなって恐縮ですが、先ほどの「14歳の挑戦」、工学部の継続教育、それから高岡の芸
術文化学部では精力的に教育 GPや現代 GPを連続的に実施しています。ところが、そういう事業は
3年なり 4年なりしてだんだん終了段階に達している。
　私が申し上げたいのは、競争的資金による事業は非常に良かったのですが、こういう試みの結果得
られたものを大学のカリキュラムにどう生かすかというのが、次の目標だろうと思うのです。ですか
ら、その成果を普遍化する、一般化するのが、この事業の目的だろうと思うのです。
　そういう点から考えたとき、富山大学やほかの大学でも、たくさんのプログラムが走っているけれ
ども、そろそろ理念を明確にしながら、カリキュラムに生かす段階に入るべきではないかと思ってい
ます。
　ちなみに、事業仕分けということをやっていますが、政府委員と仕分け委員との間でいろいろな質
問が飛び交っていますが、十分答えきれていない。なぜかと言うと、理念的というか、成果をどう生
かすかという、その辺の議論があまりされてこなかったのではないかと思います。だからすぐ「無駄
だ」と言われて、切られてしまうのです。私たちのいろいろなプログラムも、そろそろ次の段階・ス
テップに入り、いわゆるカリキュラムに生かすような方向にまとめていく議論が必要ではないかと考
えております。そういう意味で、今日は最初にこのようなお話をいたしました。
　今日は黒田先生が司会でいらっしゃいますので、この点にも配慮いただけたらと思います。
　今日は雨が降って足元の悪い中、多数ご参加をいただきまして、ありがとうございます。今日の議
論が昨年に引き続き、もう一歩進化することを祈念して、ご挨拶といたします。ありがとうございま
した。
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【第一部】
「富山大学 PSNS を活用したオンライン学生支援」

　第一部の司会を担当いたします人間発達科学部の黒田と申します。10月より情報基盤センターの
センター長をやらせていただいております。よろしくお願いいたします。
　第一部は、先ほど学長のお話にもありましたように、本GP「『オフ』と『オン』の調和による学
生支援」の特に「オン」の方に注目し、進めさせていただきたいと思っております。第一部「富山大
学PSNSを活用したオンライン学生支援」を進めてまいりたいと思います。
　第一部では、まずPSNSの活用、今どのように進んできているか、どういう活用があるかをご紹介
いただこうと思っております。また、その後座談会で、これを実際に使われているユーザーの方にい
ろいろとお話をいただきながら、これまで進めてきていた取り組みがどのように展開されているのか
をご報告させていただきたいと思っております。
　それでは、早速最初のご報告、講演をいただきたいと思います。講演していただく先生方をご紹介
させていただきます。
　最初に「PSNSの活性化と安心できる利用の両立を目指して」の演題でお話いただきます、本学の
学生支援センターの吉永崇史特命准教授のご略歴を簡単にご紹介させていただきます。先生は1998
年、青山学院大学国際政治経済学部のご卒業です。その後、民間の銀行等をご経験された後、2002
年から北陸先端科学技術大学院大学の知識科学研究科にご入学され、修了後、研究員等を経まして、
2008年4月より本学の学生支援センターの特命准教授として、このプロジェクトの中心として関わ
っていただいております。専門分野は知識経営（ナレッジ・マネジメント）、コミュニケーション論
がご専門です。
　続きまして、「新入生はPSNSをどのようにキャンパスライフに役立てているのか」という演題で
お話いただきます、本学の保健管理センターのセンター長、トータルコミュニケーション支援室長の
斎藤清二教授をご紹介させていただきます。斎藤先生は1975年、新潟大学医学部をご卒業後、幾つ
かの病院に勤務され、2002年より本学の保健管理センター長を務めていらっしゃいます。研究領域
は消化器内科学、心身医学、医学教育学、臨床心理学がご専門です。最近の著書には『ナラティブ・
ベイスト・メディスンの臨床研究』他、たくさんの著書をお書きになられております。
　次に、三つ目のご報告です。PSNSの機能の中には、いろいろコミュニティを作ったりする部分が
あるわけですが、先ほどの全体的な活用の部分と、本システムを具体的にいろいろなプロジェクトで
使っている事例がございます。その一つとして「PSNSを活用したキャリア支援」について、キャリ
アサポートセンターの荒井明特命准教授と事務スタッフの横山麻里子さんにお願いいたします。荒井
先生、横山さんのご略歴をご紹介いたします。
　荒井先生は1991年、早稲田大学をご卒業後、百貨店に勤務され、管理本部等勤務を経て、2009年
4月より富山大学のキャリアサポートセンターの特命准教授として着任されました。専門分野はキャ
リアデザイン論、リーダーシップ論、人材育成論、日本生産性本部認定経営コンサルタント、キャリ
アカウンセラー等の、たくさんの資格をお持ちです。
　それから横山さんは2007年、富山大学高岡短期大学部をご卒業後、2009年8月より富山大学のキ
ャリアサポートセンターの事務補佐員として活躍いただいており、本GPの「富大流人生設計支援プ
ログラム」を担当されております。ご自身でもウェブサイト等をたくさん運用されており、このプロ
グラムでも中心的な役割を果たしていただいております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　：　富山大学　人間発達科学部　教授  
黒田　卓
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　時間的にもかなり盛りだくさんで、厳しい部分がございますので、最初に3件、これまでの取り組
みということでご報告をいただきまして、その後まとめて、その3件に関して質疑応答をさせていた
だきたいと思います。それぞれの講師のお話を聞きながら、質問等があるかもしれませんが、そのあ
たりはメモに書き留めておいていただきまして、その後の質疑応答のときにお願いできたらと思いま
す。
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　ご紹介いただき、ありがとうございます。学生支援セ
ンターの吉永と申します。どうぞよろしくお願いいたし
ます。時間も押しておりますので、今日配付した資料す
べてをご紹介することはできないのですが、ポイントを
絞ってお話をさせていただきたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。
　私の発表につきましては、PSNS の全体の概要と、ど
のような心構えで運営者が PSNS を管理しているかとい
うことについて、ご紹介できればと思っております。キー
ポイントとしましては、活性化支援ということと、それ

から安心できる利用ということをいかに両立するかということです。
　それでは具体的な発表をさせていただきたいと思います。

　まず概要です。西頭学長にご紹介いただきましたが、
われわれの取り組みは平成 19 年度に選定されました学
生支援 GP と言われるもので、「『オフ』と『オン』の調
和による学生支援」というプログラムに基づいて運営さ
れております。
　「対面（オフライン）」という言葉を使っておりますが、
対面のサポートに加えて、オンライン上でのサポートを
していこうということで、富山大学が運営者として、全
学構成員、学生さんも教職員の方々も含めてということ
ですが、それらの方々全員にご提供する、それ以外の方

はご利用いただけないということですが、そういうサービスをウェブサイトを通じて提供させていた
だいております。
　その目的としましては、キャンパスライフでのより良いコミュニケーションの場を提供するという
こと、それから学生相談の複数のアクセスチャンネルを保証したいという目的がございます。

　これが後半、PSNS ユーザー座談会でも出てくるので
すが、PSNS のマイホーム画面でして、特定の URL にア
クセスして ID とパスワードを入力すると、このような
画面が出てきます。この画面からは、ブログ（日記）が
書けて、それからほかの方のブログを見ることができる、
コメントもつけることができます。また、コミュニティ
というものを作りまして、クローズドで情報を共有する
ということもできます。
　大まかにはそのような仕組みになっておりますので、

「PSNS の活性化と安心できる利用の両立を目指して」

富山大学　学生支援センター　特命准教授 　
吉永　崇史
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詳細につきましては、今日お配りしました PSNS のパンフレットを見ていただければと思っておりま
す。
　私どもは教職員の方、学生の方を対象にこのサービスを提供しております。トータルコミュニケー
ション支援室では運営拠点として、PSNS利用者登録、個人情報管理、不正投稿の対応ということも行っ
ておりますが、一方で活性化支援、それから PSNS 利用をめぐる問題解決にも対応しております。こ
れらの対応を前提に、教職員、学生の方の支援・相談を受け付けているということで、PSNS の安全
性と活性化をしっかりと強化していきながら、最終的には学生と教職員のコミュニケーションがうま
くいくように支援していきたいと思っているわけです。

　運営スタッフが PSNS 運営で心掛けていることにつき
まして簡単にご説明していきたいと思います。
　まず、「教職員の負担感と不安感を軽減する」ことが
大事だろうと思っております。せっかくシステムを提供
したのに、それが故に業務が煩雑になってしまったり、
かえって心労が増えてしまうということは全くナンセン
スですので、それがなるべくなくなるように、むしろこ
のシステムを使うことで不安や負担が少なくなることを
目標に進めております。
　そのために、教職員の参加は自由意思を原則にしてい

ますし、PSNS 上の匿名性は担保されておりません。実名での登録は必須ではないのですが、われわ
れ管理者は簡単にユーザーを特定することができますので、それによって不正投稿の抑止効果を狙っ
ています。また、教職員の困り感を共有するということで、トラブル解決にコミットしていきたいと
思っております。また、安全な環境を醸成するために、不正投稿監視を 1 件ずつ行っているのですが、
それ以外にも運営スタッフが積極的な情報投稿を行っております。
　具体的には、特に学生さんが投稿してくれた「全員に公開」日記については、コアスタッフの 4 人が、
ポジティブなコメントを書き込むようにしています。「共感」「称賛」「適切な自己開示による想起さ
れた物語の提示」により、より良いインタラクションが発生するようなことを心掛けて、コメントを
日々書き続けています。
　また、PSNS の投稿情報から学生支援の糸口をつかむというようなこともやっております。このあ
たりは斎藤先生のご発表でも出てくると思いますので割愛させていただきます。
　また、PSNS ユーザー座談会でも出てくるかもしれないのですが、活用事例を運営スタッフがユー
ザーと一緒に作り上げていくことをしています。新たな活用事例を積み上げていって、その上でシス
テム運営を改善していくサイクルをマネジメントしていきたいと思っております。

　PSNS の運営実績についてご紹介します。まず、登録
人数が 4,000 名を超えました。富山大学はざっと 1 万
人規模ですので、約 40％の方に登録していただいてい
ます。その上で、ログイン、つまり参加していただいて
いる方々は、そのうち 1,800 名ということで、ログイ
ン（参加）率は 41％になっております。
　次に活性化指標ですが、常時 300 人前後の方にこの
システムを使っていただいております。システム運用開
始以降 120 万アクセス（PV）が達成されましたので、
年間 100 万アクセスのペースになります。何より特筆
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すべきことは日記数です。約 4,700 件ということで、それに対するコメントも約 16,000 件ついて
おります。従いまして、先ほど申し上げましたとおり、日記に対するコメントがしっかりついている
ことが表れており、1 日記当たりの平均コメント数は 3.5 件になっております。コミュニティの数も
228 件となり、そのうちインターンシップ関連のコミュニティも 36 件ありまして、インターンシッ
プに使われているということが伺えるかと思います。

　こちらが参加、登録者数の月毎の推移グラフですが、
今年 4 月に役員会の承認をいただきまして、新入生の
登録と招待を行いました。その上で新入生の方に使って
いただいたことで、ぐんと人数が増えたということです。

　登録人数の増加に伴いまして、アクセス数も、こちら
を見ていただければと思うのですが、2009 年 4 月から
うなぎ登りに増えました。夏休みに入って一旦落ちまし
て、また持ち返しているところです。どうしても夏休み、
冬休み期間中は谷があると思うのですが、それほどアク
セスが落ちずに継続してきていることが伺えます。

　また、日記数の内訳ですが、男性の方 47％、女性の
方 52％で、女性の方が利用してくださっている率がや
や多いかなと思います。
　一方で、立場別の内訳ですが、学生の方が 50％超の
比率で日記を書いてくださっています。それに対して教
員の方が 20％、それから支援室も合わせた職員と学生
支援スタッフの方々が 24％つけていただいているとい
うことで、結果的にバランスのいい比率と思っておりま
す。
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　こちらが日記数の月毎の推移です。うなぎ登りに上
がっています。2009 年 4 月は入学直後の新入生の日記
が多いです。青いバーが日記数ですが、赤いバーのコメ
ント数もたくさんついている状況です。このような形で、
日記数もそれほど落ちずにここまで来ていることが見て
取れると思います。

　幾つか日記の内容についてご紹介したいと思っている
のですが、時間もありませんので、適宜割愛させていた
だきます。
　こちらが PSNS 管理者による日記で「富山大学 PSNS
へようこそ！」というタイトルで、4 月 8 日の入学式の
直前に新入生を PSNS へお誘いする日記を書かせていた
だきました。詳細につきましてはスライド資料をお読み
いただければと思います。

　また支援の「オフからオンへ」という流れについてで
すが、入学直後に支援室に訪れた学生さんが、お世話に
なりましたということで、わざわざお礼の日記を書いて
くださったということがございました。

　また、教員の方が 4 月 13 日に「新入生への注意喚起」
というタイトルで日記を書いてくださいました。これは
富山大学学生と名乗る人間が新入生の下宿先を戸別訪問
して、個人情報を聞き出そうとする手口を何件か耳にし
ましたということで、気を付けてくださいねという日記
を書かれました。これを私たちも見て、すぐに対応に動
いて、学生支援グループの職員の方が注意喚起の掲示を
学内にしていただいたということがありました。また、
この日記を見た新入生が、「実は私はこういう経験があっ
て今困っているのです。」ということで支援室を訪れて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くれまして、問題の解決に至ったということもありまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
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　また、講義で作成したスライドをみんなに見てもらい
たいからということで、実際に日記で紹介してくれた学
生さんもいらっしゃいます。

　また、「講義でうれしかったこと」というタイトルで、
講義の感想を書いてくれました。先生がとても丁寧に答
えを教えてくれたので、とてもうれしかったですという
内容を書いてくれています。

　また、「勉強会の発足宣言」ということで、理学部数
学科の教員が、数学倶楽部、略称 TMC というのを立ち
上げられて、それを日記で、その運営の様子について上
げてくださっています。昨日 54 回目の日記が上がって
いましたが、ずっとそのような活動内容を報告してくだ
さっているような日記もあります。

　それから、海外研修中の日記ということで、フランス
に海外研修に行かれた学生さんからのお便りが日記で上
がったということもあります。
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　これも同じく海外研修中のお便りですね。

　また、医学英語についての日記を附属病院の医員の方
が書かれたのですが、それについて人文学部の教員の先
生がコメントを書かれたこともあります。専門分野を超
えた議論ということも、この日記機能を活用してできて
います。

　最後に「富山大学 PSNS 運営による効果」としまして、
「オフ」と「オン」の調和がどのように実現されている
かということについてまとめさせていただきたいと思い
ます。
　まず、「オン」を起点とした相談です。日記や PSNS
の管理者宛のメッセージから対面での相談につながった
という件数が 7 件ございました。いずれも深刻なもの
から軽いものまであるのですが、本人たちにとってはと
ても重要な質問でして、こちらの方でもきちんと対応で
きたと思っております。

　また、逆に「オフ」での相談者が「オン」で日記を書いて、そこに支援スタッフがコメントをつけ
ることによって、支援の機会が増えるということもありました。
　それから、修学・生活上の不安や質問を PSNS で上げたり、それに答えるための場の提供ができて
いると思っております。
　また、学内危機管理上の問題にも対応できています。カルト団体の勧誘防止、学内不審者の問題、
新型インフルエンザへの対応等、そのような問題を早期に発見・周知できるという機能が PSNS には
あるということも分かってきました。
　それから、講義や勉強会、課外活動等の振り返りが行われるということで、それを見た他のユーザー
へのプラスの影響があると感じております。他の人がそんなに頑張っているのだということを知って、
自分も頑張ろうと思ったという内容の日記もありました。
　また、キャンパス、学部、立場を超えて、関係者間で効果的で効率的な情報共有や意見交換が可能
になるということで、学部やキャンパスを超えた議論が PSNS 上でできていると思っております。
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　最後に PSNS 運営上の課題ですが、いろいろとありま
す。全部はご紹介できないのですが、あえて挙げると
すると過活性化への対応ですね。活性化しすぎてしまう
と、われわれ支援スタッフは対応できなくなるので、そ
れにどのようにしっかりと対応していくかという議論を
今後しっかりとしておかなければいけないと思っており
ます。また、過活性化に伴うトラブル対応ノウハウを蓄
積していきたいと思っております。
　また、西頭学長にもお話いただきましたが、この GP
事業終了後の予算措置ということをしっかりと考えてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かなければいけないと思っております。
　駆け足ですが、以上で簡単な説明とさせていただきます。どうもありがとうございました。
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　皆さん、おはようございます。斎藤でございます。黒
田先生、過分なご紹介ありがとうございました。
　少し時間が押しておりますが、私の今日の発表は、富
山大学の新入生がどんなふうに PSNS を使っているのか、
これについてできるだけ具体的にお話をしたいと思いま
す。

　この PSNS が発足したときに、私どもがちょっと危惧
していたことがあります。前の演者の吉永が既に触れて
おりますが、PSNS は富山大学が運営者として、全学構
成員のみに提供するウェブサイトを通じたサービスであ
り、学生に安全で、健全で、生き生きとした自己表現と
相互交流の場と機会を提供することを最初のコンセプト
にいたしました。しかし、安全性と活性化ということが
どう両立するかというのが最大のポイントでして、いろ
いろな問題が起こるのではないかと危惧したわけです。
現在のところ、幸いなことに大きな問題はほとんどなく

運用されておりますが、それでは PSNS は本当に活性化しているのか、学生は生き生きと参加してい
るかというあたりが一番問題なわけです。
　また教職員には、安全で無理がなく、いざというときに役立つような学生支援とメタ支援のための
手段を提供することをポリシーに活動してきたわけですが、これについても色々と試行錯誤の面がご
ざいました。今年の 4 月に新入生が全員登録した段階で、果たしてこれはどんなふうに動いていく
だろうかということは、実はある意味ではひやひやしながら運営していたわけです。

　その結果、一つ分かったことは、いろいろな機能を持っ
た SNS システムなのですが、最も利用されるのは日記
であるということです。7 カ月間の統計なのですが、全
体の日記数が 2589 でした。そのうち新入生が投稿した
日記というのは約 3 分の 1 強で、1000 を超えました。
　私どもは、PSNS に参加した新入生達は、最初はマイ
フレンドという形で、非常に閉じたグループをつくって
いくのではないかと予想していたのですが、それは全く
外れまして、ほとんどの日記が全員公開でした。公開の

「新入生は PSNS をどのようにキャンパスライフに役立てているのか」

富山大学　保健管理センター長・教授  　　　　  
トータルコミュニケーション支援室長 　

斎藤　清二
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範囲はもちろん本人が選択できるわけです。コメントは、全く付かないものもないわけではないので
すが、多くの場合複数のコメントが付いていることが分かりました。
　というわけで、どうも個別相談やコミュニティでの交流、マイフレンド同士の親密な交流ではなく
て、大学全体に発信したいという人がほとんどだということが分かりました。これは私達にとって意
外なことでもあったわけです。

　この日記の移り変わりですが、恐らく新入生の不安が
高い時期ということもありまして、4 月、5 月はやはり
非常に多くの日記が書かれています。それが夏休みに
ちょっと減りまして、現在少し減り気味になってきてい
ます。11 月にはまた少し増えているようです。新入生は、
恐らく新しい生活へのアダプテーションのためにこの日
記を書いていると思われます。単なる相談という形式で
はなくて、日記を書くという形でアピールしてくるとい
うのが、私達にとって非常に新鮮なことであったわけで
す。

　そこでこれらの日記のログを利用しまして、質的分析
をしてみようということになりました。分析の対象は
2589 件のログです。詳しい方法については省略いたし
ますが、質的分析、グラウンデッド・セオリー・アプロー
チの方法を使っております。そして、おのおののカテゴ
リーについてのバリエーションを例示するという形で今
日は発表させていただきます。

　新学期早々、びっくりしたことがあります。ちょっと
読んでみます。これは実は入学式の前日に投稿された日
記です。新入生にはオリエンテーションがあって、それ
を経て PSNS に登録を始めるわけですが、その夜にこう
いう日記が書かれました。
　「今日は授業のオリエンテーションでした。高校のと
き、列から離れて座っていた私にとって、100 人以上の
人の中で話を聞くことはつらいことでしたが、何とか途
中退出することなく参加できました。オリエンテーショ
ンが始まるまでが、動機や息苦しさのピークなので、そ

こを乗り切れば何とかなるのですが・・」、ここにちょっと中略がありますが、「明日の入学式は、今
日以上の人数なので、最後までいられるか不安ではあります。出入り口付近に座れたら、まだましな
ので、そうなることを願っておきます」という、1 年生の女子 A さんの日記です。この日記のテクス
トで非常に特徴的なことは「何とかしてください」ではなくて、「大変なのですが、何とかしたいと
思います。見守っていてください」と読者に呼び掛ける形の日記なのです。
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　それに対して、すぐに職員からコメントが付きました。
「初日記おめでとうございます！　教養教育のオリエン
テーションお疲れさまでした。苦しい思いをされたので
すね。つらくなったときのご自身なりの対処方法をお持
ちなのでしょうか。せっかくの入学式ではありますが、
無理をなさらないようにしてくださいね」。さらに、す
ぐに次のコメントが投稿されました。これは実は私が書
いたのですが、「今日の入学式ですが、私（医師）と保
健管理センターの看護師が、会場の一室に待機していま
すので、万々一、気分が悪くなったら、どうぞ遠慮なく、

休憩室においでください（係員に声を掛ければ案内してもらえます）」。
　そうしたところ、翌朝の本人からのレスです。「無事に入学式に行ってきました。出入り口横とい
う、すごくいい席に座れたし、隣に高校からの友人がいたので安心しました。前の日記にたくさんコ
メントしてくださって、ありがとうございます」ということで、顔文字が入るという、非常に現代っ
子らしい表現法です。これはほとんど今年 4 月の最初の新入生の書き込みなのですが、この短いや
りとりからも分かるように、新入生は最初からこのように PSNS を利用しています。自分が不安神経
症と普通は呼ばれるような状態を持っているということも開示していて、不安だったけれども、ちゃ
んと乗り越えた体験がこういうふうに記載されています。この経過に職員がある程度コントリビュー
トしていることも明らかです。こういう体験を私どもは最初からしたものですから、やはり学生さん
は PSNS を非常に有効に使ってくれるのではないかという印象を持ちました。

　その後、4 月の間、非常に多かったパターンは、「誰
か教えてください！」というふうにくくれるような日記
でした。これはそのままではなくてカテゴライズしたも
のですが、例えば「奨学金の受給の仕方が分かりません」

「説明会の日程が分かりません」「掲示板の見方が分かり
ません」といったものです。実は新入生の気持ちがたい
へんよく分かるわけでして、初めて大学に来た新入生に
とって、掲示板というのは本当に見ても分からないので
す。
　どこを見ればいいか分からないということが投稿され

ましたので、それについて学生支援グループの方にお願いして、回答をレスで、インターネット上で
伝えればもうそれでこの件は解決します。つまり窓口に殺到する必要がなくなるわけです。実際には、
ほかの人が殺到しているわけですが。例えば「同窓会への入会は強制ですか」とか、普通だとちょっ
と聞きにくいことですよね。同窓会の担当者からの情報を伝えてもらいましたら、当然強制ではない
ということを伝えてくれました。
　「休み時間の使い方が分かりません」というのもありました。これはかなり微妙なのですが、いろ
いろな人が、いろいろなアドバイスをしてくれて、本人はほっとしたというレスがありました。
　「実習で用いる道具の意味が分かりません」。これはタガネという道具を実習に持ってきなさいと言
われたのです。地学か何かの実習です。タガネというのが何か、学生には分からないわけです。それ
で DO IT YOURSELF へ行って買ってきたら、ノミを買ってきてしまったのです。「ノミとタガネはど
こが違うのでしょうか」ということで、これも考えてみると非常に難しい質問なのですが、複数の人
が書き込んでアドバイスをして、ノミを返してきてタガネに換えてもらってきたということでした。
こんなことが大体 4 月、5 月は多かったのです。
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　それに交じって、「大変なことがありました。でも大
丈夫でした」というパターンの書き込みが非常に多いと
いうことが分かりました。これは最初のパターンと似て
いますね。
　その一例です。「さっきまで料理つくってたんですが、
いきなり聞いたことのない音が !!『ぷいーん、ぷいーん。
火事です！　火事です！』え !?　火事 !?　うわっ！　換
気扇回し忘れた！　部屋が煙ってる。はい。ばか～。お
騒がせしました。すいません」。要するに最近、法律が
変わって、アパートの部屋なんかに火災報知機が付いて

いるわけですよね。私も実際に動かしてみたことがないので分からないのですが、音が出るとこうい
うふうになるらしいのです。結局火事ではなかった、よかったということで、そういう日記を書いて
います。
　あとは「自転車でこけた」とか、「こけて肩が痛いのだけど大丈夫だろうか、明日どうしよう」と
いうような日記など、いろいろなことがあります。「親に怒られた」などというのもありました。
　面白いのは、大変なことがあったという事件の経過が順を追って書かれているのですが、大概は何
とか解決しています。しかも面白いのです。ユーモアで押さえている。そういうタイプの日記が非常
に多いということが分かりました。

　もっと具体的には「探してください！」というパター
ンの日記があります。「昨日から、あたしのファイルが
行方不明です」ということで、こんなファイルです、も
しどこかで見かけた人はこういうふうにしてください、
よろしくお願いしますといった内容です。顔文字なども
あって、非常に迫力があるわけです。この方の場合は、
残念ながらどうも見つからなかったようですが、学務の
方に落し物コーナーがインターネット上にありまして、
そこでいちいちチェックしてもらったのですが、「残念
ながら見つからなかったけど、みんなが気に掛けてくれ

てありがとうございました」というような反応がありました。
　中には同じようなパターンで、「ドイツ語の辞書を何々教室に置いてきたのだと思うのだけど」と
いう内容の日記で、ところが数日後に自分のかばんに入っていたなどというのがあったりもしました。

　先ほどの吉永の例にも実は出てきているのですが、こ
の「皆さん、注意してください！」という書き込みが幾
つかありまして、これは場合によってはちょっと深刻に
なる可能性のある話なのです。ごく一部を抜粋していま
すが、「校内不審者注意報です。今回私にかけてきた手
口は大体こんな具合でした。親しそうに不審者（以降

「敵」）が話しかけてくる。敵『すみません。○○学部の
なんじゃらっていうんだけど、レポートを書くためのア
ンケートを取ってるんだけど協力してもらえませんか』」
ということで、この後よかったらどこそこへ来てくださ

いと、これは明らかにカルトの勧誘なのです。その学生はそれに気付いて断るのですが、相当嫌な思
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いをしたようです。「これを読んだ方はどうか危険回避の方法のご指導をよろしくお願いします」。彼
に対してレスをするだけではなくて、学務部等、あるいはいろいろなところと連絡を取って、それに
対する対策を取りました。
　もう一つ、これは女子学生ですが、「さっき○棟の前で声を掛けられました」、これはちょっと不審
な人物が車で学内に入ってきて、女子学生に「本屋はどこにあるか」とか、何かそんなので、その後「案
内してくれ」と言ったのです。助手席に乗って案内してくれと言ったので、これはさすがに危ないと
思ったので逃げ出したけれども、その後すぐに自分のアパートからこの日記を書いています。「何か
かなり怖かったです。支離滅裂で話があっちこっち行ってますが動揺してるのでそこら辺大目に見て
ください」。読者の方に配慮しているのです。この方に関しては実際に支援室に来ていただいて、直
接面接をして、必要な対応をしました。

　そうかと思いますと、自分の趣味について語りたいと
日記がかなりありました。「履歴登録も完了して、いよ
いよ明日から本格的に授業です。趣味の漫画の紹介をさ
せてください」と言って、具体的な漫画のことを紹介し、
これはかなりマニアックにたくさんのことを紹介してく
れています。
　あるいは、「最近ちょっと気分が落ち込んでいるので
書きます。以前に観たい映画と称して『仮面ライダーディ
ケイド』をさらっと紹介しましたが、今回はその映画に
登場する他の平成仮面ライダーの魅力をゆるゆる、ぐだ

ぐだ紹介します」ということで、ずっと平成仮面ライダーのことが解説されていて、私はさすがに最
近の作品にはちょっとついていけなかったのですが、昔の仮面ライダーは知っていますので、それで
盛り上がったりするわけです。

　かと思いますと、自分の好きなことを語るだけではな
くて、「自分自身について語ってみます」とカテゴライ
ズされるような自省的な日記も投稿されるようになりま
した。「今回はちょっと思ったことについて書きます。
どうも最近思うのは、自分に自信を持つってすごく大事
なことだと思うんですよね。自分はたまに人が優れてい
ると思うと『自分は・・・』と自分を卑下してしまうと
きがあります」。よく分かりますね、この気持ちは。「何
ていうんですかね、こういうの。多分劣等感っていうん
でしょうか・・・分かりません（笑）」これはもっと長

いわけですが、このように自分自身についての洞察とか、自己開示的なことを全体日記の中に書いて
いくということが、特に 5 月、6 月を過ぎてくるころから非常に多くなってきます。
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　あるいはこの「宣言します！」というパターンの日記
です。「やばいくらい何もしてない。やんなきゃいけな
いこといっぱいあるんだけどね。やる気が出ない・・・っ
というわけでここで宣言して逃げ道をなくす。おれは明
日からまっとうな大学生になってやるっ」。1 年生男子 I
君。実はこの PSNS で何か宣言すると、実現する可能性
が高いということが伝説になって来ているようで、いろ
いろな方がいろいろ宣言するのです。「部屋を片付けま
す」とか、「朝早く起きます」とか。これは職員の方も
よくやっていて、そうするとみんなが読んでいるので、

やらないわけにはいかないということになるのですね。
　これは夏休み明け頃の日記です。「今日からは本格的に体を大学モードへ変換するプロジェクトを
始動します」。面白いプロジェクトですが、「ここに決意表明して、これから自分のたるみを修正して
いきます」。そこまで力まなくてもいいのになと思うのですが、これに結構ゆるいコメントが付いた
りして、ちょっと面白く終わるというようなパターンです。

　学生が自分の日記に対してコメントをもらうとどうい
うふうに感じているかということの記載です。「日記に
いただいたコメントをやっと今日見ました！（遅い・・・）
職員の方々はこの PSNS 内で、見ていないところはない
というか、心配りをすごくしているのが分かって、何だ
かすごいなあと思います」。言ってもらうこちらの方が
うれしくなるような内容ですね。この「遅い」という、
自己突っ込みというような書き方は今の若い人は非常に
よく使いますね。他者の視点を持ち込むのです。これも
すごく面白い表現だと思います。

　「今回からコメントのお返事します。うれしいお言葉しっかり受け止めてます。○○さん」、これは
書き込みをしてくれた別のキャンパスの方なのです。「はじめまして！　コメントありがとうござい
ます。違うキャンパスにいる方とも交流が取れる現代の文明の利器に感謝です（笑）自分の書いた日
記が誰かの元気に貢献できたなんてうれしい限りです！」。富山大学には三つのキャンパスがありま
すので、その中でキャンパスを越えて簡単に交流ができるというメリットが、ここに表れているのか
なと思います。

　学生はミクシィと呼ばれるような SNS をたくさん使っ
ていまして、中にはミクシィがあるからこういうのは要
らないという人も、もちろんいるわけです。それはそれ
でいいのですが、このような日記がありまして、なるほ
どと思いました。「意外とみんなミクシィ？とかやって
るのかな。？マークを付けてるけど、私もそういう世界
を全然知らないわけじゃないけど、あ～いう世界は不特
定多数の人がいて、中には良識のない人もいるから、あ
んまり好きじゃないねんな」。関西系の人ですね、この
人は。「それに比べて PSNS は、みんなある程度大人だし、

良識ある者同士がちょっとふざけてるだけなら問題ないもんな。だからこそ中途半端にうそをつく必
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要もないし、ある程度ホントのことも書ける」。もちろんわれわれが狙っていることでもあるのですが、
なるほどというふうに、学生さんもそれを感じてくれているということが分かります。

　さて、ちょっと時間も押しておりますので少し急ぎま
すが、今までが大体 1 年生の学生さんの日記を代表的な
パターンに分けながら示したものです。たまたまちょっ
と事件がありまして、それについて簡単に紹介したいと
思います。
　実は 10 月 7 日に台風 18 号というのが全日本を襲い
ましたが、富山にも翌日来るぞということがかなりはっ
きり分かりまして、それによって休講になるかもしれな
いという状態だったのです。このときの出来事です。つ
まり、予想外の事態なのです。富山県というのは災害が

非常に少ないところでして、地震対策なども遅れていて、台風もなぜか立山にさえぎられてあまり来
ないというところなのですが、これは来るぞということになったのです。実は学務グループの方から
PSNS に投稿がありました「こんにちは。学務グループ修学支援チームの○○です」。「休講措置につ
いて、発表がありました」ということで、ホームページ、このアドレスに載ったということが PSNS
に投稿されたわけです。

　そして、この引用の内容なのですが、会場に西頭学長
がおられますが、学長名での通知なのです。要するに明
日の授業ですが、午前 7 時の段階で警報が出ている場合、
午前中は休講にします。11 時までに警報が解除された
場合は午後の授業は行います。11 時の時点で警報が解
除されていない場合は午後も休講にします。そして 3 時
の時点で警報が解除されていない場合は夜間コースを休
講にします。非常によくできたスケジュールなのですが、
つまり、できるだけ休みたくない、でも危険は避けたい、
だからすべてアルゴリズムになっているのですが、これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を把握するのはすごく大変なわけです。

　何が起こったと言いますと、前の日、夜の 10 時ごろ、
まだ風は強くないけれども、警報は出たわけです。それ
を管理者の日記に書いています。そして夜中の 4 時ごろ、
このときは風がびゅうびゅう吹き荒れているのですが、
当然警報は出ていますので、多分これは明日の 7 時は無
理だなという予想です。7 時になって、本当にその時点
で最接近して、警報が出ているからこれは休みだよとい
うことを PSNS に書いたのですが、これは実は大学の正
式発表ではないのです。管理者が情報を集めて判断して
伝えているわけです。この時点では 30m 以上の強風が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹き荒れ、JR が運休していました。
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　ところが、8 時になって大学へ来てみますと、サーバ
がダウンして大学のホームページを見ることができませ
ん。しかも富山県内で停電になっている地域がかなりあ
りまして、パソコンそのものが使えないところが出てき
ていました。実はこのとき、携帯でホームページにアク
セスしますと読めないということが初めて分かりまし
た。大学のホームページのこの部分が携帯に対応してい
なかったのです。11 時に PSNS の方に、だいぶ衰えて
きているけれども、まだ警報が出ているというアナウン
スをしました。3 時に、実はこの 40 分後に解除された

のですが、3 時時点ではまだ警報が出ていたので、夜もやらないということを PSNS の方に載せたわ
けです。

　そうすると、どういうことになったというと、このよ
うに学生の方から感想の日記が書かれました。「昨日の
夜からメールがひっきりなしに飛び交ってました。主に
休講の話題なんですよね。休講なるかもよって話を部活
中に先輩に聞き、急いで PSNS を開いて確認。知人にコ
ピペして送りつけました。ほとんどの人は知らなかった
みたいです。その後、送っていない友人から、コピペが
送られてくる」。つまり、ぐるっと回って戻ってきたの
です。「あー、高校で数学担当だった先生が、大学では
情報網となる友達や先輩を見つけなさいと言っていたの

はこのためだったのかと。とにかく、今回、PSNS がすごく役立ちましたね」。

　別の学生です。「情報提供ありがとうございます。富
山大学の学生が PSNS の有効性をまだ十分に把握して
いないというのが現状です。私はこちらで得た情報を
mixi 上で引用し」、これはやってもらっていいのかどう
かよく分からないけれども、危機だからいいのだろうと
思います。「日記として公開していました。それでもな
お富山大学生全員に情報を提供することは難しく、試行
錯誤していました」。1 年生の学生がこんなことまでやっ
てくれているのです。考えてくれているわけです。「今
回の一件から、大学として緊急時の PSNS 活用を認識さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せていく必要性が感じられました」。
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　ということで、実はそのほかにもスレッド上でいろい
ろな議論がありまして、いろいろな点が明らかになった
わけです。台風 18 号による大学休講というのは非日常
的事態で、これが例えば大地震だったりすると大変な危
機管理になるのですが、幸い台風は通り過ぎただけとい
う感じだったのです。ですから、こういうことが一つの
シミュレーションになって、むしろ危機管理の体制が改
善されるだろうと思います。
　このときのアクセスは通常の約 10 倍になりました。
この 1 日のアクセスです。だからみなさんちゃんと見て

いるのだなと思いました。
　PSNS は一次情報を発信することが難しいのですね。例えば休講になりましたと誰かが決めて、そ
れを責任を持って通告しないといけないのだけれども、それは PSNS にはできないので、一次情報を
PSNS で把握して、二次情報として発信するわけです。そうすることで、情報を得たいと望んでいる
学生は、ちゃんとそういうのを総合して見ますので、あまりそこで間違った発信をしたら責任を問わ
れるということを考える必要は恐らくないのです。実は事務の方などはそれを非常に怖がるのです。
情報を発信して、それが間違っていると、後で責任問題になるということですね。そこのところをう
まくクリアしないと、ユーザーの方は困ってしまうということが分かりました。
　もちろん PSNS はすべての人が登録しているわけではないですし、それを発信したからといってそ
のとき必ず読むわけではないのですが、これは何をとっても同じでして、ホームページでもそうです
し、例えばメールを駆使したとしても必ず全員に伝わるわけではない。ところが、この PSNS で情報
を把握した学生や教職員が自分のネットワークを使って、情報を増幅発信するのです。これがあるの
で、かなり全体に伝わるということが分かりました。
　停電とか、大学サーバがダウンするとか、あるいは自宅通学生の配慮というのが今回ちょっと盲点
でして、大学の近くに住んでいる人は朝の 7 ～ 9 時で大丈夫なのですが、金沢から通っているなど
という人がいるのです。その人にとっては、7 時の時点の警報で 9 時からの授業が決まっても、これ
はもうどうにもならないことなのです。しかもこの時には電車が止まっていました。こういう問題点
の把握ができたと思います。今回の出来事で、危機管理上の質的改善課題の検討の場としても PSNS
が貢献したのではないかと思います。

　時間が押してきました。質的分析の結果をまとめてみ
ます。新入生たちは入学直後から新しく未知の体験であ
る大学生活に適応するために、PSNS を自発的かつ積極
的に利用していたということが言えます。つまり、彼ら
の自発性というのは無視できない、ばかにできないわけ
です。それから、彼らはマイフレンドを増やすというこ
とには全然熱心ではありません。むしろ全体に発信した
い、そしてその内容は日々刻々と生起する事件や困り事
や不安、場合によっては自分の趣味や自己省察、そして
読者へ呼び掛けたり、決意宣言をするなどという形で、

積極的に主体的に利用していたということです。そして、このような情報は大学の危機管理システム
などに対しても有益な情報として機能していました。
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　さらに、新入生たちにとって一見危機的と思われる経
験が、多数の日記として載せられているのですが、よく
読んでいきますと、まず事件が起こって、そして物語が
展開して、そして最後はちょっとほっとするような形で
終結して、しかも何か教訓を得るというような、一種の
物語構造ですね。こういう形で語られているものが非常
に多い。ですから、読んでいる方も非常に安心できるの
です。それについてコメント、あるいは見ていますよと
いうことを答えれば大体大丈夫。これは一体何をしてい
るのかということです。しかもこれらの日記は上質の

ユーモアを含んでいることが多い。
　読者としての PSNS 管理者や、同僚の学生や教員の存在というのは、実はバーチャルなものなので
すが、彼らはそういう人に向けて発信している、そして彼らの語りと経験の意味付け、つまり、語る
ことによって、自分がした経験を意味付けているわけです。それを支えている人は、批判的な人が読
んでいると思ったら書けないのです。ですから、それに対して理解し、共感する、そういう目撃者、
あるいは証人、witness として、どうも機能しているようだということが抽出できました。こういう
場が、恐らく彼らがいろいろ予想外の小さな危機を乗り越えつつ、大学にアダプトしていくために非
常に有効なのではないかと考えております。
　ちょうど時間になりました。ご清聴どうもありがとうございました。
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「PSNS を活用したキャリア支援」

富山大学　キャリアサポートセンター　特命准教授　
荒井　明

富山大学　キャリアサポートセンター　事務スタッフ
横山　麻里子

（荒井）　多大なご紹介、ありがとうございます。また、
本日は皆さま、雨の中、足場の悪い中お集まりいただき
まして、誠にありがとうございます。ご紹介いただきま
したように、本日「PSNS を活用したキャリア支援」に
ついてご説明させていただきます。富山大学キャリアサ
ポートセンターの荒井と申します。よろしくお願いいた
します。

（横山）　同じくキャリアサポートセンターの横山と申し
ます。よろしくお願いいたします。

（荒井）　まず、お時間も限られておりますので、先ほど西頭学長からご紹介いただきました「富大流
人生設計支援プログラム」を、私から簡単にご説明させていただいた後に、今回のメインテーマでご
ざいます「PSNS の活用」について、一生懸命若いアイデアを織り交ぜながら活躍しておりますスタッ
フの横山から説明させていただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。

　先ほど斎藤先生からは新入生の PSNS の活用の仕方の
中で、日記の使い方を中心にお話しいただきましたが、
私どもの「富大流人生設計プログラム」での使い方は、
どちらかというとビジネスに近い使い方をさせていただ
いております。
　先ほどから GP という言葉が出ておりますが、もしか
したら何を意味しているか分からない方がまだいらっ
しゃるかもしれませんので、簡単に GP とはどういうこ
とか、ご説明させていただきます。グッド・プラクティ
スの略称で GP と言っておりますが、これは「新たな社

会的ニーズに対応した学生支援プログラム」ということで、優れた実践とされるプログラムを文科省
が認定したものです。その中で、富山大学は他の大学と比べてもまず例がない、2 年連続、先ほどの
斎藤先生、吉永先生が推進されていらっしゃる、平成 19 年度の「『オフ』と『オン』の調和による
学生支援」、そして私どもの今回の「富大流人生設計支援プログラム」の２つのプログラムが 2 年連
続で選ばれました。
　それでは私どもが行っております「富大流人生設計支援プログラム」を簡単にご説明させていただ
きたいと思います。先ほど西頭学長からもご紹介がございましたが、簡単に申し上げますと、大学生
が行っているインターンシップと、富山県が全国に先駆けて行っております「社会に学ぶ『14 歳の
挑戦』」を繋ぎ合わせるものです。富山県で行われております「14 歳の挑戦」と他の県の就業体験の
大きな違いは、5 日間の就業体験であるということ、そして中学 2 年生が全員行っているということ
です。今まではどちらかというと分断されていたもの同士をつなぎ合わせる、これを私どもは「学び
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の循環」と申しておりますが、そういうことを行ってみたいというのが、このプログラムの一番の主
旨となっています。
　こちらの図にもございますように、一番重要なことは、このように「地域社会の支え」があってか
らこそ、このプログラムが実施できるということです。その中で私どもは、通常でしたらインターン
シップに行ったらそこで終了、あるいは事後研修という報告会で終了でしたが、インターンシップを
終了した学生が再度同じ企業に、今度は「14 歳の挑戦」に、教えるという立場で行くのです。その
際に私どもはこの PSNS を使用しています。

　私どもの富大流人生設計支援室は、キャリアサポート
センターの傘下にあります。私どものミッションですが、
一つは【つなぎとめる】というサイクルを考えておりま
す。小学校、中学校、高等学校、そして地域の支援、地
元企業、社会教育団体、関係行政機関、卒業生等を連携
という形でつなぎとめるコーディネーターの役割が一番
のミッションということで考えております。
　この事業というのは全国に先駆けて、どこの大学も
やっていないことですので、将来的にはこれがモデルと
なって、全国に波及していけばいいなと思っています。

いずれ富山県の PR 活動に繋がり、富山県の地域の活性化につながるプログラムになると私どもは考
えております。
　また、最近よく言われております、学生の社会人基礎力をいかに早期の段階で育てていくか、ある
いは人間力、大切なもの、忘れたものを、大学時代に学ぶ機会として私どもが何か提供できればいい
なということを、このプログラムの中では実践させていただいております。

　この図は「キャリアサイクルシステム」と勝手に称し
たものですが、大きくは、先ほどご説明しました、大学
で行われているインターンシップ、そして中学校で行
われております「社会に学ぶ『14 歳の挑戦』」を繋げる
大きなサイクルのことです。そしてその「14 歳の挑戦」
で大学生に触れて何かを学んだ子供たちが、今度は大学
3 年生になって、今度はまた「14 歳の挑戦」で教える
という立場になるという大きなサイクルを最終的な目標
として持っております。
　この後、横山から中間指導時の PSNS の活用の仕方を

説明してもらいますが、二つ目と致しまして、中間指導における振り返り、継続学習のサイクルです。
通常インターンシップを終了し事後報告すると、そこでいったん学習はストップしてしまう。そこで

「分断」という言葉を使用させていただきましたが、そこで自分の蓄積にはなるのですが、どこかで
もう一度「学ぶ気付きの場」があればと考えました。今回のプログラムではインターンシップが終わ
り、「14 歳の挑戦」へ行くまでの間に、PSNS を使用したり、あるいは e ラーニング等も行ってもらっ
たりという「継続して学習する」という二つ目のサイクルを私どもでは考えております。
　そして、三つ目ですが先ほども少しお話しましたが、今までは学んで終了という、インプットした
状態で終了でした。学ぶだけの受け身的な立場から、今度は教えるというアウトプットする立場に変
わることによって、「人に伝える言葉の難しさ」、あるいは「教えるということの難しさ」を体感して
もらうという「個のサイクル」というのを考えています。キャリアサイクルシステムは、一つ目は「シ
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ステムとしての循環」、そして二つ目の「継続学習としての循環」、そして三つ目には「個としての循
環」の三つの学びの循環を意味します。二つ目の「個としての循環」では二重学習、ダブルループラー
ニングという手法を私どもは使用しております。

　こちらの図は、私がこちらの富山大学に赴任させてい
ただきまして、まず 3 カ年計画というのを個人的に立て
た際の図になります。まず中期計画として、どういうゴー
ルに向かっていくのか。そしてその中で今年の試行期、
中間期、最終年度に何をやっていくのかということを具
体的に落としております。
　今年は個人的に何をやりたいかということを挙げた中
で、九つぐらい挙げたのですが、学校・企業・教育機関
とパイプづくりを行う、学生サポーターを募集して、沢
山のプログラムを立案していく、プレ長期型インターン
シップにおいては、試行期ですので何社かモデルとなる
企業さま、そして中学校を選定させていただいて行わせ
ていただく、またメールマガジン、（これはキャリアの
理論的なものを学生たちに伝えていくものですが）、は
毎月 1 回発行する、他にはインターンシップの面接の一
元化をしたり、ボランティアプログラムを試行したり、
マスメディア・口コミを活用した広報活動をしたり、キャ
リア相談の実施、PSNS の活用を実施いたしました。最
終的には、①連動したキャリア教育の実施による人材育
成と地域活性化、そして②段階的キャリア教育の確立と

気付きの場の機会の提供、③長期的な教育システムの構築と場の提供を最終年度に向けて実施してい
きたいと考えています。そして、それが将来、継続的に、「14 歳の挑戦」で大学生と触れ合った子供
たちが大学生となって教える立場になって再び参加することが当たり前になればいいなと思っていま
す。
　この 3 カ年計画は、実際にはローリングしていきますので、現状の結果と課題等を検証しながら
修正を行っています。

　この図は最終的なゴールイメージですが、本校、富山
大学は「地域と世界に向かって開かれた大学として高い
使命感と創造力のある人材の育成」ということを理念に
掲げています。私どもの「富大流人生設計支援プログラ
ム」が最終のゴールイメージである理念に対して、何か
貢献できるプログラムになればと私どもは考えておりま
す。
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　これは実際に学生が行っている記事を紹介させていた
だきます。このプログラムを実現するには、現在 11 名
おりますキャリアサポーターという学生が主に頑張って
くれています。この学生たちが実際に企業に行ったり、
あるいは中学校様に行ってニーズを聞いて、どのような
提案をすればいいかという具体的なニーズに照らし合わ
せてプログラムを考え、そして実際に企業様に行って提
案、プレゼンテーションをしたり、あるいは名刺交換、
アポイントを取ったりと、社会人の初歩的な体験をして
もらうというようなこともしております。

　実際にどのようなことをしているのか、あまり具体的にイメージがつかないと思いますので今日は
ビデオをご用意させていただきました。ご覧いただきたいと思います。

＊＊＊ビデオ上映＊＊＊

　今のビデオは実際に当日行った映像を見ていただきました。実際にこの学生たちがどのようなこと
を学んでいるかというと、プレゼンテーションやブレーンストーミングの方法の事前授業を受けたり
しています。あるいはロールシミュレーションということで、11 人の中でリーダーやサブリーダー
を全体では決めていますが、その四つの企業ごとの分科会ではスタッフだった子が、今度はリーダー
あるいはサブリーダーになることを行っています。自分がリーダーになったらどんなリーダーシップ
が取れるか、あるいは自分が支える側のスタッフだったらどんなことができるかということを立場の
違う役割を体験させております。
　その中で、相手がどんなことを言えば気付いてくれるか、あるいはどんなことを言ったら動いてく
れるのか。スタッフだったら、リーダーに対して何をすればいいのか、サブリーダーだったらどんな
動きをした方がいいのかということを学んで体感してもらっています。
　ではこの後、どのような PSNS の使い方をしているかについて、横山から具体的に説明していただ
きたいと思います。

（横山）　私からキャリアサポートセンターでの実際の
PSNS の活用について説明させていただきたいと思いま
す。
　先ほど荒井から説明があったように、キャリアサポー
トセンターには、キャリアサポーターと呼ばれる 11 名
の学生がおります。また、今ほど VTR で見ていただい
たように、4 社で「14 歳の挑戦」にかかわる長期型イ
ンターンシップを行った GP の学生と、呉羽中学校で行
われた「15 歳の選択」で、今度は中学 3 年生を対象に
富山大学生が将来の設計や進路の選択についてディス

カッションを行った学生たちを含め、約 30 名が当 GP にかかわっております。

28



　富山大学は平成 17 年に 3 大学が統合したというのは、
皆さんご存じかと思います。キャリアサポーターの 11
人だけでも五福キャンパス、杉谷キャンパス、高岡キャ
ンパスの 3 キャンパスの学生が関わっております。GP
の学生全員を含めると、7 学部 30 名の学生が連絡を取
り合わなければならないのです。では、この離れた 3 キャ
ンパスの学生が学生間同士、またキャリアサポートセン
ターとどう連絡を取り合うのか。

　Skype を利用して話し合いを行うほか、連絡、報告事
項の通達や打ち合わせ等の「出欠確認」を行う方法とし
て、PSNS を活用させていただくことになりました。
　学生には全員 PSNS に加入してもらい、さらに各 GP
ごとに作成したコミュニティに参加してもらいました。
また書き込みが入った時点で、携帯電話に連絡が来るよ
うに設定してもらいました。では、実際に PSNS をどう
活用しているのか、見てみようと思います。

　これは 5 カ月間の、先ほど写真を見ていただいた 5
つの GP と、キャリアサポーター専用のコミュニティの
動きを見たものです。ご覧のとおり、5 カ月間の総トピッ
ク数が 121 件、それに対する書き込み数が 469 件ござ
いました。一つのトピックに対して平均 4 件の書き込み
があったということです。
　ではこれは誰が立てているのか、教職員が多いのか、
学生が多いのか。

　まずトピック数について見てみました。学生が赤色、
教職員が青色となっております。赤が 61 件、青が 60 件。
ほぼ同数だということが分かります。これはインターン
シップ等のほかのコミュニティでは考えられないことで
して、それらではほぼ 8 割が教職員の立てたトピックで
すので、当 GP では学生も積極的にトピックを立ててい
るということが分かっていただけると思います。
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　では、コメント数はどうなのか。これを見ますと、約
9 割が学生の書き込みでした。こちらは書き込みの内容
にも関係があるかと思われます。実際の書き込みの内容
の内訳を出してみますと。

　「出欠・行事確認」というのが約半数で使用している
ということが分かりました。この「出欠・行事確認」が
どのように書かれているのかといいますと。

　これは実際の連絡のトピックに対する出欠確認の書き
込みなのですが、ここにこのように、「参加します」「確
認しました」「欠席します」といったコメントが書き込
まれています。
　１つ前のスライドに戻りますが、その他の書き込み内
容としては、「報告」は打ち合わせに参加したことに対
しての報告事項を書いており、「意見・反省」はそれぞ
れの考えを述べ意見交換をしており、「コメント」は打
ち合わせに参加した学生に対して、「お疲れさまでした」
等のいたわりの言葉が書かれているというのが分かりま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   した。

　次に、実際の書き込みというのがいつ行われているの
かを見てみますと、主に当日、翌日、遅くても 3 日以内
には書き込みをしているということが分かりました。こ
れは最初に申しましたように、書き込みがあった時点で
携帯電話にも連絡がいくように各自設定をしているた
め、すぐに確認することが出来ているからだと思います。
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　次に当キャリアサポートセンターでのファイルの利用
について説明させていただきたいと思います。
　キャリアサポートセンターでは、トピック数に対して
約 4 割ファイルの利用を行っております。この報告のト
ピックをご覧いただきますと、このように写真を張り付
けて、実際の場所の様子を視覚的に見せ、PDF で詳しい
説明や報告を載せています。
　この写真をクリックしますと、大きな画像として見る
ことも可能です。
　PSNS は、画像ファイルはトピックだけではなく、コ

メントを書き込む際にも上げることができるので、学生も教職員も多く利用しております。ただ、こ
ちらの報告書にも画像ファイルとともに利用しておりますが、一番利用頻度の多い PDF ファイル、
さらに Word、Excel の 3 種のファイルは、トピックを立てたこの部分でしか利用できないという
ことがございます。そのため、PSNS でコメントにファイルを上げる際には、画像ファイル JPEG か
URL でリンクをつなぐ方法を取る必要があります。
　すると、企業のホームページの URL や地図の URL 等、もともと URL が存在するファイルやデー
タはともかくとして、個人で作成したファイルに URL を取得するにはアップロードをする必要がご
ざいまして、その手間がかかるという結果、ファイルの利用率はさほど多くないというのが現状です。
　先ほどコメントの内訳を見ていただいた中で、「出欠・行事確認」等のイエス・ノーの回答が多い
中では、あまり必要がないとも言えますが、ただトピックだけでなく、2 回目以降コメントを書き込
む際にもファイルを利用できるようになると、後々に同じトピックにファイルの追加をしたいと考え
た際、新たにトピックを立てる必要もなく、また、文章を書き込むだけでなく、グラフを利用した報
告も学生に行ってもらいたいと考えた際に、一つのトピック内で提出、公開し合えるということが考
えられると思います。

　現在、PSNS を活用している学生数人に聞いてみたと
ころ、何点か分かったことがあったので、今回課題とし
て出させていただきます。
　今述べたファイルの 2 回目以降のアップ方法が限られ
るということも、変更次第では可能性の広がりが見られ
るのではないかという点で課題として挙げさせていただ
いております。
　また、参加しているコミュニティのコメントが携帯電
話に届くようにしたということで、すぐに確認できるが、
夜間でも関係なくメールが届く、また、書き込み内容で

一番多かった「出欠・行事確認」の一言のコメントもいちいち届くということで、パケ放題を利用し
ていない学生に関しましては、メールを受信しても料金がかかって困るという意見がありました。そ
うしたこともあり、最初に学生に携帯にコメントが届くようにしてもらったと言ったのですが、実際
には通知設定をしていない学生が何人もいたというのも事実です。
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　ただ、PSNS ではライブレベルでの報告や連絡ができ
る、複数人、また大多数で行える、コメントが送られた
時点で確認が可能等、大きな利点がございます。
　ほかに、先ほどファイルの利用の際にも申しましたが、
いつでも何度でも確認できる、質問と回答が短い間隔で
行える、入っているコミュニティ内ならば、学生同士、
また学生と教職員同士のやりとりの確認をほかの参加者
も同時進行で確認できるということで、同じ質問を省く
ことが可能であり、それによりさらに深い質問が出ると
いうことも考えられると思います。また、まだあまり話

したことのない学生間でも、メールや電話で直接連絡を取るよりは、お互い連絡をしやすい傾向にあ
るかと思います。このように多くの利点が挙げられると考えられます。

　ちょっと話は変わるのですが、これは最近の例で、こ
のように PSNS 内で報告、感想文の提出を学生に行って
もらいました。コメント部分に文章で書き込んでもらう
方式でして、コミュニティ内で書き込むことでメンバー
全員が自分以外の感想や報告を読むことができます。
　また、この報告書は「後から書く人は前の人と人物が
被らないように、同じ授業を受けた仲間の発表の良いと
ころを書く」という指定で行ってもらいました。そのた
め、後から書く学生は前の学生の文章を読んで判断して
から自分の報告を行っております。授業終了後もさらに

授業が続いているのです。そのような報告も PSNS では可能です。

　最後になりますが、キャリア支援の一環としてわれわ
れは PSNS を活用させていただいているのですが、「オ
ン」では PSNS で出欠確認、事前連絡、課題連絡、メル
マガの発信を行っております。それに対して、「オフ」
で実際に顔を合わせた際に、先に PSNS で連絡しておい
た課題について発表や演習を行ったり、PSNS での中で
聞いていた内容についてカウンセリングを行い、また連
絡通りに打ち合わせを行っております。
　さらにその打ち合わせ内容について「オン」である
PSNS で報告書を提出してもらうことで、打ち合わせに

参加できなかった学生も参加した学生も情報の共有を図ることが可能となっています。また必要なら
ば教職員がカウンセリングを行います。そして、それと同時に次の「オフ」に向けた連絡を行ってい
きます。
　こうした「オン」と「オフ」を繰り返し行うことで情報の共有を図っております。一つ一つに発展
を見せていくツールとなる PSNS は、出欠や行事等の確認に留まらず、さらなる可能性の広がりをわ
れわれに見せてもらえるものだと考えております。
　キャリアサポートセンターでは、今後も学生への支援のツールとして、PSNS を活用していきたい
と思っております。以上で発表を終わります。
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（荒井）　以上のように、このプログラムを通して、学生たちの自主・自律性などを高めたいという中
で、この PSNS は学生が自ら考えて、どんな使い方をすれば有効活用できるかという観点で活用して
おります。先ほどの学生の感想文ではお互い褒めることをしなさいというルールで、決して中傷はし
ないようにしています。やはり誰でも見られるという危険性もありますので十二分な注意は必要です
が、このような学生のアイデアとともに来年度以降もこの PSNS の可能性は広がりがあると考えてお
ります。以上で終了させていただきます。
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（西頭）　富山大学の西頭です。吉永先生に基本的なことを教えてほしいのです。先生の話の中で、コ
ミュニティの数が 228 と。学生はそういうものをつくることはできないということを書いているの
ですが、これをもう少し具体的に教えていただけませんか。

（吉永）　コミュニティを学生がつくれないということに対することについてでしょうか。

（西頭）　いや、具体的にどういうものが、どういう形であるのか。

（吉永）　分かりました。ありがとうございます。コミュニティそのものは非常にバラエティに富んだ
ものなのですが、まずインターンシップ関連で使っていただいているもの、それから趣味や共通の話
題に関するものです。例えば自動車についてのコミュニティ、漫画についてのコミュニティ、小説に
関するコミュニティというようなものがあります。また、修学支援にかかわる、例えば介護体験につ
いての事務的な連絡を行うためのコミュニティがあります。また今後の PSNS ユーザー座談会で出て
くると思うのですが、講義に使うための講義用コミュニティといったものもございます。抜けている
ものもあると思うのですが、大体そのようなところです。

（西頭）　その総数が 228 ということですね。

（吉永）　はい。
 

（質問者１）　貴重なお話をお聞かせいただきましてありがとうございました。
　2 点お聞きしたいと思います。一つは SNS を使った場合、ご発表では比較的前向きな内容が多かっ
たかと思うのですが、ネガティブな内容の書き込みはないのか、もしあるとしたらそれは何か管理さ
れているのかというのが 1 点目です。
　それから、もう一つは SNS 自体ではないのですが、先ほどのキャリアサイクルシステムのところ
で、大学生のインターンシップと、それから中学生への職業指導ですか。このあたりで中学校を取り
込むというのは実際にどういう形で行われているのかというのをお聞きできればと思います。以上 2
点です。お願いします。

（斎藤）　大事な点をご質問いただいてありがとうございます。
　1 点目については私から。いわゆるネガティブな内容の書き込みとか、場合によっては少し問題に
なるような書き込みというのは極めて少数でした。これはわれわれとしても非常に危惧していたこと
でして、そういうのが来たらどうしようというのをある程度はシミュレートしていたのですが、少数
の例を挙げますと、最初につぶやき型のような形で、何だかよく分からない、ぼそっと「こんなもの
意味がない」みたいな、そんなニュアンスの書き込みがあって、これはどう対応しようかというわけ
ですが、基本的な線としては、それに対してコメントを付けるという形にしました。そのコメントも、
売り言葉に買い言葉にならないように、一人前の参加者として尊重して扱うということを心がけまし
た。例えば「初日記おめでとう」「よかったらまた聞かせてください」といった具合です。そのよう

質疑応答
「PSNS の活性化と安心できる利用の両立を目指して」
「新入生は PSNS をどのようにキャンパスライフに役立てているのか」
「PSNS を活用したキャリア支援」
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な対応をすることで、その次から打って変わってまともな文章を書くというようなケースが複数あり
ました。でも、そういうのは数件ですね。
　あと、例えば問題になったのでは、構内にルール違反の駐車のようなのがあって、それに頭にきて
写真を撮って、番号が付いたまま PSNS に載せたというケースがあったのですが、これについても、
こちらから少し検討した上で、こちらから書き込みをして、書き込みではなくてメッセージでしたか
ね、吉永先生。

（吉永）　その場でコメントを書き込みました。

（斎藤）　書き込みをして、それからメッセージも併用することがあるのですが、「気持ちはよく分かる。
だけど個人情報になる可能性があるので、よかったら削除してくれませんか」と言うと、すぐ削除し
てくれました。その方などは、その後は自分で自動車のコミュニティを立てたり、いろいろ日記を書
いたりもしています。
　そんな形で、原則としてはできる限りインターネット上で、若干攻撃的に見える文章でも、それに
こちらがソフトに対応すると、向こうも紳士的になるということで、大体対応できています。
　もう一つ、逆の方で、例えば自傷行為とか、死にたいとか、そういうものが入ったときにどうする
かということなのですが、これはむしろサポートの対象と考えます。それに対して、これも非常に難
しいのですが、複数の者がサポーティブなコメントを付けるということで、それに対して本人からの
レスがある場合も、ない場合もあるのですが、ほとんどの場は、実はオフでも支援している方だった
りするので、あまり大きな問題にはなっていません。そういう書き込みがあったときには、われわれ
の方では一応検討してどうしようかという話をするのですが、多くの場合、書き込みがあれば、サポー
ティブなコメントを返すということを続けながら慎重に様子を見るということです。
　あとはあまりないですね。問題が起こることは思ったよりも非常に少ないのだという印象です。そ
ういう問題のある、つまり「2 ちゃんねる」的な書き込みは、恐らくよほど勇気のある人でなければ
できないのです。全体の雰囲気が。教職員が既にモデルになるような日記を書いたりしていますので、
その雰囲気を破るようなもの、ネガティブなものというのは、まず学生には書けないのだろうと思っ
ております。
　では 1 点目はそれで。

（荒井）　それでは、2 点目にございました、中学校といかに取り組んだかというご質問にお答え致し
ます。このプログラムは今年試行期ですが、昨年の平成 20 年からスタートしております。実際、私
はこの 4 月から来たのですが、このプログラムを立案・企画してくださった人文学部の小助川教授、
そして就職支援グループの山田さんがかなりの努力をなさって、このプログラムの実現にこぎつけた
というのが実際のところです。
　『社会に学ぶ「14 歳の挑戦」』を富山県は全国に先駆けて行っているというお話をしましたが、こ
れは平成 11 年度からスタートしているプログラムでして、他の県などを調べてみますと、大体 2 日
か 3 日というところが多いのですが、5 日間やっている県はほとんどありません。まだ「キャリア」
という言葉自体もあまり浸透していない頃から、この富山県はこのような事業に取り組んでいるので
す。せっかく素晴らしい事業があるのに対して、やはり何かぷちっと切れてしまっている感じがしま
す。
いろいろなところで素晴らしいことをやっているのがぷちっと切れているものを、大学がコーディ
ネーターとして介入することによって、同じ人材が様々なところで、様々な教育を受ける中で、それ
を連動できるような事業にしたいという思いが、この中学校の「14 歳の挑戦」との連携プログラム
に取り組みたいというところに行き着いたのだと思います。
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　その際には、やはり教育委員会、あるいは企業、また地域の方々のご支援がないと成り立ちません。
実際にマイナスイメージのご意見をお持ちの方も多数いらっしゃいます。中学生にすれば、5 日間社
会人と丸々接して厳しさを学ぶ中に、大学生が入ると甘えが生じるのではないかといったご意見もご
ざいました。しかしこのプログラムを実施することで何か新しいものが生み出せるのではと考えてお
ります。
　中学生にしても、社会人よりも少し先のキャリアターゲットに出会うことによって緊張感がほぐれ
る不安の解消につながる、あるいはこういう大学生になりたい、富山大学に行きたいというような出
会いから生まれるメリットもあるのではと思います。
　この3年間の中で最終的にどの形まで行けるか分かりませんが、この取り組みが当たり前になれば、
本当に大きな取り組みではございますし、連動したキャリア教育として地域全体がつながっていける
のではないかと思っております。

（質問者２）　新入生の PSNS の利用について 2 点ほどご質問させていただきたいと思うのですが、大
変参考になるご報告で、導入教育の一つの在り方を示していると言ってもいいのかなと私としては感
じていました。そこで、まず新入生に PSNS のアナウンスをどのような形でやられたのかということ
を一つお聞きしたい。それから、そのアナウンスというのは1回で終わったのか、いわゆる複数のチャ
ンネルを使ってやられたのかについてお聞きしたい。
　また、先生の最後のご報告の中で、日記の活用ということを強調しておられましたが、SNS は基本
的に人とのつながりづくりというような大きな機能、そういう役割もあるかと思うのですが、マイフ
レンドを増やすことは割と否定的だったというご報告がありました。この辺の分析がおありであれば
お聞かせいただきたい。以上 2 点です。

（吉永）　1 点目のご質問については私が答えさせていただきます。
　アナウンスにつきましては、私自身が各学部のオリエンテーションの方にお邪魔しまして、10 ～
15 分ほどの時間をいただいて PSNS の説明をしました。それとともに、トータルコミュニケーショ
ン支援室のパンフレットも一緒に配って、支援室は何をやりたいのかということについても説明しま
した。ですから、PSNSを使ってくださいねというだけではなく、PSNSを使うことでどのようなメリッ
トがあるのかということについても説明しました。
　オリエンテーションの前に、事前に招待状を配付しておりますので、それに基づいて、恐らく私の
説明も聞いた上で入ってくださったのかなと思っております。従いまして、PSNS のアナウンスは 1
回やりました。全体で何百人、何千人もいる中で話すという形ではなく、学部、学科毎に 100 人規
模の学生さんに対して、一つひとつアナウンスしていったということです。以上です。

（斎藤）　二つ目のポイントについてお答えしたいと思います。これは実は先ほど申し上げたように、
われわれにとってもちょっと予想外でした。もちろんミクシィのような巨大なところと違って、もと
もとの集団がせいぜい数千人ですので、そういうこともあるのかなと思うのですが、今のところ想像
の域なのですが、入ったばかりのときに、できるだけ友達をつくりたいという欲求はすごくあるよう
なのです。でも、大多数の人は、恐らくやはり現実のというか、リアルの友達をつくりたい。そのた
めに最初の時期に結構書き込みをする、日記を積極的に書いているのに、すっと書かなくなる人がい
るのです。こういう方は多分、実際に授業やサークルなどでの友達をつくったので必要なくなって、
消えていったのではないかと私は想像しています。これは検証されていないのですが。
　一方で、ずっと書き続けたい人という一群がいまして、その方々はどうもオンラインだけで友達を
増やすというのはあまり熱心ではないのです。むしろ書くことによって、大体 20 ～ 30 人という人
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が読んでくれるのが足跡機能で分かるわけです。自分が発信すると、日記を 1 回書くと、多いとき
で 60 人ぐらい、少ないときで 20 人ぐらいの人が読むのです。それがどうもつながっているという
感覚を持つみたいで、特定のマイフレンドだけに発信するという人が少ないのです。われわれの考え
ではチャンネルは多い方がいいということです。オフで、つまりリアルにいろいろなことで楽しくやっ
ている人を無理にここに引き込む、ここの中だけでインターネットだけでの世界をつくらせる必要は
ないと考えています。これもまだこれから検証の必要があるのですが、やはりオンでの交流にアフィ
ニティのある方が残っていくのではないかと思っております。そういう方は、オフの方は少し苦手な
方が多いのではないかと想像しています。
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PSNS ユーザー座談会
　　　　　　　　

　　　　司　会：吉永　崇史　学生支援センター　特命准教授　　　　　　　
コメンテーター：黒田　卓　　人間発達科学部　教授　　　　　　　　　　　
　　　　登壇者：小川　亮　　人間発達科学部　教授　　 　　　　　　　　　
　　　　　　　　寺嶋　史恵　研究振興部　社会貢献グループ 地域連携チーム
　　　　　　　　廣川　慎一郎　医学部　准教授　　　　　　　　　　　 　　 
　　　　　　　　石崎　健生　学務部　学務グループ 修学支援チーム　　　　
　　　　　　　　中島　淑恵　人文学部　准教授　　　　　　　　　　　　 　

（吉永）　これから「PSNS ユーザー座談会」を開催させていただきたいと思います。司会を務めます
吉永でございます。どうぞよろしくお願いいたします。今回、コメンテーターとして黒田先生にお願
いしておりますので、どうぞまたよろしくお願いいたします。
　それでは、私の方から簡単な趣旨説明と、それから今回のユーザー、ご参加いただきました５人の
先生方をご紹介させていただきたいと思います。
　まず、今回の趣旨ですが、もともと私たちは一昨年以来ずっと PSNS の発信をしてきたのですが、
PSNS の理念や運営ポリシーはもう分かった、ユーザーの声を聞かせてくれ、という声をフロアから
たくさんいただきました。実際にこの PSNS がどのような中身で、どのようなことで使っていただけ
るかということをご理解いただくことが必要と感じました。それを運営者側が話すよりは、むしろお
使いになっているユーザーの方々の声を直接届けるということが最も効果的なのではないかと思いま
した。
　今回参加していただいたユーザーの方々、先生方は、大変ユニークな視点で PSNS をお使いいただ
いている方たちばかりです。従いまして、それぞれの皆さまの使い方についてお話しさせていただき
ながら、なおかつそこから生まれてくる新たな使い方や、今後の PSNS の発展につきましてご指導い
ただければと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　それでは、紹介させていただきたいと思います。まず人間発達科学部教授の小川先生です。どうぞ
よろしくお願いいたします。続きまして、研究振興部社会貢献グループ地域連携チームの寺嶋さんで
す。どうぞよろしくお願いいたします。続きまして、学務部学務グループ修学支援チームの石崎さん
です。どうぞよろしくお願いいたします。続きまして、医学部医学科准教授の廣川慎一郎先生です。
どうぞよろしくお願いいたします。最後に人文学部准教授の中島淑恵先生です。どうぞよろしくお願
いいたします。
　それでは、５人の先生方に順にお話を伺っていきたいと思います。この流れですが、まず、私の方
から一問一答形式で各先生方に質問させていただきます。それに対するお答えをいただきたいと思っ
ております。その後、黒田先生からのコメントと、それからユーザーに対するご質問をしていただき
たいと思っております。それから時間の許す限り、ユーザーからユーザーへのご質問や、あとはフロ
アからの直接ユーザーの方へのご質問等をいただければと思っております。どうぞよろしくお願いい
たします。
　それでは早速、最初の質問をさせていただきたいと思います。簡単な自己紹介をしていただきたい
と思います。また、PSNS は本名ではなくニックネームでやりとりをしています。今ちょうど小川先
生のプロフィールがスクリーンに映っておりますが、ニックネームをどのような意味で付けられたの
かということについての由来について、もしありましたら教えていただきたいと思います。その上で
PSNS を今回使ってみようと思われた動機と、それから具体的にどのような目的で PSNS を利用され
ているかということについて、簡単にご紹介いただければと思います。
　それでは小川先生、どうぞよろしくお願いいたします。

38



（小川）　小川です。よろしくお願いします。
　私は現在は人間発達科学部附属人間発達科学研
究実践総合センターという、すごい長い名前のと
ころにおりまして、とても書ききれないので学部
の名前だけで出ておりますが、そこで、もともと
は心理学が専門ですが、現在は心理学と情報教育
の両方を研究しております。
　ネット上の名前なのですが、PSNS 上では個人
の名前は「gawagawa」という名前になっています。
なぜ「gawagawa」という名前になっているかと

いうと、もともと私がこの富山大学に来たときに、小川という名前の先生はもういらっしゃって、「オ
ガワ」という ID が取れなかったのです。「リョウ」というのも駄目でして、それで当時、「がわがわ新聞」
という家族新聞を作っていたので、それで「gawagawa」という名前になりました。それが名前の由
来です。
　私は PSNS 上に四つの ID を持っておりまして、四つの顔を持っているというか、個人の ID と授業
用の ID を三つで、四つ持っています。授業ごとに ID を使い分けていることになります。というのも、
SNS の特性からして、マイフレンドというのは結局 ID ごとにしか登録できないのです。一つの ID に
対して別々のグループを設定することができないので、それで授業用に一つずつ作っているわけです。
ID を作るためにはメールアドレスが必要なのですが、Gmail などを使わせていただいて、勝手に ID
を使って、それで登録させていただいています。
　利用のきっかけですが、この PSNS ができるという話ができたときに、もう既に SNS というのは
ミクシィなどが一般的、社会的に使われていました。例えばコメンテーターの黒田先生も、授業で自
作のSNSを使われて、学生同士のコミュニティをつくっていらしたのですが、私もそういうことをやっ
てみたいなと思いながら、自作するのは面倒くさいなと思っていたわけです。そういう経緯で、この
PSNS ができたときに、ぜひ授業に使ってみたいということを思ったということで、使わせてくださ
いと吉永さんの方に積極的に申し出ました。それで ID を四つ持つということになりました。
　授業では受講生をマイフレンドとして登録して、マイフレンドにしか見えない形で日記を書きます。
その日記に対して、コメントを付けさせるという形式で話を進めながら、次第に現在は、現段階では
後期が始まりまして、ちょうど半分ぐらい進んだのですが、学生に、自分の日記のところに、マイフ
レンドまでの公開の日記を書かせまして、そこにこちらがコメントを付ける形に切り替えようとして
奮闘しております。なかなか学生が書いてくれないので困っていますが。
　もともとなぜこのようなことをやり始めているかというと、大福帳という、これはちょっと物が見
えないとよく分からないと思いますが、１枚の A4 の紙の裏表に、14 回分の授業の記録が取れる紙
を用意しております。それを毎回配っては、毎回授業の感想や質問を書かせて、それに対してこちら
がコメントを付けるという、結構大変なものをやっておりました。それをやることによって学習者と
のコミュニケーションを取るということをやっていたのですが、それをこの PSNS に置き換えたとい
うことです。以上です。

（吉永）　ありがとうございました。それでは寺嶋さん、お願いします。

（寺嶋）　寺嶋です。研究振興部社会貢献グループ地域連携チームというところに属しております。主
に生涯学習を担当しております。
　ニックネームは「ぽんぽこ山たぬき」という名前です。由来は、動物占いという昔はやったものが
ありましたが、そこでタヌキと出ましたので、それ以来私のイメージはタヌキとして定着しておりま
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して、そのためにこのニックネームを付けたということです。
　動機につきましては、一つはこういう GP を取ったのだということで上司から紹介されました。「自
分も入ってみるけど、一緒に入ってみないか」と言われまして、ちょっと興味を持って入ってみまし
た。もう一つ、私は実は富山大学人文学部の卒業生です。人文学部在籍中に、人間関係で悩んでいた
時期があって、誰に会うのも怖くて大学になかなか出てこられなかったという悩みがありました。そ
のときに、こんな PSNS のようなシステムがあったら、自分ももっと先生方にご迷惑を掛けないで卒
業できたのではないかと思いまして、そういう情熱というか体験を基に、PSNS を熱心にやっている
のだと思います。
　目的については二つありまして、一つは私の担当である生涯学習のことについてご紹介したいとい
うこと。学内の方でも大学の生涯学習がどういうことをやっているか、なかなかお分かりになってい
らっしゃらない方が多いので、貴重なチャンスとして、いろいろ公開講座のご紹介をさせていただい
ております。この公開講座というのは学内の教職員の方のサポートも必要不可欠でして、これで皆さ
んの関心が生涯学習に向いていただければという、ちょっと深遠な計画によってやっております。も
う一つは、私が卒業生ということで、その立場から、県外からやってきて一人暮らし、この大学の近
辺に住んでいたという、うちの大学でもだいぶ多いタイプの学生のうちの一人でしたので、そういう
経験談を少しずつ上げながら、コメントもしながら、皆さんをサポートできるような形でやっていま
す。以上です。

（吉永）　ありがとうございました。それでは石崎さん、お願いします。

（石崎）　石崎です。私は学務部学務グループ修学支援チームというところに所属しております。
　ニックネームは「ISHIchan」で、石崎なので単純によく呼ばれる名前ということで付けました。
表記については、仮名で表記するのはちょっと照れがありまして、アルファベットを当てたのですが、
こういう場で自分で口にすることになると、結局同じことだったなと思っております。
　学務グループ修学支援チームというのは、大学全体の学務系、教務系の事務局のような立場という
か、仕事をしております。その関係で、この PSNS の運用が始まった時点から一応参加ということで、
最初のきっかけはそうだったのですが、今ではいろいろな方が日記を書いておられるのをほとんど
チェックしておりますので、生活の一部になってしまっております。
　利用の目的というと、主に日記を読むということなのですが、それ以外に学務部としてお知らせ、
連絡事項の一つのチャンネルとして利用させていただいています。後でまた、ちょっと言いたいと思
いますが、お知らせ事項については結構いろいろな可能性があるなと思っておりますので、今後も活
用していきたいと思っております。

（吉永）　どうもありがとうございました。それでは廣川先生、よろしくお願いします。

（廣川）　医学部の廣川と申します。恐らくニックネームはすぐ分かると思うのですが、廣川慎一郎な
ので、普通は「ひろしん」と書くのがいいかと思ったのですが、それを例えばローマ字で書いてみる
と「hiroshin」です。ヒロシという人はいっぱいいるのです。何となくこれはあまりにも面白くない
ので、ちょっと逆さまにしてみたという、それだけです。でも、かえってこの方がうまくいったかな
と思って、実は多少気に入っています。これがニックネームの一番大きな理由です。
　実は医学教育学講座というのは今年の 1 月 1 日にできた講座で、今のところ私一人です。なぜこ
ういうところができたというと、私は前身の富山医科薬科大学の医学部１期生ということで、ずっと
臨床一筋でやってきました。消化器外科、小児外科、特に子どもの外科をずっと第一線でやってきて
いたのですが、いろいろなことをやっている段階で、人を教えるということに対しての興味がかなり
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あったと思っています。昨今言われているように、最近は研修医や地域の医療がかなり問題になって
きたということで、大学でも地域枠など、いろいろな話が出てくるようになってきました。全人的な
というか、医療人としての心構え、教育というのは非常に大事だということで、医学部、薬学部、看
護学科を含めて共通授業をやっていますが、杉谷キャンパスは１年生が 280 人くらい来ます。医・薬・
看の共通講義というのがあるのですが、いろいろな先生たちがユニットごとにやってきていたという
のがありました。
　そこで、たまたま私に教育とか研修と名前のつくものを全部やれという前医学部長からのメッセー
ジがありました。「医療学入門」という１年生が大学で真っ先にやる講義があるのですが、そちらに
おられる斎藤清二先生が、そこでコミュニケーションのユニット２を担当されております。その授業
全体のコーディネーターをやることになりました。斎藤先生は消化器内科の先生ですから、昔から大
学で私はよく知っていたので、全然関係ないところで再会したということになりました。
　そのときに、ミクシィやそういうのがいいぞ、いいぞと言われたのですが、私は「２ちゃんねる」
のような医師向けの掲示板で何か書いたときに、すごく嫌な経験をしたことがありました。それで「そ
んなもの、どうでもいいんじゃないか、むしろやりたくないな」とずっと思っていたのですが、斎藤
先生の手前上、取りあえずのぞいてみようかなと思ってスタートしてみたら、もともと医学部には共
通授業講義、e ラーニングを全部またいだ縦割り担任や、スモールグループ学習でテュートリアル教
育というのが今いろいろな形でどんどん改革されてきているものですから、非常に親和性があるとい
うことがよく分かったと。ちょろちょろっと書いているうちに、隣に中島先生がいらっしゃいますが、
いろいろなことを書いていたら、何かコメントを付けてもらうのが非常に面白くなってしまって、そ
のままズルズルとやらせてもらっています。一応、簡単にはそういうところです。

（吉永）　どうもありがとうございました。それでは中島先生、よろしくお願いします。

（中島）　人文学部の中島と申します。PSNS 上では「マダム・ラパン」というニックネームを使用
しております。これは私の専門がフランス文学なので、フランスっぽい名前でということが一つと、
lapin というのはフランス語でウサギのことなのですが、私自身が兎年でウサギグッズコレクター
でもありますので、こういうところで言っておくとプレゼントなどが来るかなという期待もあって、
ちょっと申し上げさせていただきます。それから、大島弓子の漫画に『綿の国星』という、大人になっ
たら人間になれると信じているネコの女の子の話がありますが、私の場合、そのウサギバージョンと
自負しております。
　とはいえ、この名前を名乗ることによって、私は別人格を演じておりまして、現実の私とは違う「マ
ダム・ラパン」がここでは活躍しております。少し高飛車でスノッブで、何かいろいろな日記を読ん
でいると飲んだくれていたり、しょうもないことが多いのですが、あと、お洋服などもとても好きで、
つい洋服屋の甘言に惑わされて買ってしまったりとか。ちょっと高飛車な女王様で、けれど母性愛で
学生さんを包んでいると。一応そういうキャラクターを演じているつもりでおります。
　すてきな名前だなと思ってくださる方は多いと思うのですが、フランス語では lapin は好色と多産
の象徴でして、私の携帯のメールアドレスもマダム・ラパン・アムールというのですが、日本だとちょっ
とかっこいいと思われるかも。あ、かっこよくないですか（笑）。仏文業界では、そのアドレスを持
つこと自体がセクハラだとか言われているのですが。フランスでは大笑いされて、「あなたウサギ好
きなの？」とみんなに言われて、一発で覚えられるというメリットはあるのですが、まあいいかなと
思っております。
　実はトップの写真は、富山大学勤務歴よりも長く続けているステンドグラスの私の作品でして、自
分のフランス研修旅行に学生さんたちを連れていっているので、そのために PSNS は主に使わせてい
ただいていて、その研修のための事前準備、情報提供、実況中継、振り返り、主にそういうことに使っ
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ているのですが、あとはこのような趣味の講座のようなものもぽつぽつと書かせていただいておりま
す。
　PSNS を利用しようと思った動機は、去年から学生さんたちを研修に連れ出すようになったときに、
ちょうど PSNS も立ち上がるところでして、もしかしてこれが海外で使えると面白いことになるので
はないかと思いまして、実際やってみたら大変面白いことになりました。後でちょっと時間がありま
したらお話しさせていただきますが、予想どおり大変素晴らしい効果が上がっていると思っていて、
大変満足しております。

（吉永）　どうもありがとうございました。
　それでは２つ目の質問に移りたいと思います。利用してみて具体的にどのような効果があったのか、
どのような面白いことが出てきたのかということについて、ぜひご紹介いただければと思っておりま
す。また、逆に期待どおりにいかなかったこととか、不便に思われたことといったネガティブなこと
もぜひ教えていただきたいと思っております。
　もしよろしければ、また小川先生から引き続きお話しいただければと思います。どうぞよろしくお
願いいたします。

（小川）　効果ですが、先ほど言ったように大福帳というシート、紙のベースと、どちらがいいかとい
うことですが、学部の授業で教育工学というのをやっておりますが、この教育工学に関して言うと、
手間の点で言えば PSNS の方がコンピューター上で全部処理できますので、その意味では非常に処理
が早くなってよかったと思うのですが、学生の方から見たらどうなのかなという感じです。紙だと、
取りあえず書かなくてはいけないので書いてくれますが、PSNS だと、書けと言っても書かない人が
たくさん出てきます。いまだに全員に書けと、これは課題だと言っているのに、半数ぐらいしか書か
ない。減点もあるぞと言っているのに書かないのです。減点されてもいいのかなと思いながら、しょ
うがないなと思いながらやっておりますが、そういうことは本当は言いたくなくて、自由に書いてほ
しいのですが、なかなか定着しなくて。というのも、実は教育工学というのは情報技術を教育に活用
するという部分もありまして、PSNS で情報を交換すること自体が教育工学の一つの実践の実例にな
るので、それを体験させるという意味もあるので使っているという部分があります。
　それから、大学院の授業もやっております。人間発達科学部ではなくて、教育学研究科です。これ
は「学校教育研究Ⅱ」という、教育心理学に関する基本的研究方法を大学院生全員に必修で教えると
いう授業の後半部分をこれから始めるのです。去年実践させていただいて、後半をやりましたが、やっ
ている内容は心理学の研究法の実験計画の話とか、仮説検証の考え方とか、統計処理の話をしており
ますので、院生たちがかなりパニックになるのです。かなりパニックになっている状態になっていま
すと、この PSNS はかなり効果が上がりまして、質問が積極的に書き込まれ、それに対して私が積極
的に質問に答えるという形で、コミュニティがちゃんと形成されて、学生たちというか、院生たちの
満足度もかなり上がったと感じています。以上です。

（吉永）　ありがとうございました。それでは寺嶋さん、お願いします。

（寺嶋）　PSNS を通じて、やはり人間関係の輪がとても広がったと思っています。もともと私は富山
大学の卒業生なのですが、もちろん職員の方や先生と、ごく一部分しか接してこなかった部分があり
まして、こちらでかなり広い人間関係を得ることができました。
　特に仕事関係で言いますと、公開講座というのは各学部の先生方と私たちスタッフがサポートしな
がらやっていくものなのですが、これについてもコミュニケーションが最初から円滑にできるという
利点があります。「あ、この人『ぽんぽこ山たぬき』さんだ」というような、ちょっとこらえた笑い
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をしながら、「あ、寺嶋さんですね、よろしくお願
いします」と言ってくださる先生は結構いらっしゃ
います。（隣りに座っていらっしゃる）小川先生も
そうですよね。（小川先生、うなずく）
　個人的なことを申し上げますと、実は私は趣味
で詩吟をやっておりまして、着物を着る機会が大
変多くなっております。それまでは全然、自分で
着物を着付けられなかったのですが、PSNS で着
物を着たいと日記でさけんだところ、大変ご親切
な先生に「私がただで教えてあげるよ」とおっ
しゃっていただきまして、ついに一重太鼓が結べ
るようになりました。今、日記に書いてありますが。その先生に手取り足取り教えていただいて、自
分で結べるようになったという内容です。
　もう一つ、私はコミュニティを二つ持っているのですが、そのうちの一つが「温泉に行こう！（銭
湯も可♪）」というコミュニティです。県内に温泉がたくさんありまして、私は温泉に行くのが趣味
なので、大変よく行くのですが、その中でも一度も行ったことのないような温泉に行ってみました。
海王という温泉なのですが、５分以上入っていると湯あたりして、ゆで上がるよとコメントで言われ
て、私は試しに 10 分入ってみたら、やはりくらくらきました。
　なぜこういう効果が得られたかと申しますと、私自身、1 日 1 回定期的にブログを更新しようと思っ
ております。わりとコミカルで面白い、吹き出してしまうようなネタを多めに入れようと頑張ってお
りますので、「『ぽんぽこ山たぬき』さん、おかしい人だよね」というように、知名度がちょっと上がっ
ているのではないかというのが理由ではないかと思います。
　期待どおりにならなかったこと、不便なことと申しますと、もともとこの PSNS に入ったときに、
紹介してくれた上司と話し合っていた「PSNS の利用目的」についてです。私の所属する研究振興部
社会貢献グループ地域連携チームというのは、生涯学習だけでなく、自治体と大学とのイベントなど
をいろいろ立ち上げたり、サポートしたりするところでもあります。そして、自治体と大学との連携
イベントに若い感性を持った学内の学生をたくさん起用したいという自治体からの要望が結構多いの
です。しかし、実際は、普段学生と接することができる学務部とは違い、いまいち学生と直接つなが
りがある部署ではないために、学生を集めるというスキルが大変不足しております。でも、学生を集
めたい。そのためにも、学生集めの一つのチャンネルとして、PSNS に入ってみようという思惑があっ
たのです。が、実際は、学生が常連さんになって、日常的に日記を更新してくれるというのが少なかっ
たり、こういうのをやりますと言っても手を挙げてくれる人が少なかったりというのが、ちょっと期
待外れだったかなと思っています。以上です。

（吉永）　ありがとうございました。それでは石崎さん、よろしくお願いします。

（石崎）　私はこちらの「ぽんぽこ山たぬき」さんと逆で、ほとんど読む専門です。それでいろいろと
勉強になったり、知識を増やしたりということもあるのですが、その中で特に、私はまだ学生支援業
務の経験が浅いもので、結構深刻な書き込みなどで、こういうのは管理者スタッフの方はどのように
回答されるのかなと、結構楽しみに、ちょっと無責任に見ている面もあるのです。それで、いろいろ
と回答の仕方であるとか、随分うまいことを言われるな、実に素晴らしいフォローをされているなと
いうことで、勉強になっています。
　それから、自分自身ではあまり発信しないのですが、たまに事務連絡のようなこともしまして、今
年で言いますと、例えば、今もこの建物を工事しているので、工事関係の連絡ですとか、先ほど斎藤

43



先生のご講演の中でもちょっとありましたが、台風が近づいたときの休講措置についてどうするかと
いうお知らせで、最初に投稿した人間は実は私でして、その次の日、アクセス数が結構増えていました。
このとき思ったことは、管理者というのは全員のマイフレンドで、それぞれのユーザーがログインし
てすぐのトップページに最新情報としてマイフレンド日記というのがいろいろと出るのですが、やは
りここに載るというのはかなり重要なことなのだなということをあらためて実感しました。
　あまり管理者の方にいろいろお願いすると負担になるかと思うのですが、台風のときのような緊急
情報や、これからの時期ですと大雪で交通機関が麻痺した場合、あと、タイムリーなところだとイン
フルエンザ関係で、大学として何らかの措置、緊急の連絡が必要になったときというのは、やはりこ
ういう管理者の方にお願いするという発信のチャンネルから、ユーザーを通じて広がっていくという
連絡の仕方というのはかなり影響が大きいなと感じました。
　不便というか、ちょっと運用の難しい点は、これもトップページに出るかどうかということがかな
り大きな点で、結局コミュニティというのも、自分が加入しているものの情報については、ぱっと出
るのですが、そうでないと自分でいろいろコミュニティや情報を探していかなければいけないので、
実際には、なかなか見てもらえないということがあります。
　実は学務グループでも、この共通教育棟という建物であった落し物の連絡のコミュニティがあるの
ですが、これがなかなか、一応更新は結構されているのですが、そんなに見てもらえていないのかな
というところがありまして、今後の課題だと思っております。ちなみに今日も、ここで、もしお忘れ
物などがあったら、週明けにそのコミュニティに載ったりしますので、お忘れ物のないようにお願い
します。

（吉永）　どうもありがとうございました。それでは廣川先生、お願いします。

（廣川）　私のトップページにある写真というのは今年の雪の大谷のものです。１年生が、先ほども言
いましたように 280 人ぐらいいるのですが、5 月の連休に立山へ全員上がります。医・薬・看、こ
れからみんなチーム医療をやっていくのだということを含めて、新入生のオリエンテーションを含め
て立山へ行くのですが、そのときに撮った雪の大谷、14m ぐらいあるところです。富山大学に入って、
これからみんな医療人を目指すのだと。医学部の医学科、看護学科、薬学部の薬学科、創薬科学科と、
４学科の学生全部がそろって一泊合宿します。写真はそのときに撮ってきたもので、基本的にはそう
いうイメージを強調したいと思って出しています。
　私が今コミュニティを持っているのは「縦割り」といって、医学生を１年生から６年生まで二人ず
つ見て、二人の教員がチェックする、これはほとんど飲み会のコミュニティなのですが、それと、医
学英語という非常にハイブリッドな部分があるものですが、これをちょっと e ラーニングがてら使い
たいということで、使わせてもらいました。
　つい数日前、医学英語のことで、この会に向けての発信もちょっとしました。e ラーニングの代わ
りで、PSNS のコミュニティに入って、英語でコメントしたら 10 点、日本語なら５点というぐらい
の形にしてしまうと、出席点とコメントで全部 PSNS でいいよと。論文の翻訳をさせるのですが、翻
訳を２回目で全部やってしまっておいて、３回目は君たちが勉強してきたことをプレゼンテーション
してくださいというふうにやったら、学生が非常に頑張っていろいろなことをやってくれたので、e
ラーニングの一つの方法としては、これは非常によかったと思っています。
　あとは斎藤先生と一緒にやっている介護体験実習コミュニティ、実習は医学部看護学科と、今年か
ら薬学の学生にも始まりましたが、県内の 40 施設で夏休みに１週間ずつぐらい介護体験実習をする
のです。そこで SNS に入ってもらおうとしました。コミュニケーションのユニット２で斎藤先生が
全員 PSNS に入れようとしたのですが、これはやはり中島先生のように、どこか遠いところへ行って
心細いのではないかと思い、コミュニティに入って、君学生がリアルタイムで何か出してくれるので
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はないかと思って、そういうつもりで試みをやろうとしました。しかしなかなか全員入ってくれない、
もうひとつ斎藤先生がどう思われているのかはわかりませんが、それはチェックする方が大変なので
す。50 ～ 60 人を超えると、もうチェックしきれないのです。これはちょっと失敗したなと。結局、
レポート提出用のコミュニティになってしまいました。ですから、あまりにも多すぎると、ちょっと
難しいなと思いました。
　先ほど言った立山合宿では、吉永先生がわざわざ山まで上がってきてくれて、みんなにこういうの
がありますと紹介してくれましたが、みんな初めて合宿に入って、立山に来てボケッとしていたので、
どれだけ聞いていたか分かりませんが、入学式の時と立山合宿の２回オリエンテーションしたので、
医学科と看護学科は比較的やってくれました。薬学に関しては、ここに薬学の先生がおられるかどう
か知りませんが、ちょっと冷たいのです。薬学部では、学生が PSNS ばかりやってしまって勉強の害
になると思われている先生たちが多いらしいのですが、実際、１年生からちょっとずつ広がっていく
とそれなりに、今年のグラフを見ると今年から一気に増えているので、非常にいいのかなとは思って
います。いいところと悪いところはいろいろあると思います。
　私が医者ということはみんな分かりますから、コメントを書いてくれたり、足跡を付けてくれる人
にはすこし敷居が高い部分があったりします。ただし、斎藤先生もそうなのですが、医学的なトピッ
クとして利用してもらえる部分があります。先ほどのユーモアの話ではないのですが、最初に私が
ちょっとびっくりしたのが、学会に行って「最近年を取ったせいで、牛肉を食うとすぐ下痢をしてし
まう」という話です。書き込みをしたら、横から中島先生がヒョロッと入ってきて、そのうちに大学
院で消化器を勉強している、先ほどコメントを書いてくれた三原先生というのが入って来て、いつの
間にかお友達がいっぱいできてしまったというのもあって、結局、私がのめり込めた原因というのは
逆に私が楽しんでいるというところでしょうか。そういうところです。

（吉永）　ありがとうございました。それでは中島先生、お願いします。

（中島）　今日はなるべく写真のある日記がいいかと思いまして、9 月 6 日とか 10 日の日記を出して
いただけますでしょうか。こんな感じで、フランス滞在中の実況的、中継的な日記をちょっとご紹介
したいと思います。中身は実際にアクセスして読んでいただければと思うのですが、実はここで紹介
するのは、すべて全員公開で私が書いている日記なのです。もう一つ、滞在中の実況中継は、マイフ
レンド限定公開の日記というのを別に書いております。これは全部建物など、誰が見ても問題ないと
いう写真しか出していないのですが、マイフレンド公開の方では、研修に臨む学生さんたちの元気な
様子や、顔写真、集合写真なども出したのですが、個人を特定されてしまうので、全員公開はこうい
う当たり障りのない写真を出させていただきました。
　9 月 15 日なのですが、直前の週末に、これは研修のプログラムには入っていないのですが、全員
でパリに旅行しまして、うちは人文学部のフランス言語文化専攻という教員も学生も含めた研究室の
メンバーの約半分がパリで集合、あと半分は日本で見ているという、何と申しましょうか、ちょっと
下品なのですが「めちゃイケ」の特別番組みたいな状態になっておりまして、これはコメントがたく
さん付いているのです。ちょっとスクロールして、コメントを見ていただきたいのですが。教職員の
方々に、いろいろ関心を寄せて書いていただけるのもありがたいのですが、何よりもうれしかったの
は、昨年研修に参加した学生たちが、今の参加している学生を励ましてくれるコメントもあれば、自
分たちが行ったときの過去の体験を振り返って懐かしむというか、そういうコメントを付けてくれて
いて、これが素晴らしい効果なのではないかと私は思っています。
　それから、こういう研修は、やはり個人の参加費用が総額で 50 万円ぐらい掛かりますので、誰で
も行けるというわけではありません。いろいろな事情で参加したくてもできない学生たちというのが
おります。そういう子たちが、コメントは付けていなくても、たくさん読んでくれています。足跡が
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付いているので分かるのですが、体験を共有したり、それから情報提供など、そういう意味で PSNS
がとてもうまく使われていると思っています。実は行きたくても行けない学生というのは、こういう
ことを知りたくないのではなくて、むしろすごく知りたいのです。ぜひいろいろな情報を得たいと思っ
ているようです。そういうことも、直接会ったときには口で言わないし、「うちはちょっとお金もな
くて、用意できないので行けませんが」と残念そうに言うのだけれども、私どもの専攻では全員でマ
イフレンド登録していて、マイフレンドはみんな見られるようになっているので、普段見ない学生で
も、この研修の実況中継期間は熱心に見てくれているというのが私の方でもよく分かっていて、これ
が私としては一番いいかなと思っています。
　9 月 17 日の日記は、もう一つの PSNS の可能性かなと思うのですが、現地で体調を崩した学生さ
んがいて、お医者さんに連れていったときの診察の様子を実況中継という、何というか、いいのかど
うかよく分かりませんが、もちろん個人名などは分からないように日記は書いていますが、こういう
経験則の共有のようなこともできるのかなと。郵便局からの物の送り方なども、ほかのページでいろ
いろと情報提供しています。
　PSNS とは何も関係のないように見えるのですが、11 月 14 日の日記をお願いいたします。実はこ
の研修を行うようになった去年から、学生さんたちの向学意欲が目に見えて変わってまいりました。
大学院に進学して勉強を継続したいとか、もっと長期の留学に行きたいとか、それから、これは京都
外国語大学で２週間前に開催されました全日本学生フランス語弁論大会です。ネイティブの先生もい
ないところで、こんな大会に出るのは無理だと今まで思っていたのですが、学生の方からぜひ挑戦し
たいということを言い出して、挑戦したのです。実際には入賞はかなわなかったのですが、３名の学
生がちゃんとフランス語で弁論原稿を用意して、参加いたしました。
　何よりうれしかったのは、実は私が日記で報告を書く前、その当日、大会の終わった夜、移動の車
の中や電車の中などから、学生たちが最初の日記を、全員公開で書いた者もいますし、マイフレンド
公開で書いた者もいますし、こういう大会に出席したのだけれども悔しかったですというような日記
を書いてきてくれました。私より早くリアクションしたというのは、研修でこの PSNS を使うという
のが当然の状態になった上で、それを別の例として、このように使ってくれていると。温かいコメン
トも皆さんから寄せていただきましたし、よかったなと思っている例です。
　ただ、いろいろ使ってみますと、不便なところもありまして、コミュニティが意外と使いにくいと
いうのが私の一番の感想です。自分で立ち上げておいて申し訳ないのですが、最近はコミュニティを
あまり使わず、あえて全員公開の日記でいろいろなことをやっています。例えばフランス語検定のコ
ミュニティというのもつくっているのですが、それもそのコミュニティに参加した人しか見ないので
はなくて、本当はフランス語検定を受けてみようかなと潜在的に思っている学生さんや教職員の方に
も知らせたいと思いまして、最近は意図的にフランス語検定の、それも２週間前に検定があったので
すが、受験速報のようなものを日記で書いたりしています。
　今のところ、使わせていただいて不便なのはそこかなと思っているのですが、直していただくより
は、こちらで一番いい活用の方向を手探りでいろいろやらせていただいているというのが現状です。

（吉永）　どうもありがとうございました。
　ちょっと時間も押しておりまして、申し訳ございませんが、もう少しお付き合いいただければと思
います。
　それでは、黒田先生から今回の発表を受けてのコメント、それから何かご質問がありましたら教え
ていただければと思います。

（黒田）　今の座談会、その前の発表も司会をしながら聞いておりまして、非常に今強く感じているこ
とは、PSNS はプライベート SNS に分類されると思うのですが、これまでのパブリック SNS の代表
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であるミクシィなどから、だんだんと、こういうある種の顔が見える範囲の中で、「オン」と「オフ」
が調和して使えるような仕掛けに利用が移ってきたということです。
　PSNS の活用によって、大学という概念がだいぶ変わってきたと感じています。例えば学びの場、
生活の場としての大学。これまではそれが物理的・地理的な空間に縛られていたのが、今はそこから
さらに広がって、ネット上にコミュニティがつくり上げられてきている、ネット上にそういう学びの
場がつくられてきているというのを感じております。
　ただ、最初に吉永さんからのご発表にもあったように、今は大学の 40％の人が登録していて、そ
のうちのほぼ 40％の人が投稿している状況です。閲覧はもう少し多いのかもしれませんが、単純に
考えると、40％× 40％で 16％です。これは、いろいろ批判もありますが結構いろいろなところで
最近取り上げられているキャズムの考え方、キャズム理論からいくと、16%というのはハイテク製品
などが爆発的に普及していく分岐点で、約 16％のユーザーからそれ以上に増えたときに爆発的に利
用者が増えていくと言われています。16%に達するまでは、イノベーターとアーリーアダプターとよ
ばれる、こういうものに関心のある人が中心でわっと盛り上がっていくのだけれども、問題はその先、
実際のユーザーになっていく、アーリーマジョリティだとか、レイトマジョリティと言われているよ
うな人たちにどうやって普及させていくか、実はそこに大きな壁があると言われています。まさに今、
PSNS はそこにあるのだ、数字的にもぴったり来ているなと感じておりました。
　いろいろなやり方がこれからあるだろうし、また、他にも同じようなシステムが今、実は大学の中
にもあるのです。そのようなものをどのようにうまく整理していきながら、よりユーザーを広げてい
くか、今 PSNS の中でやっていることをどうやって広げていくかということは、やはりこれから考え
ていかないといけないと思っておりました。
　それから、今の座談会のお話を伺っている中で、やはり狭い意味での PSNS の中の機能としてのコ
ミュニティ、もしくは日記という形で学びの輪を広げていく、その連携を広げていくというところに、
いろいろな工夫の仕方があるのだなということを感じました。そのときにどういう書き込みをするか、
もしくはさらにコメントをしていくかということで、つながり、連鎖をつくり上げていくというとこ
ろに非常に重要性があります。今日座談会に参加していただいている先生方は、ある意味アーリーア
ダプターやイノベーターとして、いろいろな工夫をされているだろうなと思っています。
　そのほかにもいろいろ考えたことはあるのですが、全員の方への質問ということでなかなか難しい
のですが、今、このシステムの中にはかなりたくさんの人が登録されているわけですが、実際の活用
を通していろいろな規模でコミュニティやフレンドリストをつくられていると思います。そこで、ど
のぐらいの範囲、どの程度の人を想定しながら日ごろ活用されているのか。その中でうまく議論とい
うか、意見交換を進めていくときの適正規模というのは大体どのくらいなのか。これは特に「オン」
と「オフ」という形で、このネットの上だけではなくて、実際にフェース・トゥ・フェースの部分を
かなり重要視されていると思いますので、そういうところも含めて考えたときに、どの程度の人数が
適正規模だとお考えなのかということをお聞かせいただきたいです。
　それから、さらにこのようなシステムを使っていくときに、コメントを返してくれるとか、書き込
みをしてくれる人に対しては割とケアや、フォローしやすいのですが、ROM(Read Only Member) 状
態の人、ROM でも足跡が残っていればいいのですが、登録だけしてなかなか読んでくれない、本来
なら登録してほしいのだけれど、登録すらしてくれないというような人たちに対して、「オフ」の部
分で実際にどういう手だてを取られているか。すべて該当しないかもしれませんが、どの部分でも結
構ですので、実際にこういうことをやられたとか、こういうことを考えているというようなことがあ
りましたら、お教えいただけたらと思います。

（吉永）　もしよろしければ、小川先生から。
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（小川）　ぴったりかどうか分かりませんが、授業で使っていくことによって潜在的なユーザーの掘り
起こしができているということは事実だと思うのですが、今、持っているクラスが定常的に３クラス
ぐらいありますが、そのうちの二つは 70 人ぐらいなのです。70 人でも一つの学部で 70 人のものと、
それから三つの学部にわたって 70 人のクラスがあるのですが、その三つのクラスというのは、その
中に 20 名ぐらい芸術文化学部の学生が入っていまして、インターネットを介した通信教育になって
いるわけです。こちらのクラスの方は、やはりまとまりが非常に悪いです。ネットワーク上でつなぐ
ために PSNS を使っているのだけれども、やはり統一感がないというか、仲間内のイメージがない、
目の前にいないので、顔も合わせないので、仲間意識が非常に薄いという感じがしています。同じ学
部で 70 人だったら、まだ少しは顔を合わせるので、会話がある程度成り立っているような感じがし
ますが、そういうことがあります。
　もう一つ、大学院生の方は 30 名なので、これは非常にいいです。30 名の方はお互いに顔が見え
る範囲ですから、誰がしゃべっているか、お互いに分かっているので、「オン」の中でもきちんと会
話として成り立っているという感じがします。
　あと、私は WebCT を使っているのですが、WebCT で教材を配付して、会話は PSNS という形に
したいのだけれども、この間のつながりがあまり良くないのです。例えば PSNS の上に WebCT のリ
ンクも張ってほしいのだけれども、張っていないしというところで、WebCT の方からも張りたいの
だけれども、そういう連携ができると、もう少し使いでがあるのではないかと感じます。以上です。

（吉永）　ありがとうございました。どうぞ。

（寺嶋）　適正数というのがいまいち、私としては実感がわかないのですが、普段日記でコメントを付
けてくださる場合、私は毎日１日１回ずつ上げているのですが、大体 12 ～ 13 を超えるとレスを付
けるのがちょっと大変になってくるというのが実感としてあります。大体は皆さん、３～５くらいの
コメントをいただいていて、それに対してレスをするという形をとっています。
　私が持っているコミュニティについては、主に情報共有、情報交換を目的としたものなので、これ
は人数がいくら多くても、むしろ多い方が、情報ソースがたくさん集まっていいかなと思って、全員
参加でオーケーという感じのコミュニティをつくっています。
　実際、その困っているという内容の学生の日記にコメントを使って支援するというのは、私が所属
している研究振興部はあまり学生と接しない場所であって、なかなか難しいのですが、一つだけ、役
に立ったことがあります。スマイルフェスティバルという学生が中心になってやっているお祭りがあ
るのですが、それに地域連携チームが関わっていることがあって、そこで中心メンバーに入っている
子が、スマイルフェスティバルを運営していく上でこういうことを悩んでいるのだとか、精神的に
ちょっと参っているということを日記で書いてくださったので、周りの子に「あの子大丈夫？」とい
うようなことを言ったり、「ほかの企画は大丈夫かな」というふうにサポートしていったということ
がありました。以上です。

（吉永）　ありがとうございました。

（石崎）　コミュニティの運用の難しさということで言いますと、先ほどもちょっと触れましたが、落
し物関係の連絡用に一つつくっているのですが、そこに見に行ってくれるまでがなかなか大変だとい
うことがあります。
　実際、日記で、落し物をしたので知りませんかという書き込みがあれば、私は普段あまりコメント
しないのですが、一応こういうのがありますよという形で積極的に情報提供していまして、そういう
ところからコミュニティの存在を少しずつ啓発していくといいますか。あとは、ある程度広がれば、

48



口コミでさらに広がってくれないかなという期待もあります。落し物ですと、実際に窓口に聞きに来
る人もたくさんいますので、それはそれでいいのですが、緊急的な情報の連絡ということになります
と、やはり管理者の方の力を注いでいただいて連絡していくというのが一番で、その意味では、規模
としてはできるだけ大きい方が多くの人に伝わりやすいと思います。

（吉永）　ありがとうございました。

（廣川）　先ほど簡単に話したのですが、自分のやっていたコミュニティの経験から考えて、特に医学
英語などはたかだか８人なのですが、その中でもコミュニティに到達するまでが大変でしたという学
生が２人もいたのです。そこまでだけでも力を使いましたと言ってましたので、恐らくそういうコミュ
ニティでも、ミニ「『オン』と『オフ』」が必要だろうと思います。要は、顔が見える範囲で、ディスカッショ
ンを目的とするようなコミュニティであれば、やはり 10 名以下でやらないと駄目だろうと。先ほど
も言ったように、レポートなどを中心とする、e ラーニングを目的とするものであれば、50 人から
100 人というレベルがちょうどいいのではないかと思います。また、情報を共有するものであれば、
これはむしろ多ければ多い方がいいと思います。
　コミュニティの管理者の先生たちがたくさんおられるのですが、PSNS にはランキング機能があり
ますよね。ランキングは、恐らく管理者をやっている先生たちには非常に気になるところで、私ども
も、つくったときには「目指せ１位」と思ったのですが、この壇上の先生たちに勝ることは到底無理
なのですが、つくったからには１位になりたいという欲もかいていました。できるだけ興味を引くよ
うなコミュニティをつくりたいとは思いますが、内容から考えたら、私が先ほど言ったような３段階
ぐらいの感覚でいいのかなと思っています。

（吉永）　ありがとうございました。

（中島）　専攻のフランス言語文化のオルレアン研修や言語文化のコミュニティは、教員を含めて 30
人ぐらいなので、今、話に出た適正規模かなと。密にできますし。それから、この PSNS を使うだけ
ではなくて、別にメーリングリストがありますので、両方使い分けをしていて、いいのかなと思います。
　もっと大きな母集団としては、富山大学全体ぐらいでちょうどいいのかなという気持ちも持ってい
ます。今年は専攻の決まっていない１年生が日記を随分読んでくれていて、興味を持っているという
のがよく分かりましたので、それもいいことだと思うのですが、そのような意味での問題点で言うと、
実はこの実況中継だけではなくて、私の日記は、いろいろなことを書いているうちに、原稿用紙で大
体１万枚は突破しているぐらい書いております。例えばフランス留学とか研修に関する実用的な情報
だけでもすごい量がございまして、前の方の何月何日の日記を読みなさいと学生に言っても、そこま
でなかなか到達できない状態になっております。それから、毎年入ってきた１年生に何年前の何を読
めというのも何なので、これを何とかしないといけないと思っております。一応、出版をもくろんで
いるのですが、１万枚という枚数が壁になっているようで、出版社の方にすみませんと言われて、頭
を下げられて、プリントアウトしてみたらこんなになってしまったのです。これを何とかしないとい
けないと思っていて、何とかしますので、お待ちいただきたいと思います。

（吉永）　ありがとうございました。時間も押しておりまして申し訳ございません。取りあえず予定し
た時間も過ぎましたので、ここで座談会を終わらせていただきたいと思いますが、もしよろしければ、
一つだけフロアの方からご質問を受け付けたいと思うのですが、どなたか特定の先生方に何かご質問
はございますでしょうか。ございませんか。分かりました。それでは、また何かしらの機会にご質問
いただければと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　それでは座談会を終わらせていただきます。先生方、どうもありがとうございました。
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【第二部】
「発達障害学生支援の最前線」

　皆さま、こんにちは。午後の部の司会を担当させていただきます、保健管理センターの斎藤でご
ざいます。
　今日は「発達障害学生支援の最前線」ということで午後のセッションをさせていただくわけですが、
最初に、講演していただく先生と簡単な流れを紹介させていただきます。
　最初に基調講演としまして「特別支援教育の向かうところ」という演題で、東京学芸大学名誉教
授の上野一彦先生にご講演いただきます。
　上野一彦先生につきましては、大変ご高名な先生ですので、あらためてご紹介の必要もないよう
に思いますが、一応念のためにということでパンフレットにも記載してございます。これに従って
ご紹介させていただきます。
　上野先生は 1943 年に東京都にお生まれになられまして、東京大学大学院を修了後、東京大学助手、
東京学芸大講師・助教授・教授を経られまして、2009 年に退職しておられますが、現在は東京学
芸大学の名誉教授、大学入試センターの特任教授の職に就いておられます。ご存じのとおり、日本
LD 学会の設立にかかわられまして、現在、一般社団法人日本 LD 学会の理事長をお務めになられて
おります。著書としては『LD と ADHD』『LD とディスレクシア』『LD 教授（パパ）の贈り物』『LD
を活かして生きよう』等、多数ございます。そして、たくさんの委員会の委員長等を務めておられ
まして、さらに学校心理士、特別支援教育士スーパーバイザー、東京都特別支援心理士等の資格を
お持ちということです。
　今日は富山大学の取り組みをご紹介させていただく前の基調講演ということで、「特別支援教育の
向かうところ」という演題でお話しいただきます。そして富山大学関連の発表をさせていただいた後、
指定討論にて発言をいただくという予定になっております。
　次に 2題の講演をいただきます。両方合わせて 2時間弱という、ちょっと長丁場になりますが、
まず第 1の演題「トータルコミュニケーション支援室での発達障害学生支援の実践」ということで、
本学保健管理センターの西村優紀美准教授と、先ほど第 1部で紹介しました学生支援センターの吉
永崇史特命准教授のお二方から発表をいただきます。吉永先生の紹介は午前中に済んでおりますが、
午後から来られた方もいると思いますので、ごく簡単にさせていただいて、まず西村先生の経歴等
を紹介させていただきます。
　皆さま、既によくご存じと思いますが、西村優紀美先生は 1984 年に金沢大学大学院教育学研究
科をご卒業になって、障害児教育を専攻しておられます。金沢大学教育学部の附属養護学校、石川
県立明和養護学校教諭を経て、1995 年から富山大学保健管理センターの専任講師として着任され、
2006 年からは同准教授、2008 年からは富山大学学生支援センタートータルコミュニケーション支
援室発達障害支援部門チーフを併任して、現在に至っておられます。
　著書、論文等はここに書いておりますように多数ございますが、最近「大学保健管理センターに
おける広汎性発達障害の大学生の支援」という論文を「精神科治療学」に掲載されましたので、興
味のある方はぜひご覧になっていただければと思います。
　次に、吉永崇史先生は先ほど紹介しましたが、1998 年に青山学院大学を卒業されて、その後い
ろいろなことを経験され、現在は知識経営（ナレッジマネジメント）の専門家として、私どもの GP

　　　　　　　　　　　　　　　　司会　：　富山大学保健管理センター長・教授
トータルコミュニケーション支援室長  

斎藤　清二
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事業推進のため、富山大学学生支援センターの特命准教授として活躍していただいているという方
です。
　続きまして「ASD の特性を活かしたコミュニケーション・ワークショップの開発～相互交流の質
的分析と行動の変容～」ということで、先ほど登壇されました西村優紀美准教授と一緒に、NPO 法
人日本エデュテイメントカレッジ理事の柴田礼子先生と、アスペルガー症候群当事者のソルトさん
のご紹介をさせていただきます。
　資料の方も一緒に見ていただきたいと思います。柴田礼子先生は、日本オルフ音楽教育研究会運
営委員、国際オルフシュールベルク奨励促進協会会員、日本幼児音楽教育研究会会員、NPO 法人日
本エデュテイメントカレッジ理事を務めておられます。拝見したところ、もともと音楽の専門家で
いらっしゃいまして、そこから「音楽と動きの教育」の指導を研究テーマに活動しておられる先生
です。
　著書は、『ピアノとあそぼう』『ぴあのとあそぼう・ぐう』『ぴあのとあそぼう・ちょき』『ぴあの
とあそぼう・ぱあ』と 3部作、『たのしい音遊び』、音楽之友社から出ておりますが、このようなた
くさんの著書がございます。
　ソルトさんに関しましては昨年のこのフォーラムにもご参加いただきました。アスペルガー症候
群当事者の方です。ご本人の語りはここに書いてございますので、私からあらためて申し上げるよ
うなものではないと思うのですが、大学院修士課程を修了後、幾つかの会社に就職されていたので
すが、途中でご自分がアスペルガー症候群であるという診断を受け、自己理解も経て、カミングア
ウトしておられます。ただ、本名に関しては公開されていないということですので、よろしくお願
いいたします。現在は外資系製造業の会社で経理を担当している傍ら、いろいろなワークショップ
等にわれわれと共同研究者として参加していただいているという方です。
5人の講師の皆さま、どうぞよろしくお願いします。
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基調講演
「特別支援教育の向かうところ」

東京学芸大学　名誉教授 　
上野　一彦

　
　皆さん、こんにちは。
　今日の私のお役目ですが、もちろん発達障害というこ
とで、今、義務教育あたりから始まったものがどんどん
高等学校や、それから高等教育にも、水位が高くなって
きております。
　資料にいろいろな肩書が書いてありますが、私はこの
3 月に学芸大を無事退職いたしまして、ちょっとのんび
りしようかなと思っておりましたら、今、大学の入試セ
ンターでもって、発達障害の学生さんの特別措置をどう
しても急がなければならないと。ですから、今日はその

あたりのところを中心にお話しできたらと思っております。23 年度入試ぐらいから、発達障害とい
う新しい障害項目を立てていく準備をしております。
　そういう意味で、いろいろと内外の情報を拾っておりますと、この富山大学の GP や学生機構のさ
まざまな大学における障害学生に対する調査等、たくさん目に入ってきまして、今日は私も勉強した
いと思っております。よろしくお願いいたします。

　さて、この発達障害。今日も先ほどお昼に学長先生と
話をしていて、「上野先生、LD って何ですか」と聞か
れました。もちろん LD や発達障害ということは随分広
がってきたのですが、やはりまだまだそんなに一般的で
はなくて、さすがにもう LD をレーザーディスクとは言
わなくなったけれども、まだライブドアだったりするこ
ともあるわけで、そういった啓発はどこにおいても非常
に大事なことだと思っております。
　私は心理学なので、その心理学の立場から整理させて
いただきますと、知的障害という一つの大きな、私たち

が障害というと大体知的障害と頭に思い浮かぶわけで、知的障害というのは IQ で言えば 70 あたり
から、通常の教育ではうまくいかないので特別な教育課程を編成して行うということで分離されてき
たわけです。
　もう一つ、身体障害というのもあるわけです。身体障害は様態が割と理解されやすいのですが、知
的障害あたり、これなどは知的障害という非常に別のものがあるようにお考えかもしれませんが、知
的障害から通常の知能まで、みんな連続しているわけです。この連続性ということが発達障害にとっ
ても非常に大事で、私たちは仮に線を引っ張って、その特別な状態の人を理解しようとするのですが、
そのときに連続しているということを忘れがちなのではないでしょうか。
　今、障害者の権利条約なども国連で採択されて、間もなく日本でも批准されますが、そこでも結局、
インクルージョンとかインクルーシブ教育というのは、そういった線を引っ張ることに警鐘を鳴らし
ているわけで、私たちは障害と健常など二分することで大きな誤解をすることが多いのではないかと
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いう気がしております。
　実は、大きな声で言いたいことの中に、かく言う私も含めて、何らかの発達障害的な特徴というの
は私の内側に抱えております。ですから、それとなんとか付き合い、折り合いをつけ上手に乗り越え
てきたつもりなのですが、そういう内にある障害感覚というのを皆さんもお気付きになるといいなと
いうのが最終的な結論なのです。少なくとも知的障害や身体障害に対して障害の種別や程度によって
場を決めて行う特殊教育があって、ある程度の成果を上げてきたわけですが、LD、ADHD、高機能自
閉症等、いわゆる発達障害と呼ばれる人たちがいるということがだんだん明らかになってきまして、
新しい 21 世紀の教育というのは、そういった特殊教育に変わって、これまでの障害と同時に発達障
害も一緒に、個に応じた支援を特別支援教育でやっていこうと変わりつつあります。
　しかもこの発達障害というのは、支援とかサービスとしては、必要だったり必要でなかったり、ど
ういうときにその支援を適切に行うべきかという判断が難しいわけですが、数としてはかなり多いと
思います。数の話は後でまたしたいと思います。
　それ以外にも、線を引っ張ることによる弊害があります。私が今感じているのは、軽度の知的障害
の子どもたちの教育が一つのエアポケットに入っているのではないか。多くは「ことばの学級」等に、
言語発達遅滞という形で随分入ってきているようですが、本当にそこで十分な効果を上げ得るのだろ
うかということです。また IQ70 ～ 75 以上であれば、健常な知能範囲とは言うけれども、境界域の
知能の場合、知的な発達が少しゆっくりしているわけで、スローラーナーと呼ばれるような、知能が
少しゆっくりしているために学習のつまずきやすさを持っている子もいるわけです。このような子ど
もたちは一体どこでどのように扱うのだろうかというようなことも大事です。
　また、一方で外国籍の子どもたちなどは特別支援教育の外にあります。しかし、知能も遅れてない
し、身体に障害があるわけでも、あるいはまた、発達障害もないけれども、言語環境が不十分なため
に、抽象的な概念などが育ちにくいというで苦しんでいる場合も見受けます。数的にも結構増えてい
ます。その子たちは特別支援の外側ですが、私は特別支援教育というのは、ある障害名の付いた子ど
もたちの教育と考えるよりは、教育の中で実際に困っているような子どもたち、あるいはその連続性
の中にあるすべての子どもたちに対して私たちが気付いていくことではないかと思っております。

　支援を受けている％の国際比較を単純にしても仕方が
ないのですが、アメリカにおける障害生徒の支援比率と
比べると、かつて日本では 1％を割った時代（1990 年
度）もあったのですが、最近は 2％ぐらいの障害に対し
て措置されております。アメリカなどの場合ですと日本
の 5 倍以上、イギリスあたりになりますと、「学習困難」
という言葉で、10 倍ぐらいの子どもたちに対して、い
ろいろな配慮がされております。
　アメリカでは、数で言えば LD が一番多くて、それか
らスピーチ・言語の障害、精神遅滞（最近は知的発達障

害）という言い方をしますが、その子たちが、その障害の中では約 1 割というぐらいですから、日
本の障害というものに対する考え方とは随分違います。
　伝統的な盲・聾等のお子さんたちは、日本では障害としては歴史も古く、教育制度もかなり整って
いるわけですが、そういう子たちは比率でいくと極めて少ない。数が多いから大切で、数が少ないか
ら大切ではないという考え方にも気を付けなければいけませんね。
　これは私の持論ですが、聾教育・盲教育というのは非常に大事で、これからも考えていかなければ
いけません。ただし、聴覚障害などは人工内耳というようなものが今、一気に開発、発達してきてい
ます。これが発達してくると聴覚障害の概念が変わるかもしれません。例えば私たちは眼鏡をかけて
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いるから障害者とは言わないわけで、聴覚障害に関してはそのような新しい展開もありそうです。
　ただし、たくさんの子どもたちがいろいろな困難の中で困っているときに、それら全体をどのよう
に理解してバランス良く支援していくか、そういう障害種の広がりと同時に、また年齢的にも、小さ
なお子さんから高等教育まで、平成 17 年に特別支援教育が高等学校まで広がったのです。そのとき
に文科省は、全国の高等学校に特別支援教育を研究してみないかということをもちかけたわけですが、
学力困難校などの中には、確かにそういう子どもさんがいると手が挙がりました。学芸大の附属学校
などでは初め「附属には障害児はいない」ということで、最初は全然理解が低かった。ところが、学
芸大の附属高校にもアスペルガーやそういう生徒さんがいるわけです。進学校としては大変珍しかっ
たのですが、いち早くその研究指定を受けたりした経緯があります。
　そういうことを考えれば、高等教育にまでそういう発達障害、質としてはいろいろな特徴があるか
もしれませんが、高等教育においても、大学においても、その障害に対しての理解というのはこれか
らの課題であろうとも思います。

　これはちょっと資料にはありませんが、今日のお昼に西村先生などとお話ししていて思ったことで、
日本では障害のカテゴリーがこんなふうになっています。日本の場合は法律的にできた順序で並ぶわ
けです。
　それで、自閉症を情緒障害と分けるということが随分主張されてきて、正式には平成17年以降です。
そして LD、ADHD が通級による指導として義務教育の中で対応していこうというように文書として
明示されたのが平成 18 年です。
　アメリカの場合、数の多い順に統計が並ぶことが多いのですが、先ほど円グラフでお見せしました
が、LD から始まってずっとこのように並んでくるわけです。同じアルファベット圏でも、アメリカ
とイギリスというのは随分違うのです。日本の高等教育も、法人化のときにはイギリスをモデルに取
りました。その後、特別支援教育コーディネーターなどというのも、どちらかといえばイギリスの
SEN コーディネーターをモデルにしております。
　日本の初等中等教育などは、PISA などの影響で、北欧をモデルにしようとしたりもしているわけで、
そういう意味で国際比較というのは非常に大事です。
　ちなみに、医学的な診断も大事ですが、私たちは診断名というものが付くと、そういう特別な人た
ちだけがいるかのように思い込みがちですが、私はイギリスの考え方というのは割と好きでして、イ
ギリスの場合、診断名は大事にはします。それから自閉の国とも言われます。しかし、イギリスでは
大きくニーズでもって四つに分けます。ちなみに「認知と学習のニーズ」という、そこの困難を持っ
ているお子さんの中に、例えば特異な学習困難、これが LD です。それから中度の学習困難、これが
軽度の知的障害にほぼ当たります。それから重度の学習困難、これは中度の知的障害というような形
で、ニーズでとらえるという、このとらえ方は割となじみやすいです。
　それから 3 番目に「コミュニケーションと相互関係のニーズ」に困難を持っているお子さんとい
うところに、実はスピーチ・言語、コミュニケーション障害、自閉症が入るわけです。これなども、
日本ですと行動の障害、適応障害といいますが、やはり自閉症の一番の問題点はコミュニケーション
ではないだろうかというのが英国の伝統的な考え方です。今日の午後もトータルコミュニケーション
という形のくくりがありますが、そういう意味で、こういうイギリス型の考え方も大事ではないかと
思っております。
　日本で大事にされてきたものが、イギリスで 4 番目の「感覚と身体のニーズ」ということで、こ
こにくくられてしまうわけです。こんな考え方もあるというのは大事な理解ではないでしょうか。
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　さて、これは平成 14 年、それから 15 年 3 月に文科
省が正式に発表した、日本で発達障害系の子がどのぐら
いいるかという調査です。これはいわゆる出現率、有病
率というものではなくて、現場の先生が通常学級の中に
こういう特徴を持った子どもがどれだけいるかというこ
とで、これは皆さんよくご存じなので簡単にいきますが、
LD が 4.5％はいるだろう、ADHD は 2.5％、高機能自閉
症が 0.8％程度です。
　ここが大事なのですが、こういう子どもたちは単独に
存在するピュアなケースもないわけではないけれども、

教育的に見ると、やはり発達的に特徴が変化していったり、例えば自閉的な特徴を持っていて ADHD
の特徴を持っていたり、LD と ADHD の重複性というのは昔から言われますが、そのような重複性や
並存性といったものがかなりあると。この辺がどうしても診断名が付くと、自閉といったらもう自閉
として一つのくくりとして、それで理解しようとするけれども、実際に教育してみると、同じ自閉で
も随分違います。
　IQ のレベルによっても違うし、同じ自閉でも、アスペルガーの優れた方たちには「アスピーズ」
などという呼び方があるのですが、そういう方が社会の中でどう活躍しているかと見たときに、右脳
系のアスピーズと左脳系のアスピーズがいるとさえ言われます。そのように、その重複性ということ
が私たちは教育的な理解としては大事だと思っていて、いずれにしても、そういう重複も含めて少な
くとも通常学級の中に 6％強いると。このデータは非常に大きなエポックメイキングな問題であって、
これは現在 6％、60 万という数のガイドラインになっているわけです。

　少なくとも LD 等、発達障害を取り巻く環境が大き
く変わったのはここ数年です。まだ 4 ～ 5 年でしょう。
発達障害者支援法ができて、私たちはこの子どもたちを
知的障害や身体障害という子どもたちとは別の、その他
というものを、発達障害というくくりの中で理解してい
こうとし始めた。そういう意味で、この法律は非常に大
事な法律でした。
　この法律の施行と同時に、特別支援教育という形での
体制の推進が進められたわけで、義務教育から幼児、幼
稚園ですね。保育所、それから今度は高等学校へ広がり

ました。私もこのごろ月に 1 ～ 2 回はどこかの高等学校を回って研修していて、昨日は東京のある
農芸高校に行ってまいりました。そういうところに発達障害系のお子さんがかなり入っていて、先生
方は今、一気に理解しようとしていますが、なかなか対応に苦しんでいる。難しいです。
　なぜかと言えば、この子どもたちの小学校の初期の段階で、かなりの道筋をつけていくことによっ
て、小学校の高学年、あるいは中学校、高等学校、それぞれの発達段階での課題がまた見えてくるの
ですが、今は全部それを背負ったまま高等学校に来ているわけです。しかも、その一部の子たちは、
障害理解ということもないまま大学に押し込まれてくる可能性も非常にあります。そういう点では今、
富山大学や幾つかの大学、四つくらいの大学が中心となって良い研究をしておられますが、そういう
ことがこれからますます必要とされるのは、そういった下からの押し上げがあるからだと思います。
　そして、先ほどちょっと申し上げましたが、平成 18 年に学校教育法の一部が改正されまして、通
級による指導という体制の中で、LD と ADHD を扱うことになったわけです。ネーミングも、「21 世
紀の特殊教育の在り方」という研究会、それから調査協力者会議という形で検討が重ねられて、その
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結果、平成 19 年には「特殊教育」という言葉に変わって「特別支援教育」という言葉を使うという
法律改正がされました。

　これはちょうどその変化をお示しするものです。「通
級による指導」というのは、成立過程は言語障害が中心
です。平成 5 年にスタートしたときには、知的障害は
これを利用しない、それから LD 等は検討中なので外す
ということでスタートしまして、LD などが認められる
までに 13 年かかりました。平成 17 年度には言語障害
が中心で約 60％です。ただ、アメリカの統計を見ても、
言語障害が中心というのは日本の特徴なのです。日本の
言語障害教育の先行性といいますか、それがあったかと
思います。

　それから、難聴・弱視、病弱・肢体不自由等の通級による指導というのはごくごくわずかにありま
すが、これらの数はここ十数年、全く変わっておりません。これが特徴です。
　それから、18 年度からの文部科学統計では、情緒障害と自閉症というのを障害分類するようにな
りました。ですから、翌年の統計では 3 対 2 ぐらいに分かれただけです。さて、どこが違うかというと、
たった 3 年ですが、LD と ADHD、高機能自閉症がこの 3 年間で倍増と変化しています。今は大体 1
万 4000 ～ 5000 人です。そうしますと、この急激な伸びというのがどこかで頭打ち（プラトー）に
なるのか、それとももっとぐっと伸び続けるのかということに関心があります。
　私の予想では、恐らくこの急激な伸びは当分の間止まらないと思います。数日前に例の仕分け作業
というのがありまして、政権が代わって、特別支援教育はどのように扱うのかなと、発達障害者支援
法は議員立法で作られましたが、ちょっと静観しているところです。この間の見直しでは民主党の議
員さんも特別支援教育は非常に重要であるということで、いっているようです。やはりみなさんこの
大切さに対しては共通の認識があると思います。
　むしろ、その次の段階で総務省や財務省あたりにこの予算が上がっていったとき、例えば LD・
ADHD の先生を義務教育で加配していくというのがあるのですが、自民党政権のときにかなり頑張っ
たのですが、やはり財務省やそのあたりの理解は低くて、年間に 300 人弱程度でした。ですから、
300 人ずつ増えていったとしても、小中学校に一人ずつそういう先生をきちん配置するということ
を仮想しますと、3 万 1000 校ぐらいありますから、100 年かかります。今回は最終的にどうなるか
という形で見ています。そこで、これまでの理解が継続するのか、さらにもっと加速するのか、ある
いはやはり抑えられるのかということが見えるのではないかということです。
　この伸びを見たときに、少なくとも高等教育の大学の入試のところでの特別措置を急がなければな
らないということが、どなたにも分かるわけです。大体どのくらいになると思われますか。現在、セ
ンター入試で障害の特別措置を受けてるお子さんが毎年、年間で 1200 人前後でしょうか。入試セン
ターを受ける受験生は全体で 50 万人くらいですから、極めて少ない数だと思います。
　例えばアメリカあたりでは、大学に来る学生の中で 2％は LD だということです。LD だけですよ。
アメリカは LD が広く認められている国ですが、LD は義務教育段階では 5 から 6％と言われます。
大学入試の場合 LD だけでも 2％ということを考えると、わが国にそれを当てはめると 1 万人という
ことになります。1000 人規模だったものが 1 万人ということは一ケタ変わります。単純な類推なの
で、もっと低いかもしれませんが、それにしてもビッグチェンジになる可能性があるので、一気とい
うわけではないにしても、それくらいの最終ゴールを考えるとすれば、かなりしっかりとした対応を
考えていかなければならないということです。
　しかも、視力や聴力というような指標でもって診断できません。アメリカあたりですと、カレッジ
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ボード（大学入試の共同機構）などのマニュアルを見ますと、いいかげんな診断はしてはいけないと
いう注意書きがあります。ですから、例えばウェクスラーの検査だとか、ウッドコック・ジョンソン
だとか、学力であればこれを使えとか、そういうガイドラインがかなりしっかりあります。日本とは
だいぶ様子が違います。わが国においても、今後、しっかりとした医師の診断書と、それから教育側
の個別の支援計画や個別の指導計画等、このお子さんに対してどのような理解をし、どのような支援
をしてきたかという具体的な教育側の実績が、かなり重要視される可能性はあります。

　さて、「校長の責務」という形で、こういう六つのこ
と、さらに最近は研修ということで、今はどこの学校に
行っても、あるいはどこの教育委員会に行っても、これ
だけのことをきちんと学校側がやらなければならないの
です。「いや、うちはまだこんなことやってない」とい
うところがあるとすれば、それは教育委員会なり校長の
怠慢です。
　ですから、やはり時代は変わったと思います。私は親
御さんに「文部科学省はこのように全国に通知を出して
いるので、これは求めていいんですよ」と言います。対

決というよりは、むしろそういう形で、しっかり水位を上げていくということです。私は LD 学会と
いうところに身を置いておりますが、そういうところで働いている方たちが地域で、そういうモデル
をかなりたくさん作ってきております。私の関係している地域でも、ほとんど 6％という数の、半分
ぐらいの子たちは完全に捕捉し、しかも、その子たちの校内委員会での対応は、小学校 1 ～ 2 年生
が 50％を超えています。だから、かなり早い時期からきちんとそういうことが行われだしていると
いうことです。
　これは大事なことなのですが、教育の支援やサービスやシステムというものは、あるとか、できて
いるというのが大事ではなくて、それがいかに子どものために起動しているか、機能しているか、そ
こが大事です。

　これは幼稚園、小・中・高等学校という文科省の統計
ですが、高等学校もかなり遅れていましたが、かなり小
中学校レベルに近づいてきています。もちろん高等学校
には特別支援学級も、通級による指導教室もありませ
ん。従って、特別支援学校の高等部でカバーしたり、あ
るいは通常の高校でいろいろな形で受けとめているわけ
です。
　最近は学び直しということで、エンカレッジスクール
という不登校などの対応での学びなおし対策があちこち
で取られています。その中に、やはり発達障害系のお子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんもだいぶ入っているようです。
　一つ大きな問題点があるとすれば、不登校のお子さんは入学試験などをすると来ませんので、入学
試験などしないで、まず受け入れて対応していこうとしています。高校によっては人数割れもしてい
ますから、志願者をみんな入れるという形にもなっています。従って、その中に軽度の知的障害のお
子さんも入ってくる可能性があります。ここは一つの大きな課題だと思います。軽度の知的障害の生
徒さんの場合、やはり知的障害があるという基本理解も大切で、その前提の上に、自立して社会に参
加させるために、その生徒にあった教育が必要です。しかし知的な遅れへの理解を無視して対応して
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いくことは必ずしも本人のためとは言えません。やはり知的な発達の状態というのは、理解の大事な
ポイントであると私は思っております。

　全国の大学でもって障害学生をどのように受け入れて
いるかという調査があります。各大学のそういうデータ
をインターネットで調べて見ているのです。
　そうすると、ちょっとびっくりすることがありました。
視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、病弱という旧来の障
害ジャンルがあります。これはセンター入試でも同じな
のです。その次に何が来るかというと、「知的障害」、そ
の次に「発達障害」と書いてあるのです。もちろん知的
障害、発達障害はそれをきちんと理解して対応するとい
うところはほとんどなくて、そういうお子さんがいたと

すれば個々に対応を考えるというのが現状です。だからこそセンター入試での「発達障害」に対する
イニシアチブが大事かなと思っているわけです。知的障害のお子さんにも高等教育は必要ないという
言い方は危険だと思います、私が言いたいのはその年齢段階に置いて、自立と社会参加を可能にする
何らかの教育は必要であるということで、その場合、知的発達の遅れに対してもしっかり理解する必
要があるということです。
　アメリカなどを見ておりますと、コミュニティカレッジというような形で、地域の専門学校的な教
育制度の中で、知的な遅れのある方も大学生の年齢段階において、かなり実務的な教育を展開してい
ます。これは絶対必要だと思います。ただ、いわゆる大学教育のカリキュラムがこの子たちにとって
ふさわしいかどうかという問題については、安易に考えるべきではないと思います。ですから、そこ
をきちんと理解した上で考えていかないと、障害を理解しないままに、ただ学力をとか、ただ大学教
育をという言い方で、子どもたちは本当に社会自立するのだろうかという疑問があるわけです。

　 発 達 障 害 の 中 の 一 つ が LD で す が、LD は 例 え ば
ADHD や自閉症とはちょっと性質が違うと私は思いま
す。なぜかというと、LD は基本的に教育用語なのです。
医学の診断用語ではないということです。そこは理解し
ておいた方がいいと思います。
　皆さんもご存じのように、脳の中の一部の機能に不具
合があって、それも完全に機能しないというのではなく
て、ちょっと機能が落ちているために、「読み」「書き」、
それから教育用語の場合には、口頭言語の「聞く」「話す」
というところにも、そういった負担が掛かってくる場合

があります。その結果、学習の定着や習得が悪い場合があるということです。これが LD の一つの様
態の特徴です。
　そして、これはまた後でまとめますが、私は純粋な LD というのはあると思います。例えばディス
レクシア（読み障害）やディスグラフィア（書き障害）、算数障害など。でも、そういった多くの子
どもたちは、ほかの障害を重ね持つことが割とあります。ですから、発達障害そのものにかなりの重
複性などがあります。LD に限らず、発達障害の子どもたちは、何らかの学習の困難を持つといえます。
その中のごく一部分は純粋な LD と呼ばれるかもしれない、そのような理解がいいのかなと今は思い
ます。
　例えば同じ IQ のプロフィールで、非常に典型的な LD 様のプロフィールを示す子がいても、自閉
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の子もいますし、自閉でない子もいます。そういう点では、自閉でない子の場合には一つの LD とし
てのプログラムを考えていくわけですが、自閉のお子さんの場合には、自閉のお子さんであるという
行動の特徴を理解しながら、またそのプロフィール、認知の特徴を合わせてプログラムを考えていか
なければいけないということです。
　従って、私は診断名というものに振り回されるよりは、一体この子どもに何が起こっていて、どん
な学び方をしているのか、そこに彼らに対する教育や心理の支援の特徴があるのではないかと思って
おります。

　ADHD の場合、これは割と分かりやすいと思います。
衝動性・多動性という部分、それから不注意という、ど
ちらかというと注意力にむらがあるという特徴、この両
方の特徴の中で診断されるわけで、どちらかが強く出て
くる場合、あるいはそのすべてを特徴として持つ場合。
それから、3 分の 1 くらいのお子さんは小学校高学年ぐ
らいになると行動的には治まってまいります。ただ、そ
れは行動的に治まっているのであって、思考上の特徴と
いいますか、そういう転導性、気の散りやすさ、座って
いても集中できないということはあるようです。

　先ほど自分の中にある種の障害性があると言いましたが、私は自分の周りを見ておりますと、研究
者や大学の先生などにも発達障害系の方が結構おられます。自信を持って言います。私もその一部だ
ろうと思っています。
　それから家族集積性というか、自閉症などは特にそうですが、自分にそういう特徴があるときには
家族の中にも割とその特徴が出てくることがあります。私はそういうことに自分で気付いてから、今
日も多分、アスペルガー当事者の大変魅力的なプレゼンテーションがあると思いますが、私自身がそ
うであることを否定するよりは、私にもその兆しがあるとすれば、私はこれをどのように乗り越えた
らいいのだろうかと。このプレゼンテーションのディスプレイに時計が入れてあるわけですが、この
時計は私の ADHD 対策その 1 です。私は非常に集中力にむらがありまして、人の話を聞くのは嫌い
です。しゃべるのは大好きです。今日などもこうやって、これだけ皆さんこちらを向いて、居眠りを
していないので、70 分なんて、私にとって 70 分というのは大変短い時間でして、できれば 3 時間
ぐらいやりたいのです。これはそれを戒めるための、私の自己コントロールのための方策で、ADHD
対策その 1 です。
　実は数日前に、京都の福知山という、ひなびた京都の外れに行ってまいりました。そこは特別支援
教育の理解がかなり進んでいて驚きました。例えば 1 年生から 6 年生まで通常学級の中にそういう
発達障害系の子がぱらぱら入っています。その子どもたちを、通常学級の他の子どもたちの中でうま
く育てたいために、例えば黒板まわりは非常にシンプルにしてあります。ほかに注意が行かないよう
に。それから、私たちの時代には先行オーガナイザーという言葉があったのですが、つまり、私たち
が学習するときに、今どの辺をやっているかという枠組みを持つことが非常に理解を促進するという
ことがあるのです。
　今、何をやっているかということを分からせるというのが大事です。自閉のお子さんなどは、突然
予定を変えたりすると非常に混乱します。障害児教育の中で、今日一日の予定のようなものを書いて、
お子さんにまず大枠を説明してからやることがあります。これは自閉の子にも大事なのです。突然の
変化に大変弱い子ですから。その学校では、1 年生から 6 年生まで、今どこをやっているかというイ
ンディケーターが黒板の横に置いてあるのです。
　それからもう一つ、こういう時計はない代わりに、残差時計といいますか、45 分のうち授業はあ
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と何分かという、赤い面積がどんどん減っていくような時計がどの教室にも置いてあります。まあ、
使っていない先生もいますが。ただ、そうしたお子さんたちがいるということを先生がある程度知っ
て、配慮している授業というのは、クラス中の子どもにとっても非常に分かりやすい授業になるとい
うことです。ここが大事なのです。

　恐らく ADHD の大学生も結構いると思います。ただ、
親ばかのようですが、この子たちの良いところを挙げる
と、見どころは結構あります。創造力がある、非常によ
く気がつく、自己主張ができる、決断力がある、エネル
ギッシュ、面白い、気軽、いつも考えているなど。これ
は思い切り良いところを挙げた場合です。
　ところが、私たちの目に映るのは、良いところよりは
反対の面ですね。創造力があるというのは、余計なこと
ばかり考えている。よく気がつくというのは、もう今は
こちらをやっていて、それはもう終わっているというの

に、またそれを蒸し返す。自己主張が強いというのは、いい考えが思い浮かぶと黙っていられない。
決断力があるも、最後まで聞いていませんからね。エネルギッシュ、面白い、気軽も、時には「ひょ
うきんすぎてふざけている」とか、「もっとまじめにやりなさい」とね。
　なぜ私がこういうことを言うかというと、私自身小さい時からずっと言われ続けてきたのです。で
すから、私がよく大学で管理職が務まったと思います。自分が主催する会議は大好きでした。私が主
役で、私の思い通りに進めていけばいいのですから。けれども、人がやる、もたもたした会議は大嫌
いでした。
　そのようなことで、先生方、こんな人たちが「困った、困った」と言うだけではなくて、理解しよ
うと思ったときに、「君はこういういいところがあるね。だけど、ここのところは何とかしなくてはね」
と、必ずこの手順が大事です。

　それから、自閉というのは医学では一番診断しやすい。
特に富山大学の資料を先ほど見せていただいたら、大変
見識があって、PDD という言葉が出てこない。PDD と
いう言葉はやがて滅びていく言葉ではないかと言われて
もいるようです。現在、非常に安易に使われている気が
します。医者に診せに行くと、何でもないと言う代わり
に、「広汎性発達障害」と名前が付いてくるケースがか
なりあります。私たちは医学に対して非常にリスペクト
いたします。けれども、それは医学が診断をし、治療の
手だてを具体的に示すからなのです。発達障害だけは、

なぜか診断名だけで後は教育任せということが多いようです。
　そういうわけで、取りあえず自閉系の場合には、現在、広汎性発達障害という上位概念があり、そ
して「自閉症スペクトラム障害（ASD）」がその中にあります。自閉症は、今日この後も何回かこの
スライドに出てくると思いますが、対人関係の困難とコミュニケーションのつくりにくさ、それから
こだわり、興味・関心の狭さ、イマジネーションの広がりにくさ、こういう三つの臨床症状をもって
診断するわけです。
　IQ も、もしも遅れていなければ「高機能自閉症」といいますし、「アスペルガー障害」というのは
アメリカの言い方で、「アスペルガー症候群」というのは WHO 等のヨーロッパ系の診断名になります。
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少なくとも、対人関係やこだわりの狭さみたいなところは多少はあるけれども、特にコミュニケーショ
ンの問題、知能が高くなってくると語彙能力などは非常に豊かになりますし、コミュニケーション能
力もかなり持つし、このような対話的なことが少し自分中心になったり、理屈っぽくなったりすると
いう特徴はあるけれど、この辺はほとんど区別がつかないとも言われます。
　従って、対人関係やこだわりは残るけれども、コミュニケーションは比較的良好なタイプの、自閉
の軽いお子さんたちをアスペルガー症候群という名前で診断していると、こんな理解になります。従っ
て、自閉系でもって知能の遅れていない人たちを全部くくって、高機能の PDD などという言い方も
一部にはあります。これは全部医学用語です。

　まとめに入りますが、従って発達障害というのは、今
申し上げたように、それ自体が一つの平面上にあって、
そんなにきれいに線が引っ張れるようなものではないと
いうことを私は強く言いたい。そして発達障害の多くに、
これはアカデミックスキルだけではなくて、社会性など
の学習まで含めれば、この子たち、この人たちの多くの
学習の困難が存在するという共通性があるということで
す。
　だから私は、自分も含めて「僕らはどちらかというと
発達障害系だよね」というような言い方が好きです。こ

の 10 月に出した私のエッセー集に、『LD を活かして生きよう』があります。その中に、作家の、「いま、
会いにゆきます」という映画などで有名な市川拓司氏との対談が載っています。彼と私が意気投合し
ているのは、二人ともとても似ているからです。字が恐ろしく下手くそだということ、それから二人
とも、小さいころからものすごく多動だったということ、非常にひょうきんだったということ。です
から、これで 2 回対談したのですが、「僕たちは同じ仲間だね、でも何とか今まで生き延びてきたよね」
というところです。
　でも、そういう人たちはたくさんいるから、やはりそういう人たちがはじかれるのではなくて、そ
ういう特徴を持っていても結構楽しくやっていけるというようなメッセージを皆さんに贈りたくて出
しているわけです。これが一つ大事なことです。

　そういうわけで高等学校も、今、高等学校には 97％
くらい来るでしょう。大学も 70％に達そうとしていま
す。誰でも行ける高校、誰でも行ける大学という時代が
来つつあるわけです。誰でも行ける大学とは言うけれど
も、定員的にはそうかもしれないけれど、二極化すると
思います。高等学校も、総合学科とか、あるいは広域通
信制のサイバーハイスクールとか、トライネットスクー
ル、チャレンジスクール、エンカレッジスクールなど、
大体片仮名が多いのですが、こういうところにも今、た
くさん「発達障害」系の生徒が入ってきているのです。

　私に言わせると、高等学校は義務教育に続く最後の教育段階です。でも、ここにもまだ惑わせる教
育者や専門家がいます。つい先般も、軽度の知的障害であることが分かっているのに、推薦状を付け
て大学に送ったと。大学の方は入学金をもらったかもしれないけれど、私は、その子は多分相当良い
支援があっても続かないと思います。なぜかと言えば、その子に合わせた環境ではないのですから。
ですから、それでいいのだろうか、この子にとって人生の無駄をさせているのではないだろうか。逆
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に言うと怒りを覚えます。なぜもっと早く、この子の実態といいますか、この子に合った環境を探し、
準備してやれないのかということです。
　先日、私は東京のある区のある小学校で、専門相談の仕事をしておりました。そこでお会いしたの
はご両親と 3 年生の女の子です。その子の知能検査をとってみると、IQ が 40 台なのです。とても
かわいらしいお嬢さんで、自閉的でもないし、行動的にも穏やかだし、先生は面倒ではないのです。
授業の邪魔にならないのです。静かにしていますから。
　でも、その子自身、もう 3 年生ですが、九九も完成していない、足し算も十分できない、読みも
うまくいかない。でも親御さんは、教室での仲間から受け入れらている姿とか、家の中ではあまり困っ
ていないものだから、確かに遅れているかもしれないけれども通常学級でと強く願っていました。中
学校あたりからは考えないといけないかもしれないが、できれば小学校は通常学級でと言います。私
は昨年はお母さんにお会いしたのですが、今年はお父さんにも来ていただいて、意を決して、この
お嬢さんは知的な遅れがあるけれど、その遅れもいまの授業について行くことがどうしても難しい。
ちょっと遅れているというよりはかなり遅れている。最近、全国で、軽度の知的障害を対象とする特
別支援学校が増えてきました。そこでは障害認定を受けながら 100％就労させることを標榜するの
ですが、とても人気があります。東京などでは、開設して 3 年目になりますが、毎年 3 倍ぐらいの
応募があります。そこを落ちた子どもたちが普通高校に行ったりすることもあります。そうした子ど
もたちに合った教育が今求められ、展開しようとしています。
　先ほどの専門相談の続きですが、お子さんの状態を親御さんと話したわけです。そこは「ことばの
教室」だったのですが、先生たちもこの子を遅れを理解し子どもにあった教育をしっかり開始した方
が中学校や高等学校レベルの進路でも、自立と社会参加の可能が大きく広がるのではないか、今がそ
の決断の時ではないかと思っていました。その地域には固定制の知的障害を対象とする特別支援学級
を併設する学校がいくつかあります。いくつかあるのですけれども、どこもでも同じというわけでは
ありません。その中に一つ、非常に進んでいる学校があって、特別支援学級ではその子にあった基礎
的な教科をしっかり教えますが、残りの時間はできるだけ通常学級に戻すという、いわゆる今度の教
育改革の中で「交流及び共同学習の促進」考え方を実践しています。
　この考え方は、固定制の特別支援学級を通常学級と孤立させないで、できるだけ交流させるという
考えが背景にあり、それを実践しているのです。特別支援学級もどのようなお子さんが入級している
かで学級の運営や雰囲気もかなりちがいます。以前、保護者の方が見学に行った先では、かなり重度
のお子さんがいて、それからどうしても通常学級でという気持になったとおっしゃっていました。
　特別支援学級のある学校への転学を進路先として考えながら、その学級にいいペアが組めるような
友達が、同学年も含めてどのぐらいいるか、そういうことも見ながら、5 年生、あるいは 4 年生での
転学の可能性をみんなで考えてみようという一つの結論に至りました。
　そうした決断をしないまま、ずるずると時間ばかりが経ってしまうと、子どもに二次的な障害がで
てきてしまうこともあります。就学前の段階で気をつけて欲しいのは、小学校に上がるとき、「○○ちゃ
んはよく伸びましたね」という言葉です。本当にそういう事実はあっても、それが小学校でもうまく
やっていけるという保証はないのです。ところが、そういうふうにいわれると、親御さんはそのまま
小学校での 6 年間、子どもに合わない教育になだれ込んでしまうことがあるのです。中にはそのま
ま義務教育期間はと、中学までその形態が続行できると思ってしまうこともあります。小学校と中学
校は環境が全く違います。担任が教科担任制になるでしょう。義務教育の後から考えればいいという
のでは遅いのです。子どもの心が傷ついてしまったり、子ども自身が赤ちゃん扱いに慣れてしまった
り、自分で何かやろうとしなくなってしまったたりすれば、その子が本来持っているパワーが出せな
いのです。
　だからこそ、なるべく早く親御さんにきちんとした理解をしてもらう。でも、親を傷つけないよう
に、親がその気になるようにする、そこに教育相談の専門性があるのです。ですから、親をただ傷つ
けないように配慮し、真実を伝えないのは、専門的態度だとは思っていません。
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　高等学校を卒業した後も、全日制、定時制、通信制と
いろいろありますが、やはり大学というところに子ども
たちはどの制度からも進学します。かつての定時制と今
の定時制とは随分違いますよ。

　LD の親の会が何年か前、自分たちの子どもたちの中
で、大学まで行った子どもたちのアンケート調査をいた
しました。大学に行っているけれど、どういうつらさを
持っているか、これは彼らのさけびです。もちろん勉強
が難しいとか、今までのような理解のなかでやっていけ
ない。自分で単位のカリキュラムを組んだりしなくては
なりません。そういうところで、しそこなったりしやす
いのです。やはり対人関係がうまくいかない。私自身も
個性が強いために、クラスメートに理解されにくい面が
ありました。まあ、結構キャラが濃いので、家族の中で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   も KY とかいわれないように気を付けることもあります。
　この調査では、友達ができなかった。一人で寂しかった、ばかにされ、仲間外れにされた。でも一
番最後の、周りから雰囲気が悪くなるからと言われ、表面的にいつもにこにこしていなければいけな
かったからつらかったという回答があります。つまり、そこまで考えて大学に来ているのです。決し
てわがままな子ではないのですよ。これは何にも支援がなかった時代の一つの表れです。

　これからの大学と高等教育における具体的な措置につ
いてお話しします。「発達障害」に対する大学入学試験
における特別措置がどうしても必要です。現在、大学入
試センターでやっていることの中で、まず使えるのは、
冊子のポイント数を上げる、文字の拡大があります。こ
れもフォントを変えることによって、もっと自由に 14
ポイント、18 ポイント、20 ポイントなど、いろいろの
拡大が可能になります。
　それからテストフォーマットでは、センター試験の場
合にはマークシート方式で解答欄を塗りつぶすでしょ

う。発達障害のお子さんというのは不器用さが重なることがあります。ADHD と不器用さが重なった
DAMP という診断名もあります。ていねいに塗りつぶすのに時間がかかる場合は、チェック解答が
あります。一部の受験生のチェック解答を機械でなく、
センター側で人が読み取ればいいわけです。これは時間延長もしなくて済むので、割と認められやす
いです。
　それから、個人が求める特別な受験形態がいろいろあります。これまで認められたケースでは、読
み障害に対するマーカーペンや定規の使用があります。普通だと机の上に余計なものを置いてはいけ
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ないし、鉛筆は B などと決まっていますが、読むときに、どうしてもずれてしまうので、普段の学
習で認められているマーカーや定規を使わせてくれというのです。定規を定規の測定機能として使わ
れると困るのですが、一般の場合には問題ありませんから、文字を読むときに定規を使うこと、これ
はオーケーです。
　それ以外にも、パニック障害や何かがあって、いつも何か持っていないと気が済まない。ハンカチ
を持たせてくれというのはあります。それもオーケーです。時間が延長しないで済む措置は認められ
やすい。そして別室受験になります。
　一番問題なのは時間延長です。ただ、時間延長は国によってもいろいろ違います。アメリカの SAT
などでは 1.5 倍、2 倍、無制限という選択チェック欄があります。たまたま私は日本語試験という、
世界で 20 カ国弱ぐらいかな、留学生のための試験を全世界の会場でやる試験の特別措置委員をして
います。アルファベット圏を中心に LD やディスレクシア、最近では自閉症でそういう措置を受けて
いるものもあるのですが、いろいろな学生たちが来ます。そういうのを私は十数年やっているのです
が時間延長も国によっていろいろです。
　原則があって、そこの国で、例えば高等学校でも、あるいはそこの国の入学試験でもってこういう
措置を受けてきたという事実は割と尊重されます。わざわざ私たちが「それは妥当ではない」という
だけの論拠を持ちにくいので。自分の国できちんと受けてきた措置はできる限り認めたい。ただし時
間の長さだけは、センター試験では現実的制約があります。２日間で行うたくさんの科目があるから
です。
　それから欧米では、読み手（リーダー）をつけて「読み上げる」措置があります。多くの場合、読
み上げる場合には試験の 1 時間前にリーダーの方に見せると。ただ、これはその子の先生や姻戚関
係の人は駄目です。でも、日本にはそういう専門の人は少ないでしょう。
　それから、私はその可能性を追っているのですが、読み上げソフト、合成音声というのは今すごい
ですね。現在はまだ高いですが、広まれば 10 分の 1 ぐらいの値段になると思います。現在、進んだ
ソフトで聞いてみると、もう本当に肉声そのものですね。
　例えば「にほんばし」があります。お江戸の日本橋、東京の日本橋。大阪の、とやるとちゃんと「にっ
ぱんばし」と読むぐらい辞書が進歩しています。中にはロボットがあまり肉声のような声を出すと気
持ちが悪いから、「わ・た・し・は」というようなロボット音声に戻してくれというのがあるくらいです。
高等学校や大学でこういうソフトがどんどん貸し出せたり、あるいは買ったときに経済的支援できた
りすれば、もっと広がると思います。そういう市販のソフトを何種類かの中から選んで使っていいよ
という、そのあたりは何年か後には実現できないかなと期待しているのですが。
　それから休憩時間の有無です。これは時間延長の中でやればいいではないかという人もいるのです
が、どうもそうでもなさそうです。注意が持続しないのでアシスタントを付け、注意がそれたら「は
いはい、こっち」とプロンプトする人を付けてくれと。この間、ヨーロッパの国からそういう措置の
ニーズがありました。日本ではまだ慣れていないので、それはお断りしましたが、結構いろいろ考え
ているようです。
　また、もちろん大学ですから、取りにくい科目に対して別の代替の措置をするなど、これはアメリ
カで訴訟が起きたことがあります。勉強のできない学生が楽な科目に変えてくれというような、そう
いうのもないわけではありません。
　それから入学後、授業の中でも、ノートテイカーや、いろいろな機器の使用許可、レポートやテス
トも少し工夫してあげたり、IT 機器やソフトの経済支援ということは考えられるでしょう。もちろ
ん一般生活の中でのカウンセリングも必要でしょう。
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　それから、簡単に説明します。アメリカの SAT などで、
このぐらいの特別措置が、大体四つあるのです。プレゼ
ンテーション、出題のところではどういうことが可能か
というのは、ここに書いてあるとおりです。

　それから、今度は出力のところでどのようにさせるか。
それから今度は、先ほどの時間延長や時間、あるいはそ
のスケジュールのところでどうするか。1 日でやらない
で複数の日に分けてやるというのもあるくらい、いろい
ろあります。

　それから環境そのものを、個室的な環境、小集団での
環境。あるいはブースにするとか、照明を落とせとか上
げろとか、カーテンをしろとかしないとか、そういうこ
とまであります。
　センター試験でもスピーカーのそばに座らせてくれと
か、入り口のそばとか、視線が気になるから一番後ろに
座らせろ、あるいは前の人が気になるから一番前に座ら
せてくれとか、いろいろあります。肢体不自由などです
と、用意できる居心地のいい椅子とか、当然のことです
が。自分で持ち込んだものを認めろというのもあります。

　これはちょっと小さくて見にくいかもしれません。昨
日作ったスライドです。アメリカの SAT と ACT、それ
からイギリスの GCE という、16 歳で大学を受けるとき
の A レベルというところで、どんなことをやっているの
かということ、それから日本のセンター試験で認めてい
ることの比較表です。出題形式と時間延長と解答形式と
いう三つのジャンルに分けて比較した表を作ってみまし
た。
　国が変わると、所変われば品変わる、いろいろです。
だから、「これまでやったことがないからできない」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いう言い方はしてはいけない。やはり前向きに考えなけ
（※このスライドは作成中のものです。）
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ればいけない。それから、それぞれの国で、どのような歴史の中で、どのように努力してきたかとい
う情報はしっかりと勉強すべきです。そういうことの中で、発達障害に対しても考えたいと思ってい
るわけです。

　日本でも大学の中でできる教育支援、もう少し具体的
に考えると「授業における特別措置や支援」ということ
がもちろんあります。

　もちろん一般の授業のテストの中でも何をするのかと
いうこと、またレポートの中でもどのようにするのか。
私も一つの経験なのですが、全盲の学生さんを心理学で
担任したことがあります。これまで ADHD によく付き
合っていた高校生が大学に入って、そして大学院に来ら
れて、それも私どもの大学院に来たので、私は最初の学
生なので何とか修了してもらいたいと思って、1 年ダブ
りましたが見事に修了しまして、今はさる立派な公的な
事業団で仕事をしております。

　というわけで、発達障害というのは連続性があって、
そして皆さん自身の中にも障害性があるという感覚は大
切です。私たちが障害、健常の線を引っ張るのは、引っ
張って理解しようとしているのです。本来、それを一般
的な個性として理解できると一番よいのですが、そこで

「理解と支援を必要とする個性」というキャッチフレー
ズになるのです。
　ここで私のプレゼンテーションは一旦終わりにしま
す。また後のシンポジウムでいろいろなご報告をお聞き
して、最後に私へのご意見や今日の感想なども頂きたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と思います。
　何かいろいろなご質問があったら「KAZ 先生の Edu Blog」というのがあります。こんなところで
反応していただければ、リターンすることも可能です。どうもありがとうございました。
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（西村）　皆さま、こんにちは。午後の部の最初は、富山
大学の学生支援の実践についてご報告させていただきま
す。

　トータルコミュニケーション支援室は、発達障害の学
生だけではなく、すべての学生を対象にしており、その
社会的コミュニケーションの問題や困難さに焦点を当て
た支援を包括的に行っています。支援の始まりを発達障
害学生に限定しないけれども、彼らを包含する学生全体
を視野に入れた支援という点が富山大学の特徴になりま
す。
　この中では、学生本人だけではなく、学生をサポート
する教職員、保護者の方の要請も支援の出発点にしてお
り、その方たちのサポートも支援室の大きな役割になる

と思われます。このことに関しましては支援室のパンフレットに書いてありますのでご覧ください。

　学生支援 GP に選定され、発達障害学生を中核とする
「『オフ』と『オン』の調和による学生支援」が始まった
わけですが、「オンライン」を活用したサポートと「オ
フライン」によるサポートの両方の良さを活用し、本人
のニーズに合った支援を展開しています。
　発達障害学生の特性を尊重したサポートを考えていく
中で、対面式、つまりオフラインではなかなかつながり
にくい学生さんでも、電子媒体を活用したオンライン
ではつながることができるのではないかということが、
GP の取り組みを計画する段階で仮説としてありました。

そして、それは発達障害の学生だけでなく、そのような嗜好性があるすべての学生にとって良かった
のですが、現時点では、発達障害学生も PSNS により自分の思いを伝えることができるという効果が
確認されています。

「トータルコミュニケーション支援室での発達障害学生支援の実践」

富山大学　保健管理センター　准教授　　　西村　優紀美
富山大学　学生支援センター　特命准教授　吉永　崇史　
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　私たちはこの 2 年間ほど、発達障害学生の支援を行っ
てきた中で、最近話し合われていることとして、「発達
障害をどう捉えるか」というテーマがあります。スライ
ドに書きましたように、「発達障害」というよりも「発
達不均等」という言葉の方がより実態を適切に表してい
るのではないかと私たちは話し合っているのです。これ
は上野先生からご講演いただいた LD についての概念と
共通するところがあります。
　つまり、その人が発達させている能力のうち、あるも
のは非常に高いが、あるものは比較的低い状態にとど

まっているので、全体として能力の凹凸があり、そのため、特に社会的なパフォーマンスにおいて苦
労しているという考え方です。

　そういう方々であって、うまく適応していけるような
環境があればよろしいのですが、やはりそこはどうして
も問題となる部分もいっぱいあるということで、その背
景について少し挙げてみました。
　発達障害学生は医学的診断の有無にかかわらず、本来
持っている障害特性及び二次障害等による解離症状、強
い自己否定感、気分障害、適応障害等があり、大学生活
が非常に苦しいものになりがちです。
　たとえ医学的診断を受けている場合でも、自身に起
こってくるさまざまな状態、例えばパニック、症状が出

る、精神的ストレス、そういうさまざまな状態に、なすすべもなく巻き込まれ、途方に暮れているケー
スが非常に多いように思われます。
　医学的診断があるということと自己理解が進んでいるというのは、やはり違うような気がします。
私たちが支援している学生のひとりですが、ADHD と後に ASD という診断があります。しかし、そ
のことによる影響が今の生活でどのくらいあるのか、どういう困難な状況と結びついているのかとい
う理解については、できていないという現状があります。
　特に学齢期のいじめや排斥が大きなストレスになってしまいます。また、ご家族が本人の特性がよ
くわからないままに育てている場合、必要以上に厳しいしつけをしてしまうこともあるでしょう。こ
のような周囲の人々との葛藤は、外界を迫害的・侵略的に認識してしまう危険性をはらんでいると思
われます。そして、自分自身の感覚過敏や周囲の状況が分からず混乱していくなど、日常生活全般が
外傷的な体験である場合も少なくないようです。

　支援室で対応しているのは、この赤枠で囲んだ部分の
人数です。まだ LD の学生は支援には入っていません。
しかし、ASD の学生で、授業中に板書を写しながら先生
の講義を聴くのが難しいというような学習上の困難を訴
える場合がありますが、中心的なところは ASD があっ
てのことなので、純粋な LD で支援の対象になっている
学生は今のところゼロになっています。今後、小・中・
高の特別支援教育が充実してきた場合、ＬＤのある学生
も入学し、支援を求めてくる可能性もあると思います。
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　トータルコミュニケーション支援室の学生相談件数で
すが、この 4 月から 10 月までの数を月別に表したもの
がここにグラフとして表されています。
　昨年度 1 年間の相談件数は 295 件で、今現在、10 月
で 560 件ということで、昨年に比べてかなり相談件数
は増えていることになります。支援員は、私と吉永特命
准教授のほかに、コーディネーターとして水野先生と桶
谷先生という二人が入って、4 人体制で行っているわけ
ですが、学生の数が 3 倍に増えたということで、結局
同じような仕事の分量でやっているというところが現状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。青い部分が発達障害学生で、その他の学生が赤い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部分にあたります。

　支援室での相談種別の割合が円グラフで描き表してあ
ります。そのほとんどが実質的な修学支援ということに
なりますが、修学支援をしていながら生活支援にも繋
がっていったり、また、3 年生ぐらいになっていけばキャ
リア支援に移行するというように、一人の学生の相談内
容が変化していくということにもなっています。

　さて、全体的なお話が終わりまして、次からは支援の
実際についてお話ししたいと思います。
　今回私がお話しするのは、まずナラティブ・アセスメ
ントという概念についてです。その後には吉永特命准教
授がチームサポートによる合理的配慮の探求というテー
マでお話しします。今回は、この二つの大きなテーマを
お伝えしたいと思っておりますので、よろしくお願いし
ます。

　まず、アセスメントについて整理をしてみました。一
般的なアセスメントの概念ですが、「アセスメントとは、
個人の状態像を理解し、必要な支援を考えたり、将来
を予測したり、支援の成果を調べたりすることである。」
と定義づけられています。また、次の文章は日本ＬＤ学
会の S.E.N.S 養成セミナーの教科書から抜き出したもの
です。「支援のためのアセスメントは、どのような支援
が必要か、子どもの特性に応じた支援の方法はどのよう
なものか、支援に利用できる、子ども自身が持つ資源、
子どもの周囲にある資源は何か、についての情報を得る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ために行う。」というようなことがアセスメントの一般
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的な概念です。
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　アセスメントの問題点ですが、まず、支援が必要な学
生は、今まさに困っている状況であり、すぐにでも問題
を解決したいと願っています。支援のためのアセスメン
トに時間を費やしていると、実質的な支援のタイミング
を逃してしまう恐れがあります。
　学生は困らない状態で来るのではなくて、非常に困っ
て、今すぐ解決してほしいと思って支援室に来ているの
です。それなのにアセスメントをしなければならないと
いって、いろいろな検査を施行し、時間を取っていると、
今の困り事が 1 ～ 2 日たつとものすごく大きな困り事
になってしまう場合があります。

　2 番目ですが、支援者が一方的にアセスメントする場合、支援される側のニーズとのずれが生じ、
支援方針についての本人の了解を得ることが難しくなってしまったり、支援の継続が難しくなってし
まう場合があります。大学生ですので、こういうふうに私たちが支援していきましょうというのは学
生さんの了解を取ります。学生の了解を取らずに行うというのは本人のためにもなりませんし、支援
自体がうまくいきませんので、このようにやっていきますということを本人に「そうですね」と言っ
てもらえなければ、何も始まらないわけです。本人が困っていることと、私たちが支援したいところ
がずれていると、学生は「支援室は役に立たない」ということになって、来てもらえなくなるわけで
す。それでは何も始まらないので、そこのところが今、アセスメントということを考えた場合、非常
に難しいと思っておりました。

　そこで考えたのが、先ほどのナラティブ・アセスメン
トです。そのことについてはナラティブ・アプローチに
学ぶことが非常に大きいと思っております。ナラティブ・
アプローチにつきましては、斎藤教授が専門ですので、
私たちは指導を受けながら進めているわけですが、この
ような考え方を前提にするといいのではないかというこ
とを私なりに挙げさせていただきます。
　まず、「特性」と「特性に対する学生の対処行動」を、
学生の人生と生活世界の中で展開する「物語」と見なす。
　学生を物語の語り手として、また、物語における主体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　として尊重するということです。
　自身の特性をどのように定義し、それにどう対応していくかについての学生自身の役割を最大限に
尊重する。よく言われる主体性、自我関与という言葉がここに当てはまると思います。
　すべての事象を、一つの原因に基づくものとは考えず、むしろ、複数の行動や文脈の複雑な相互交
流から浮かび上がってくるものと見なす。
　非常に簡単に述べておりますが、そういうことを前提として支援を開始すると、先ほどの問題点が
ある程度解消されるのではないかと考えているわけです。
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　そのナラティブ・アセスメントのプロセスと意味につ
いて、今から三つお話をします。まず、「対話の成立」です。
　「学生の物語をまるごと尊重しながら話を聞くことで、
学生の主観的体験の全体を知ることができる。
　対話を促進するような聴き方、質問の仕方を工夫する
ことによって、二者間でのやりとりが促進され、『新た
な物語の構築』が行われる。
　支援者の専門性を脇に置き、無知の姿勢で主体として
の学生の語りに耳を傾けることによって、対話が促進さ
れる」。

　3 番目の「専門性を脇に置き」というのは、例えば学生が支援室を訪れたとき、その学生が特に診
断がなくて、なぜ自分が困っているのか理由がわからないで来る場合があるとします。学生の訴えを
聞いていると、発達障害の専門家はどうしても「あ、それはコミュニケーションの障害ね」と診断基
準に照らし合わせて話を聞いてしまいます。また、「これは感覚過敏ね」などと振り分けをして聞い
てしまいがちです。発達障害に関する専門的知識は、自分のよりどころとして背景に携えていくこと
は大切なことですが、それを振り回すのではなく、そのことをとりあえず脇に置いて、まず学生の物
語をきちんと受け止めるという姿勢が非常に重要になってきます。そういう態度は、学生の言葉を引
き出します。話をどんどんしてくれるようになります。そのことがまず大事ではないかと思うのです。
つまり、アセスメントに必要な学生本人の語りを引き出すための対話の成立を最初に重要なポイント
として挙げてみました。

　次に「セルフ・アセスメント」が行われることになり
ます。学生自身が支援者と対話することによって、自身
に起きた問題を物語的に対象化することができます。学
生は自分自身に何が起こったかわからないで、そのまっ
ただ中にいて苦しんでいるわけです。そのことを学生が
支援者に話をするとき、支援者に話をしながら、その事
を通して「ああ、自分はこういうことが自分の中で起き
たんだな」というように、事実を整理することができま
す。ある程度距離を置いた対象として起こった出来事を
眺めることができるわけです。「ああ、そういう体験を

私はしたんだ」と思うということです。このことを、「物語的に対象化する」と言います。
　そして、自分の特性と対処法を理解することが可能になり、自身の傾向を、物語を通して知る機会
を得ることになるのです。支援者が一方的に、「あなたはこういう特性があるのよ」と言うと、学生
は納得することができず、「いや、私はそうじゃない」と言うかもしれません。しかし、「あなたの話
を聞いていると、こんな物語が描けそうですね。」と言うと、「なるほど、そうですね。」と納得され
ることがあるのです。このような対話、このような距離感が非常に大事ではないかと思っています。
　そして、物語的に対象化された出来事を振り返ることによって、自分自身の「基盤としてのナラティ
ブ」に気付き自己理解が深まっていきます。この「基盤としてのナラティブ」というのは、私たちは
すぐこういうふうに考えがちだとか、そういうふうに思ってしまうとか、すぐそういう考えに陥って
しまうということは誰にでもあると思いますが、考え方の根幹をなすものです。そのようなとらえ方
をするとすれば、発達障害の方が自分のありがちな思考パターンに関して、障害特性というまでもな
く、「私ってすぐこうなりがちなんだ」、「またこういうふうになっちゃった」というようなことが分
かる、気付くということができれば、それでことは済むような気がするのです。そういう自己理解の
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仕方でも良いのではないかと思うのです。自分で自分のありがちな行動パターンを知ること、それに
気づくプロセスがセルフ・アセスメントと言われるものです。

　次に、「アセスメントから支援へ」のつながりを説明
しましょう。

「基盤としてのナラティブ」を意識化することにより、
過去の体験が再構成され、知識となって蓄えられ、未来
に向けての予測が可能になっていきます。いつも大変
だった過去の体験は、「ああ、要するに私はこういう体
験をしたんですね」と言葉で整理されると、非常に苦し
かった訳の分からない体験が、苦しかったけど何が起き
たかわかるという体験に再構成されるのではないかと思
われます。そうすると、それを踏まえて、未来はどうす

ればいいかという自分なりの予測が可能になるような気がします。
　このようなナラティブ・アプローチのプロセスによって、学生は対話の相手である支援者を意識し、
二者間のコミュニケーションに積極的な関心を持ってくれるようになります。
このような学生と支援者の間で行われる対話そのものが援助的であり、心理教育的アプローチの一部
として位置付けられると考えています。このようなアセスメントと支援、あるいは支援に対するアセ
スメントというサイクルが何度も繰り返し行われることによって、本格的な支援が自然に始まってい
くと考えています。

　そのような考え方を基に、私たちはいろいろな支援メ
ニューを立てております。この表には、いくつかの支援
メニューが書かれていますが、一人ひとり課題が異なっ
ていますし、一人の学生の中でも、支援メニューは変化
していくものです。

　A さんの事例をご紹介しましょう。Ａさんは体調が悪
くて授業に出られないということで支援室に繋がりまし
た。Ａさんは、「急に調子が悪くなるんです。自分でも
原因がよく分からないんです」と言います。この四角い
ところで囲んである部分は、発達障害の傾向のある方の
特徴とし整理したものです。つまり、気候の変化になか
なか対処できないとか、過集中による疲労感があると
か、過去の外傷体験がフラッシュバックしている等、障
害特性による原因はいくつか挙げられると思います。し
かし、このような見方をいったん脇に置いて、本人に心

身の状況をちゃんと把握してもらえるような対話をしていきます。その流れを書いたものが、右側の
表になります。まず支援室やセンターを居場所にして、とにかく私たちに繋がることを目的にします。
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また、体調を主訴としているので、看護師や医師と連携して、本人の不安を解消してあげるようにし
ます。その上で本人の訴えを丁寧に聞き取り、困っている状況を整理し、仮説を立てて、「試しにこ
ういうふうにやってみましょうか。」と提案します。この場合、本人が実行可能なことをナラティブ・
アセスメントにより探り、提案するようにしていますので、必ず成功します。そして、本人が実行し
た結果を一緒に振り返り、何が良かったかを確認します。そして、今後の対応を一緒に考えていきま
す。徐々に、学生の方が仮説を立てて、「試しにやってみます。」と言うようになってきますが、ASD
傾向の方たちは、非常に強い信念を持っていますので、これまでのやり方を急に変えることに抵抗を
示します。ですから、対処法は対話の中から徐々に見方を変えていくというやり方をしていきます。

　ここからは、A さんについてしばらくお話をしたいと
思います。
　

　Ａさんは高校生のときにADHD、その後アスペルガー
症候群と診断されています。大学入学直後から、行動の
抑止感が見られました。1年後期からそのようなことが
繰り返され、これまでに取得単位はありません。ナラテ
ィブな描写をすると、Ａさんの人間像がよりイメージし
やすいと思います。

　Ａさんは、「支援室に定期的に通うつもりはありませ
ん」と言われましたが、それでは支援にならないので、
定期面接を了解してもらわなければなりませんでした。
そのやりとりをご紹介したいと思います。
Ａ：今は調子はあまり良くないですが、睡眠のリズムが
安定すれば体調も良くなると思います。
支援者：定期的に支援室に来て話をするのはどうですか。
Ａ：病院に行っているので、それは結構です。困ったと
きに来ます。
支援者：そうですか。でも、たとえば大学で急に具合が

悪くなったりするかもしれませんが、そういうときはどうしましょうか。
Ａ：うーん、そうですね。じゃあ、いつ来てもいいと言われると、いつ来ていいのか分からなくなる
ので日を決めておきます。
このようなやりとりがあって、本人の口から定期面接をするという言葉が出てきました。
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　次に、何回か面談をしている途中の段階で行われたや
りとりです。
Ａ：1 限目のない今日は、相当混乱しました。朝起きれ
なくて、時計を見て分かっていても起きれなかった。2
限目は必修単位だから休むわけにはいかないと思った。
行かなきゃいけないのに、ベッドから起き上がれず、手
足をばたばたしていた。何か言おうとしたけど、ろれつ
が回らない状態だった。
支援者：2 限目から始まる日は、時間の調整が難しいん
ですね。

Ａ：はい。3 年前の状況と重なって苦しい。『絶対にこうしなきゃと思うけど、身体がついていかない』
というところが似ている。そのときと同じ状態になるのが怖い。
支援者：そのころと状況が似ていると、怖くなるんですね。そうすると、2 限目から始まる日をどう
するかですね。
Ａ：慣れしかないと思います。
これまで、何度も同じようなことがあって、うまくいかなかったのですが、やはり同じようなことを
繰り返しがちになるのでしょう。

　そこで、定期面接を確約するために、その時間を捻出
するための提案をしたのですが、そのやりとりをご覧く
ださい。
支援者：こちらから提案ですが、2 限目から始まる水曜
日と木曜日は、1 限目に支援室に来て授業の準備や面談
をしてはいかがですか。
Ａ：そういう理由で予約を入れるのは、無理に入れたみ
たいで、理由としては不自然です。授業のように義務じゃ
ないことをスケジュールに入れるのはちょっと抵抗があ
ります。

支援者：そうですか、分かりました。理由が納得できないわけですね。では、次回の面談をいつにし
ましょうか。私の空いている時間は水曜日か金曜日の 1 限目になりますが・・。
Ａ：私が空いているのは水曜日の 1 限目なので、水曜日でお願いします。
支援者：いいですか、水曜日の 1 限目で。
Ａ：はい。必然性があるので、これなら納得できます。
このように素直に定期面接の日程を決めてくれました。このような流れ、対話が回り道のようでそう
ではない。本人が納得する形で支援の方向性を決めていくことが非常に重要であると考えています。
ご本人の考えを否定せずに、こちらの支援スタイルに乗せていくことが大切だと思います。
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　A さんのこれまでの状況を整理するナラティブ・アセ
スメントとして描くとこのような表現になるでしょう。
　A さんは体調が悪くなるきっかけが睡眠リズムや生活
サイクルの影響だと思っていて、それ以外の理由を想像
できないようです。A さんは、既に ADHD という診断
や ASD の診断が出ていますが、それが生活の中でどの
ように影響しているか理解するまでには至っていないよ
うです。A さんは「～しなければならない」という気持
ちが強く、そのことにとらわれてしまうので、その結果
追い詰められたような気持ちになり、行動が止まってし

まいます。具体的には、脱力感で歩けなくなることが多いようです。ここで、失歩とか脱力感という
ものがどのようなことで起きるのか何となくイメージできるような気がしませんか？
　A さんは自分にとって正しい理由がないと行動に移せないところがあります。無理に説得されるこ
とが嫌いです。でも、A さんにとって学ぶことは楽しいし、授業もきちんと受けていたいと思ってい
ます。特に、専門の授業は楽しいと思っています。
　Ａさんは自分からこのようなことを言葉で表したわけではありません。しかし、彼の言動や特性、
困難さの具合を総合的に見てナラティブ・アセスメントをしていくと、Ａさんはまさにこのようなこ
とを訴えていると想像できるのです。「Ａさんは ADHD 傾向のあるアスペルガー症候群である。」と
いう言い方をするよりも、このような描き方をする方がＡさんという人間像がわかるような気がしま
す。
　では、このような流れで支援室につながった A さんについて、次に吉永特命准教授から説明があ
ります。

（吉永）　吉永でございます。

　引き続き A さんの事例を中心にしながら、私どもが
行っております「チームサポートによる合理的配慮の探
求」というタイトルでお話しさせていただきたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

　まず、合理的配慮とは何かというところからお話しさ
せていただきたいと思います。
　こちらは「障害のある人の権利に関する条約」の一部
分をそのまま引っ張ってきているのですが、それを読み
上げますと、「『合理的配慮』とは、障害のある人が他の
者との平等を基礎としてすべての人権及び基本的自由を
享有し又は行使することを確保するための必要かつ適切
な変更及び調整であって、特定の場合に必要とされるも
のであり、かつ、不釣合いな又は過重な負担を課さない
ものをいう」と書かれています。
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　ここでポイントになりますのは、二箇所の下線を引いているところで、「必要かつ適切な変更及び
調整」と「特定の場合」というところです。要するにケースによって合理的な配慮は異なるというこ
とです。つまり、合理的配慮は、その都度調整が行われるべきで、特定の場合によって変わりうると
いうことになろうかと思います。そのような前提で、私たちは合理的配慮を考えております。

　その上で、合理的配慮をどのように探求していくかと
いうことを考えていかなくてはいけないわけですが、こ
こで先ほど上野先生からご説明いただいたようなこと、
また西村先生の話に通じることと思いますが、やはり発
達障害は困難さに個人差が大きいということです。必要
な配慮も異なり、定型化できるものではないという現状
がございます。
　さらに、本人に対しても状況によって必要な配慮が異
なってくることはあると思います。本人や支援者、また
本人とかかわる周囲の人たちも広い意味での支援者にな

りますが、そのような方々の合意形成が不可欠になってくると思います。
　従いまして、私たちが非常に重視しておりますのが合意形成でして、合意形成を行うために本人を
含めたサポートチームをつくるということです。そのチームの中でしっかりと話し合っていきながら、
状況に応じて本人と支援者双方が納得できる配慮というものを、その困り事に応じて、その都度探求
していく必要性があるのではないか。ここを丁寧にやっていくことが支援の出発点なのではないかと
考えているのです。

　実際に合理的配慮の探求プロセスを概念化したものを
ご説明したいと思います。
　最初に挙げられるのは、先ほど西村先生が説明された
ナラティブ・アセスメントという概念です。本人が困っ
ていること、本人の努力がなぜ報われないのかというこ
とをしっかりと物語にして、本人も含めてサポートチー
ムの中で共有していくというプロセスが必要だと思って
おります。
　その次にコーディネーションです。コーディネートと
いうのは「つなぐ」という意味があると思いますが、私

たちは本人の視点と支援者の視点をつなぎたいと考えています。そのために、本人の視点は何なのか、
支援者の視点は何なのかということを把握しなければなりません。なおかつ、それをどうやってつな
げていくのかということを考えていくということが必要ですし、そのための対話をしていく必要があ
るわけです。
　この二つのプロセスをしっかりと経た上で、初めて本人と支援者が納得できる合理的配慮が浮かび
上がってくるのではないかという仮説を持っています。
　合理的配慮というものをもう少し柔らかな言葉で言い直すとするならば、本人・支援者双方にとっ
てより良い変化をもたらす配慮とは何かということだろうと思います。本人だけがいいわけでもなく、
支援者だけがいいわけでもなく、両方にとって良い変化ということです。
　その配慮が行われた結果、どのような物語が作られ、共有できたのかという観点から支援について
評価していく必要があると思います。その評価に基づいて、再度合理的配慮とは何かを問いなおし、
改善していく必要があります。
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　このプロセスをしっかりと回していくということが必要だと思いますが、そこで鍵となってくるの
が、とりあえずの支援方策を立てて、支援目標を作っていくという姿勢だと思っております。しっか
りと計画を立てる、それに基づいて実行するということも大切だと思いますが、緊急の対応が必要な
場合、また問題をすぐに解決しなければいけないという場合においては、うまくいきそうな仮の支援
方策を立てていきながら、その目標をブラッシュアップしていく、そういう考え方も必要になってく
るのではないかと感じております。

　そういった考え方に基づきまして、A さんの支援事例
についてご紹介したいと思っております。先ほどの西村
先生のご説明の続きになります。
　支援室での本格的な支援がやっと始まりまして、定期
的な面談が行われている中でのエピソードをご紹介した
いと思います。

　エピソード 4 ということで、西村先生のお話の続きに
なります。学内で倒れている学生がいると通報がありま
した。看護師さんが駆け付けると、A さんが座り込んで
いて、立てない状態になっていました。この状態で、し
ばらく回復された後に本人と話をしました。そうしたと
ころ、「1 限目の講義を受けた後、2 限の講義を受ける
ために共通教育棟へ向かっていました」。まさしく、こ
こですね。「遅刻をしないように学部棟を出たけれど」、
学部棟は共通教育棟から歩いて 10 分ほど離れたところ
にあります。「途中で2限目が始まる時間になってしまっ

た。『始まってしまった』と思った途端に、足が前に出なくなってしまった。後から考えれば遅刻し
ていけばいいと分かるのだが、そのときは、チャイムまでに教室に入らなかったら駄目だと思ってし
まう。その講義は4回休むと試験を受けられないのだが、既に1回休んでしまっている。もう休めない」
というようなことがあって、座り込んで立てない状態になってしまったということがあったわけです。

　続けて、エピソード 5 です。「履修量が多い～（疲労
感の自覚）」とタイトルに書いてあります。「月曜日と火
曜日は朝から気分がすぐれず､ 体調が悪いです。そのほ
かの曜日は大丈夫なのに、どうしてでしょうか」という
話がありました。
　しっかりと本人の語りに耳を傾けてみますと、次のよ
うなことが分かってきました。「月曜、火曜は自分にとっ
ては大変」と言います。履修登録を見ると、月曜、火曜
は 5 限目までびっしり入っています。「空いた時間が苦
手なので、空き時間はゲーム攻略本を読むことにしてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る」ということで、気を抜く暇のない日常が見えてきま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。
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　「履修科目が多いから疲れるのでは」と聞くと、「いえ、そこは問題じゃないと思います。5 月まで
出席できていたので」ということで否定されるわけです。
　「身体の疲れはある？」と聞くと、「意識したことはないが、夜になって手や足が重く感じるとか、
動かしたくないと感じるときがあるが、ひょっとして、それが疲れているということかもしれない」
とおっしゃるわけです。そういう意味では、疲労感に対する自覚が非常に薄いのかなとわれわれは考
えました。

　最後に、エピソード 6 になります。体育実技がうまく
いかないということがありました。体育の時間に過呼吸
や失歩、立ち止まってしまうということなのですが、指
導教員が心配して支援スタッフのところに相談に来室さ
れました。それを受けて、また本人と話をしてみました。
そうしたところ、このような話をしてもらいました。
　「これまで、小学校、中学校、高校と、ずっと体育で
は自分は役立たずだったのです。今回は毎日バッティン
グセンターに通い」、講義科目はソフトボールだったの
ですが、「手の豆がつぶれるまで練習をしました。練習

の成果を出そうと思い極度に緊張して、めちゃくちゃな振り方になり、肩を痛めてしまい、体調を崩
してしまいました。その後 2 週間、ほとんどの講義を欠席してしまいました。講義の終了後、ベン
チに座り息を抜いたところで動けなくなった。試合後に、怒り、悔しさ、みじめさがわき起こってき
た。チームに貢献できない自分が情けなかった。完全に自信をなくしてしまいました」。このような
話を伺いました。

　エピソードの 4、5、6 を踏まえて本人の状況を理解
するということで、ナラティブ・アセスメントという考
え方で、このようにまとめてみました。
　まず、「A さんは､ 英語の予習や体育実技の練習にと
にかく全力で取り組んでいるが、疲れとおもわしくない
結果によって過度に落胆してしまい、その後大学に出て
これなくなるようだ」ということが分かりました。
　また「A さんは、『とりあえず履修登録した講義は全
出席する』努力をする中で、体調不良等により一度欠席
してしまうと、そこから気持ちの立て直しができなくな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る」ということが分かりました。
　また、A さんは、自身が極端で加減が利かないという自覚はあるので、そこが実は妥協案を探る話
し合いに持ち込むことのいわゆる糸口になるかもしれないということが分かってきたわけです。
　また、「A さんは、調子が悪くなると、何かに集中して気持ちを紛らわせて、つらい状況を何とか
乗り切ろうとするが、その結果倒れてしまう」ということが分かりました。
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　以上のように、私たちはある程度の状況把握ができた
わけです。ここから本人に対してどのような配慮を周囲
の方々に求めていけばいいかということに向けて、動き
始めました。先ほど申し上げた「とりあえずの支援方策」
として、五つの点に私たちは着目しました。
　まず、各科目の評価基準、出席点があるかないか。例
えば専門の講義は出席しないと単位が取れないというも
のもあります。一般教養でも出席することによって点数
が付くというものがあります。場合によってはそうでな
い科目もあります。そのようなことをしっかりと本人と

話し合って、出席する科目を絞ろうということを考えたわけです。
　また、本人が受講している担当教員との連携・配慮によって本人の不安軽減を目指していこうとい
うこと。
　次に、長期的な疲労蓄積や現在の努力量など、量的な尺度を本人が理解しやすいように視覚化して
いこうとしました。
　また、困難さばかりに目を向けず、本人の余暇活動を大学生活のリズムづくりに利用してみようと
思いました。
　それから、本人の興味・関心の世界を共有し、語りを促進するというようなことを進めていきました。

　とりあえずの支援策を立てた上で、支援室のスタッフ
がコーディネーションをしていったわけですが、その流
れについてご説明したいと思います。
　まず、A さんに対して、生活のリズムをつくるために
継続的な支援室の利用を促しました
　次に、本人の興味・関心のある話題に支援スタッフが
乗り、支援室を訪れるためのモチベーション向上を目指
しました。本人のつらいことばかりに話を傾けるのでは
なく、本人が生き生きとしゃべってくれるような話題に
こちらがしっかりと乗ることで、支援室の利用を促しま
した。

　3 番目に、エピソード 6 で申し上げた体育実技でつまずいたことをきっかけに、履修計画の見直し
の話題が A さんから出たのです。「これはチャンスだ」ということで、履修計画の見直しのために、
A さんが受講している担当教員全員に私たちの方から連絡を取るということを提案し、本人の同意を
得ました。その準備のために、教養科目の履修担当職員や、所属の学部教務担当職員に連絡しまして、
本人に対する支援の事情を伝えて、今後の段取りについて相談しました。大学というのは非常にやや
こしいところでして、段取りを一歩間違えると、とんでもなく面倒な状況になってしまいます。それ
はもしかしたら小学校、中学校、高校も同じかもしれませんが、段取りについてしっかりと分かって
くださっている方と相談して進めていきました。
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　5 番目です。その上で教務の方から提案されたのです
が、まずは助言教員という先生がいらっしゃいまして、
高校までの担任よりは少し緩い関係なのですが、助言に
関して責任を持つ教員の方がいらっしゃいましたので、
その方と話し合いをしてくださいというアドバイスを受
けました。A さんの助言教員と話し合いを持ちまして、
A さんの履修計画の見直しのためのコーディネーション
を誰が行うのか、誰がそれを主導的に行っていくのかと
いう話し合いをしました。そうしたところ、「ぜひお願
いします」ということで、支援室のスタッフにコーディ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネーションを一任されたわけです。
　その一任を受けまして、履修科目教員全員に対して、「理解のお願い」という文書を配布しました。
これは「配慮のお願い」という文書ではなかったのです。これは A さんが強く要望されたことです。
自分は特別な配慮を受けたくないのだということをおっしゃいました。私たちは本人の意思を尊重し
まして、まず本人が今どのような状態にあるのかということを理解してくださいと。例えば、立ち止
まってしまっている場合には、そっとしておいてくださいとか、本人の意思を尊重してくださいとい
うような文書を、講義担当教員全員に配布しました。
　出席点が厳しい、つまり講義への出席が重要である教養科目の外国語担当教員のところへは、私た
ちが直接出向いて、A さんの状況について理解を求めました。同時に今後の配慮を求めたというより、
むしろ「どのような配慮の可能性がありますか」というようなことを雑談から少しずつ引き出してい
きました。そうしたところ、先方の教員からは、「出席しなかった場合は、小課題のプリントを後日
取りに来て提出すれば、出席扱いにできますよ」という配慮を提案されました。私たちから配慮を求
めていったのではなくて、むしろ向こうの教員の方からそのようなことをおっしゃってくださったと
いうことがあります。
　私たちがこれらの情報を持ち帰って、ようやく A さんと履修計画の見直しの取り組みに向けての
準備が整ったということです。回りくどいかと思いますが、このようなことを丁寧に行ったわけです。

　ここで A さんが私たちと一緒に履修計画の見直し作
業に取り組んだわけですが、「出席する科目」「出席しな
くても単位取得を見込める科目」「履修を放棄する科目」
ということで整理していきました。
　その上で「週に 4 コマは出席しよう」という目標を立
てました。その達成率を、支援室にホワイトボードがあ
りますので、表にして視覚化していきながら、本人と一
緒に眺めて、「ちゃんと今までも頑張って週 4 コマ以上
は出席したよね。このまま続けていけるかもしれないね」
というふうに確認していきました。

　そういうことを少しずつしていくことによって、本人の「全出席できていない」というイメージか
ら、目標に向かって努力しているというイメージに、何とか切り替えようとしたわけです。そういう
目的で継続的に面談を行っていきました。
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　これが変更前の A さんの履修計画です。結構びっし
りですよね。月曜と火曜は 1 限から 5 限まで隙間なく
あります。大学の講義は 1 時間半ありますから、5 限ま
で出るのは大変なのです。そういう状況でした。
　こういう状況をどう変えたかというと、黄色の部分が
従来通り出席する講義で、テストとかレポートの提出の
みで済まそうというのが白い部分です。バツの部分は、
履修を放棄するというものです。青い部分は、われわれ
の支援室に来てもらって、リラックスしたり、趣味の話
をしようということで、気分転換を図ろうというもので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。
　こうなると、一日の講義数が二つ程度に、平均的というか、少なくとも無茶な状況にはならなくな
りました。私たちと本人とで納得しながら、この出席予定表を作ったわけです。

　とりあえずこの出席予定表を基に履修を再スタートし
てみたわけですが、ここでさらなる合理的配慮が浮かび
上がったというエピソードをお伝えしたいと思います。
　支援室スタッフが語学教員と履修期間の最後のあたり
にやりとりをしました。実は A さんは急に体調が悪く
なって、とある語学科目の試験を受けることができな
かったのです。どのような条件であれば再試験ができる
でしょうかということを担当教員に聞いてみました。そ
うしたところ、その教員は「A さんの欠席が続いていた
ので心配していました。欠席したときに出した課題プリ

ントを提出してもらえれば評価できますので、試験を実施する必要はありません。支援室にとって不
都合なことはありますか」と言われましたので、私としては「不都合なことは何もありません。先
生の評価方法について尊重いたします」ということを申し上げました。このやりとりについて A さ
んに説明したところ、すぐに反応が返ってきました。「分かりました。お願いします」ということで、
A さんはすぐに出された課題に取り組みまして、支援室を通じて提出しました。A さんは「課題に全
力で取り組みました」と言ってくれました。結果として、評価は優・良・可の「可」ということで、
ほかの学生さんと同じ方法で評価をしてもらったということですが、A さんもそれは納得されました。

　前期が終わっての A さんの感想ということで、「これ
までは全く単位が取れなかったことを考えれば、前期最
後まで大学に通えたのは良かったです」「成績について
はこんなものかと思います」という、冷静なコメントを
もらいました。
　また、「後期の履修計画もまたお願いします」と言わ
れました。これは私たちにとってはとてもうれしい言葉
でした。
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　前期終了後、私たちは A さんと支援についての振り返
りを行ったのです。「後期での履修に向けて明らかになっ
た支援目標」ということで、A さんと一緒に書いた面談
の結果をポイントとしてまとめたもので、ここでは詳し
く説明するつもりはないのですが、要するに後期の履修
登録では履修講義数を抑えることが先決だということが
分かりました。また、講義の内容、講義の時間帯、講義
室の場所のようなものを、移動時間も含めてしっかりと
考慮する必要があるということ。このように講義数を抑
えることによって履修した科目はすべて取得することを

目標にすることができるのだということ。また、体調管理がすべてに影響を与えるのだということが、
私たちと本人の中で共有できたわけですね。
　ここで、このような支援目標、履修講義数を抑えること、履修した科目はすべて取得すること、体
調管理を心掛けること。こういう具体的な、なおかつ本人のニーズに合った支援目標というものが浮
かび上がってきたわけです。

　ここでまとめをさせていただきます。「A さんのケー
スにおける合理的配慮探求のまとめ」ということですが、
支援スタッフは、A さんへの実際の支援の中から、A さ
んが困っていること、A さんの努力がなぜ報われないか
についての物語を作り、そこからとりあえずの支援方策
を立てました。
　A さんの物語を媒介にして、支援室スタッフがコー
ディネーターとして、A さんの視点と周囲の教職員の視
点をつなぎました。本人、担当教員、支援室スタッフの
双方が納得できる合理的配慮が教員から提案されまし
た。

　合理的配慮によって取得できた単位の積み上げによって、次期での履修の見通しが立ちました。こ
れまでの流れを A さんと支援スタッフが共に振り返ることで、今後の履修上のポイントと当面の支
援目標が明確になったと思います。

　最後に、私たちがこのようなチームサポートを行うために必要なことについてまとめて終わりにし
たいと思います。
　支援は、学生が困っていることを出発点とします。しかし、支援の目的を見失わないような形で、
本人と対話していきたいと思っております。従いまして、学生と支援者との関係が続くための、物理
的・人的環境をつくっていくことが大事だと思っています。
　サポートチーム内の支援者が、それぞれのできることを相互に引き出せるような良好な関係性を常
に保ち続けて、いわゆるコミットメントですね、「私はこういうことができます」ということを積極
的に提案できるような関係性をつくっていきたいと思っています。それがチーム支援の本質なのだろ
うと思っております。
　また、私たちは学生さんとつながり続けることに真剣に取り組んでいこうと思っております。その
ために常に複数のチャンネルを準備するということです。例えば私たちとつながるケースもあれば、
教職員の方がつながってくださる場合もあります。そういう場合においても、どんな状況にあっても
柔軟に対応していくような姿勢を保つということで、一人のつながりに依存するのではなくて、チー
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ムとしてつながることによって、つながり方が変わっていても継続的な支援ができる、そのような形
をしっかりと保っていきたいと考えながら支援を行っております。
　以上です。どうもありがとうございました。
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（西村）　引き続き、私たちの取り組みについてお話をさ
せていただきますので、よろしくお願いいたします。

　まず、この取り組みは、社会性・コミュニケーション
の困難さを持つといわれている ASD の優位な認知特性
をコミュニケーションツールとして活用したプログラム
の開発を目的として始めました。
　特徴としては、参加者それぞれの認知特性が融合する
心地良い異文化交流の場を提供すること。また、プログ
ラム企画の段階から、当事者の方と一緒に実践し、直後
に振り返りを行うというプロセスを取ってきました。ま
た、活動には認知特性を促進する媒介物をコミュニケー
ションツールとして活用していくという点が特徴として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挙げられます。

　ここで「三つの基本障害への疑問」について、私たち
の考えを述べてみたいと思います。時間のない中での発
表なので、非常に乱暴な言い回しになってしまうことを
お許しください。
　まず基本症状の一つとして挙げられる「社会性の障害」
については、コミュニケーションの質的な違いが社会性
の障害に直結するのかという疑問があります。
　「コミュニケーションの障害」に関しては、言語・非
言語的コミュニケーションが個体能力として劣っている
のだろうかという疑問です。

　3 番目の「想像力の障害」に関しては、他者の視点を想像することが本当にできないのかという疑
問があり、新しい場面で必ず混乱は起きてしまうのか、また、こだわりや固執性は想像性を阻害する
のだろうかという問いかけをしてみました。
　このように、高機能自閉症スペクトラム障害の特性として明記されている状態像をもう一度再検討

「ASD の特性を活かしたコミュニケーション・ワークショップの開発
～相互交流の質的分析と行動の変容～」

　　　　　　　　柴田　礼子　　NPO法人　日本エデュテイメントカレッジ　理事
　　　　　　　　ソルト　　　　アスペルガー症候群　当事者
　　　　　　　　西村　優紀美　富山大学　保健管理センター　准教授

84



して、彼らのコミュニケーションの質、在り方を丁寧になぞっていきたいという意図が基本にありま
す。

　従来のさまざまなコミュニケーション指導の方法につ
いての発表がありますが、その問題点を挙げた書物から、
いくつかの点をここに整理してみました。
　まずはじめに、北海道大学の田中康雄先生の文章をご
紹介しましょう。
　従来のコミュニケーション指導は、「社会性・コミュ
ニケーションの『弱み』に焦点化されたトレーニングに
終始したものが多く、概念的な社会的対人場面を切り
取って指導するだけの内容になっており、目の前の学生
の困り事に合わない場合が多い」。

　また、「SST は適切な社会的相互作用と安定した対人関係を築く技能を育てるという点には異論は
ないが、何かしら『欠点を改める』、あるいは『落差を埋める』という視点を感じる」と書いていらっ
しゃいます。さらに、「『技法に引きずられ、その人を不在にしてしまう』という視点は常に留意すべ
きことである」「時にその人にとってセッションのみに有効で、最も現実味のない指示に陥り、バーチャ
ルな成功体験を付与することになりかねない」というような点について指摘しています。

　同じ書物に書いてあるのですが、コミュニケーション
プログラムに必要な観点について以下のような記述があ
りました。
　まず、田中先生は、「生まれながらに持っているかけ
がえのない宝を一人一人の中に探っていき、それを掘り
起こすこと、そしてリアリティを大切にし、社会的スキ
ルが発現しやすい状況づくりをすることが重要である」。
　辻井先生は、「困る行動を矯正するようなプログラム
は効果がなく、むしろ『一緒にやると楽しい』『できる
ことはうれしいこと』というポイントを押さえたコミュ

ニケーションプログラムでないと有効な体験はできない」。
　高山先生は、「集団活動をするためのスキルを学ぶためのではなく、自分の長所と苦手なところ、
他者との違いを理解し、お互いの違いを尊重して協調するプロセスが重要であり、自己理解と自己尊
重が基本である」というような基本的な考え方を示してくださっています。

　私たちの開発するトータル・コミュニケーション・ワー
クショップの目標を達成するための５つの条件を挙げて
みました。①安心して交流ができる場であること。②そ
れぞれの人の価値観が尊重されること。③それぞれの特
性や得意な分野が活かされること。④活動ごとに振り返
りがあり、再び実行する機会があること。最後に、⑤活
動のすべてに役割交換があり、双方向の視点から活動を
眺める機会があること。このような五つのテーマを挙げ
てみました。
　このようなことをかなえてくれるようなプログラムを
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開発するには、今からお話ししてくださいます柴田礼子先生のエデュテイメント理論に基づくワーク
ショップが非常に有効であり、強力なサポートをしてくださるのではないかと思いお願いすることに
しました。
　私は、個人的にはさまざまなコミュニケーション・ワークショップを経験していますが、柴田先生
のワークショップは20年前にお目にかかって、体験して、非常に居心地が良く、他のコミュニケーショ
ン・ワークショップとはまったく異なる性質、プロセスを持っているものでした。本当に私をそのま
ま尊重してくれる感じを体験できたというのが私の印象です。では、エデュテイメント理論について、
今から柴田先生にお話をしていただきます。

（柴田）　日本エデュテイメントカレッジの柴田礼子でご
ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。

　今、西村先生の方からご自身がいろいろなワーク
ショップに参加してくださったということでお話をちょ
うだいしまして、先ほど斎藤先生の方からも音楽という
話が出て、皆さん、音楽教育の人が何でと思われたかも
しれませんので、少しだけ説明させていただきます。私
はザルツブルクのオルフ研究所というところで学んだ人
間なのですが、カール・オルフという作曲家の理念の下、

オルフ教育というものを学びました。もちろんそこは音楽教育の研究所ではあるのですが、音楽を目
的にする教育を行うところではなく、基本的な姿勢としましては音楽を媒介にして、音楽を手段とし
て、いかにコミュニケーションを図っていくことができるか、あるいは人が生きていく上でどのよう
にそれが役に立っていくのか、あるいは指導者としてそういうことが何かプラスになっていくように
指導していく方向性などをたくさん学ばせていただきました。
　その中で、いろいろな方たちと活動を共にしていくこと、小さいお子さん、例えばダウン症のお子
さんなど、いろいろな障害を持っているお子さんともかかわっておりますが、そういうことを通して
学んできましたので、そのことを生かすワークショップができるといいなと思って、西村先生ともご
相談させていただき、そして今回富山大学との共同開発ということでプログラムを作らせていただき
ました。

　では、「エデュテイメントとは？」というところから
お話をさせていただきたいと思います。
　エデュテイメントという言葉は、皆さん聞かれたこと
が少ないかもしれません。エデュテイメントとは、皆さ
んご想像できると思いますが、エデュケーションとエン
ターテイメントの造語です。もともとは PC 用語からき
ているのですが、楽しく学ぶということからきているの
がエデュテイメントという言葉です。
　実際には、それをエデュテイメントソフトのように一
方通行ではなく、双方向のもので、ワークショップに生

かせるような形にしまして、今回、エデュテイメントの活動として構築していったものです。
　エデュテイメントの四つの要素を説明させていただきますと、エデュテイメントでは、センスィビ
リティ、コミュニケーション、クリエイティビティ、エンターテイメントという四つのものを大事な
要素として考えております。エデュテイメントの活動は、この四つの要素を中心に、教育的・心理的
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意味を対象者に分かりやすく伝えていくことを目指している活動です。
　特に重要な点は、その活動におけるすべての人と人との双方向の関係性を持って活動を構築してい
くこと、その場を共有する者同士が互いに学び合っていかれるような活動を目指して、そこに生まれ
る価値を大切にしていくという点にあります。

　次に、エデュテイメントの四つの要素を詳しくご説明
させていただきたいと思います。
　先ほど、センスィビリティ、コミュニケーション、ク
リエイティビティ、エンターテイメントというものがあ
ると申し上げましたが、私どもの中では、センスィビリ
ティ、コミュニケーション、クリエイティビティ、エン
ターテイメントという順番が一応大事だと思っておりま
す。それはどういうことかと申しますと、今、ここでの
話の中心はコミュニケーションなのですが、コミュニ
ケーションの前にセンスィビリティが来るということが

非常に大切だと考えております。
　いろいろなコミュニケーション方法というのが当然ながらございますが、とてもいいコミュニケー
ション方法を用いたとしても、その人の中に、そういうことを受け入れていくセンサーみたいなもの
が高くなっていないと、せっかくいいものが来ても何もうまくいかないということも多いように思い
ます。ですので、まず自分を知ること、センスィビリティというセンサーを高めていくというところ
が大事ではないかと思っております。
　それに至る理由というのがございまして、それを今からご説明したいと思います。

　ドイツ語で大変恐縮なのですが、Sensibilisierung（セ
ンスィビリズィールング）という言葉があります。これ
はもっと聞き慣れない言葉だと思うのですが、もともと
語源的には sensibel（センスィーブル）というドイツ語
からきています。「感受性の鋭敏な」「敏感な」「繊細な」
という言葉からきているものですが、それを動詞にした
ものが sensibilisieren（センスィビリズィーレン）とい
います。それをまた名詞化したものが Sensibilisierung
ということで、「感覚、感受性を鋭敏にする」という意
味になっております。

　ドイツ語圏では、この Sensibilisierung という言葉は教育現場では非常にメジャーな言葉で、子ど
もたちの活動、障害児たちとの活動の中にねらいや項目で必ず入ってくる言葉なのです。
　そして、これは、先ほどのセンスィビリティにかかわってくるものなのですが、活動における媒介
物があってもなくても、その人の感覚を鋭敏にすることであるとか、感受性を高めていくような活動
が伴う場合に Sensibilisierung、あるいは sensibilisieren するという言い方をしております。
　今回、後ほどまた詳しくお話しさせていただきますが、ソルトさんとかかわらせていただく中で、
私たちが非常に大切だと思いましたことは、この Sensibilisierung、すなわち、ソルトさんたちが持っ
ていらっしゃる感覚的なもの、その繊細さみたいなもの、そのことがほかの人たちにも非常に影響を
与えることであり、それがソルトさん達は非常に高いが故に、うまくいけばものすごくいいし、ちょっ
とうまくいかない場面だと大変になってしまう、困難さにつながってしまうというようなことがある
のではないかなと思いました。
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　そのためにいろいろと大変になることもあると思いますが、それを今回のプログラムではソルトさ
んの優位性を生かしたことを中心に考えていきましたので、それがまさに、ものすごくいい面でうま
く応用できたといいますか、活用できたということになるのではないかと思っています。

　次にエデュテイメント理論におけるコミュニケーショ
ンのねらいについてお話しさせていただきます。西村先
生がお話ししてくださいました、トータル・コミュニケー
ション・ワークショップの目標の中にも幾つか、認め合
うということ、特性、得意なことを生かすということが
ありましたが、エデュテイメント理論におけるコミュニ
ケーションのねらいというものを幾つか書かせていただ
いています。
　その中から幾つか抜粋させていただきますと、例えば

「五感を含めた総合感覚を鋭敏にする」「表現媒体の変化
と気持ちの変化に気付く」、あるいは「役割交換をする」「立場の逆転で起きる変化に気付く」という
ことを挙げさせていただいております。そういうことを中心に、従来のコミュニケーションと少し違っ
た形で、表現系の内容を含むということなのですが、そういう表現系のテーマをコミュニケーション
の中で媒介物として使っていくことによって、よりいろいろなものが見えてくるということがあるよ
うに思います。

　では、トータル・コミュニケーション・ワークショッ
プ、具体的なプログラムについて少しお話しさせていた
だきたいと思います。

　今回お話しさせていただくものは、二つあるうちの
2009 年 4 ～ 6 月までやらせていただいたものになりま
す。9 月にも連続 3 日間でやらせていただきました。
　参加者は 1 回目が 9 名で、当事者のソルトさん以外
は幼稚園の先生、音楽関係の方、専門学校の先生、大学
の先生、あるいは高齢者施設の職員など、そういう方た
ちが見えてくださっておりました。
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　次にメニューがどんなものかということをお話しさせ
ていただきます。今回は 5 回でやったものになるので
すが、今回のプログラムも西村先生と相談させていただ
いて、どういうものが適切であるか、どういうものが必
要であるかということを考えた上で、四つのプログラム
を作らせていただきました。
　最初は「自己コミュニケーション分析シートの実施」
で「私とコミュニケーション」という題で作ったもので
す。この後に説明させていただきます。
　それから、「言語・非言語的コミュニケーションの実践」

「知的素材によるコミュニケーションの実践」「コミュニケーションリーダーの役割の実践」という四
つになっております。
　またそれぞれのところでご説明申し上げますが、この四つの中では特に、ただソルトさんが当事者
として一緒に参加してくださるだけではなくて、最後の 4 番の「コミュニケーションリーダーの役
割の実践」というものが今回のプログラムの中でも特筆すべき点ではないかと思っております。

　次に具体的にお話をさせていただきますが、自己コ
ミュニケーション分析シートというのは「私とコミュニ
ケーション」という題で 20 個、「私は」で始まる文章
を書いていただくというものです。この中では 20 の私
ということで、既におやりになったことがある方もい
らっしゃるかもしれませんが、今回は「私とコミュニケー
ション」という題を付けて、ここで書いていただきまし
た。
　それで、その書き上がった文章を一人ずつ紹介してい
ただいて、みんなでシェアするということをさせていた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だきました。

　ここでソルトさんのものを少しご紹介させていただき
ます。ソルトさんはもちろん素晴らしい 20 のものを書
いてくださったのですが、取りあえずその中から三つを
ご紹介して、お話しさせていただきたいと思います。
　「私は周囲に流されない自分の意見を持ち、相手の意
見も尊重できるコミュニケーションが好きだ」「私はお
互いが歩み寄れるように努力し合うコミュニケーション
が好きだ」「私は相手を同一の立場として受け入れてく
るコミュニケーションが好きだ」というものを含めて、
ソルトさんは 20 のコミュニケーションのことを書いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くださいました。
　そのときに、実は顕著に表れましたのが、後で皆さんに見ていただく DVD の中にもそのような場
面が出てくるかと思うのですが、ソルトさんに感化されて、参加者の中で、ご自分のやり方が違うと
いうことがさらに分かったり、あるいはご自分のことを正直に話すような場面が出てきたり、という
ところがありました。
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　では、次に 2 番目の「言語・非言語的コミュニケーショ
ンの実践」というものをお話しさせていただきます。
　プログラムとしては、こちらに書かれているようなも
のなのですが、例えば 1 番の「ハローボディ」というの
は、いろいろな国の言葉で挨拶しながらスキンシップを
図るようなものです。これはソルトさんにとっては、身
体接触なので、少し戸惑いを感じた部分があったような
ものでした。例えばそういうものも「戸惑いを感じるか
ら、じゃあ、やらないのね」ということではなくて、戸
惑いを感じたもの、あるいは「どういうやり方だったら

次の段階で戸惑いを感じなくなるのか」ということも考えて、振り返って、さらにもう一度やってみ
る、また別の形でやってみるということを繰り返ししてまいりました。
　ここだと「ストップ＆ゴー」というもの、楽器が鳴っている間に体を動かして、楽器が止まったと
きには止まるというような、簡単な即時反応活動ではあるのですが、ソルトさんが楽器にすごくご興
味をお持ちだったということもあって、いろいろな楽器をご用意させていただいて、展開してまいり
ました。

　これがちょうどストップ＆ゴーで、反応して動くとい
う場面です。

　では、3 番目の「知的素材によるコミュニケーション
の実践」というところに行きたいと思います。
　こちらは数字ワークショップと写真ワークショップと
いうものをご用意させていただきました。先ほど素材と
いう話が出てまいりましたが、ここでは知的素材という
ことで、数字と写真を取り上げさせていただいておりま
す。DVD の中には、後でお習字の書というものも出て
きますが、このときの最初のワークショップではこの二
つをやらせていただきました。
　なぜ数字と写真を取り上げたかと申しますと、ソルト

さんが、数字がすごく好きであったということ、それから、数字に対してものすごく深い造詣を持っ
ていらしたということ、それからソルトさんのご趣味で写真をいつもたくさん撮っていらっしゃって、
世界中をご旅行なさっているのですが、そのソルトさんの写真がとても素晴らしいので、使わせてい
ただきました。PSNS の方でもソルトさんのコーナーがあります。ですから、ソルトさんの素晴らし
いものをワークショップで生かして、それを展開していくということができたら、もしかしたら彼の
優位性をプログラムに生かすことができるのではないかということを考えまして、やらせていただき
ました。
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　ちなみにソルトさんは 2 という数字を選ばれました。
私たちが簡単に「好きな数字は何？」と言って、適当に
自分の生年月日を言うというようなものではなくて、ソ
ルトさんにとっては数字というのはとても大切なもので
あり、奥が深くて、普通のただの数字では面白くないと
いう感じを持たれるようでした。

　ここでは数字を題材にした活動で、みんなでシェアを
するというようなことをしてきました。

　最後に、4 番目にあります「コミュニケーションリー
ダーの役割の実践」ということをお話しさせていただき
たいと思います。
　ここはソルトさんご自身がワークショップをするとい
うところがとても大事なところで、この前に、実は私が
写真ワークというワークショップをやらせていただいて
おります。それをソルトさんに参加者として体験してい
ただいた中で、どれがご自分にとって合うのか、しっく
りくるのかということを判断していただいた上で、一緒
にソルトさんと考え、このプログラムを完成させました。

　次に、ソルトさんの写真をここで少しお見せしたいと思います。
＊＊＊写真上映＊＊＊
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これは私がソルトさんに「ものすごくたくさんある写真の中から、ソルトさんにテーマを選んでいた
だいて、そのための何枚かの写真をご用意してください」とお願いしました。
　それでテーマとして選んでくださったのが、「日の出と日の入り」というテーマで、このお写真を
選んでくださいました。世界各国の日の出と日の入りの写真です。
　これを、今このプログラムにもありましたように、写真パズルにして遊んでみたりとか、これに対
して音を出してみたり、詩を書いてみたりというような形で、この写真から喚起されるイメージを展
開していくということをプログラムとしてやっていきました。

　続いてお話しさせていただきたいと思うのですが、ソ
ルトさんが、もしかしたら今、ワークショップをやって
いる図が出るかもしれません。
　ソルトさんは、どんなプログラムをするといいのか、
どういうことに気を付けたらいいのかということを、す
ごくきちんと明確に理解してくださって、結果、とても
すてきなワークショップをしてくださいました。
　これは写真パズルというものを参加者の方に、隠した
写真パズルがどんな写真なのかということを見ていただ
いている場面です。

　最後のまとめとして、「指導者から見た今回のワーク
ショップの注目点」ということについて、お話しさせて
いただきたいと思います。
　今回のことを受けて思ったことが幾つかあります。そ
の一つに「一つ一つの活動に真剣に取り組み意見を述べ
るソルト氏の影響を受けて、ほかの参加者が自己開示的
になり、グループダイナミクスに変化が見られた」とい
うことがございます。普段のワークショップで同じこと
を何年もやっていらっしゃる方がいて、今まで出てこな
かった面やその方の違う面が、ソルトさんが当事者とし

て入ったことによって非常にいい形で出てきて、それをまたシェアすることができたということが非
常に良かったこととして挙げられます。そのことによって、お互いにとって意味があるものがそこに
出来上がり、グループダイナミクスに変化が見られたと思います。
　それから、「表現活動の中では、唯一決まった正解というものがなく、個々の解釈の多様性が創造
性として受け止められた」ということも出てきました。「特に、当事者が持つ優位性は、非常に創造
性が高いものとして称賛の対象になった」ということも特筆すべき点だと思っております。
　それから、誰にでも苦手な表現媒体はありますが、アプローチ方法の工夫によって実感が異なって
くることが分かり、従来持っていた不得手の軽減または削減につながっていくということもありまし
た。
　それから、振り返りの中で、承認する、承認されるという双方向の承認行為を体験することで自己
存在感を味わうことができて、自己肯定感、自尊感情を満足させるという結果が得られたのではない
かと思っております。
　すみません、早口でしゃべってしまいましたが、これで私の報告は以上になります。ありがとうご
ざいました。

92



（ソルト）　こんにちは。引き続き発表させていただきます、当事者のソルトと申します。
　先ほど斎藤先生からご紹介いただきましたが、会社を含めまして、自分自身の診断ですとか障害を
公の場ではカミングアウトしておりませんので、ハンドルネームの「ソルト」という形で発表させて
いただきますが、ご了承ください。
　発表します内容は、柴田先生からご説明がありましたワークショップに私自身が参加したことで、
私自身がどのようなことを体験できて、どのように考えて、どういう新しい視点を得ることができた
かということを中心に述べたいと思います。
　まず最初に、20 の「私とコミュニケーション」での私の発表です。

＊＊＊ビデオ上映＊＊＊

　参加者全員が「20 の私とコミュニケーション」について発表し合い、意見交換をしました。私は
自分自身の実体験を元に、自分なりに書いてみました。実体験から得たものですがすべてに共通する
様な内容にまとめました。 
　自分自身、あらためてコミュニケーションについて考えたことがなかったのですが、20 の文章を
考えているうちに、自分のコミュニケーションに対する定義付けができたように思え、このように文
章にしていく活動は自分に合っていると感じました。 
　他の参加者の話を聞くと、一つ一つが具体的でその場の状況に限定された内容が多かったのですが、
私の文章はすべて概念的な内容になっていました。もっと具体的な内容を書けば良かったと思いまし
たが、その元には実体験があるので、皆さんから、「そのままでいいよ」と優しく言ってもらい安心
しました。 
　私の発表に対して他の参加者から感想を聞く事ができましたし、お互いの文章を照らし合わせて意
見交換をすることができました。お互いに意見を出し合う事で相互に学び、理解を深める事ができた
ように思います。 特に、ある参加者から、「自分の困っていることをソルトさんの文章を聞いて、解
決策が見つかった」と言っていただき、互いに学び合うコミュニケーションが 実現できたとうれし
く思いました。 

＊＊＊ビデオ上映＊＊＊

　数字に対して私は小さい頃から愛着心があり、よく電卓で遊んでいた事がありました。 また、自
然科学にも興味があり、それらに関係する数字はどんどん吸収して覚えていきました。それが楽しく
て仕方がありませんでした。 
　このワークでは、それぞれ好きな数字を選び、選んだ数字から連想することを思い浮かべ、それを
お互いに発表しました。他の参加者は、ご自分やご家族の誕生日などにまつわる数字を挙げていた例
が多かったと思います。ですが私は数字というと真っ先に自然科学の類の数値を思い出します。今回
は「０から９」の数字から一つを選んでの発表でしたが、私は「２」を選び、２にまつわる話を集め
て発表しました。

＊＊＊ビデオ上映＊＊＊

　ここからは、私自身がファシリテーターとしてワークショップを行った場面を流しています。ワー
クショップは、写真を題材にしてさせていただきました。こちらは写真を段ボールに貼りまして、そ
れをばらばらにしてパズルを作って、それをみんなで組み立てているところですが、そのようなさま
ざまな課題を柴田先生と一緒に考えて、みんなと一緒に取り組みました。その場面です。
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＊＊＊ビデオ上映＊＊＊

　ここでは楽器を使って、写真をポエムで表現しています。

＊＊＊ビデオ上映＊＊＊

　このような形で、皆さんに私自身が撮った写真を楽器や媒体を使って表していただきました。やは
り皆さんの発表、考えていることなど、表現方法などがさまざまだということをこういう場で共有し
合うことができました。
　ここでは私自身が撮った写真を紹介しています。

＊＊＊ビデオ上映＊＊＊

　ファシリテーターとしてワークショップをさせていただいた場面を紹介させていただきました。こ
の場を通じて、写真や楽器などを媒体としまして、お互いの感覚を出し合って理解し合い、共有でき
たというのは、本当に自分自身うれしくて、お互いのコミュニケーションをしっかりかみ合うことが
できる場だったのかなと思っております。お互いというのは、もちろん私と、発表してくださった方々
だけでなく、発表者同士も一緒にコミュニケーションをかみ合わせることができたので、このような
ストーリーを作ることができたのかなと思っています。

　続きまして、書のワークショップについて紹介
させていただきます。こちらのワークショップで
は、初めに柴（筆の毛の部分）をはしに束ねまし
て、自分たちでたこ糸を使って筆を作るところか
ら始めました。私自身、どのような筆を作ろうか
ということを考えて、ちゃんとしたものを書きた
いと思ったので、毛先などに非常に神経を使いま
した。
　どうしても書といいますと、私の中では書道・
図工・美術のようなものぐらいしかなかったので、

その概念にとらわれた自分がそこにも表れていたのかなと思っています。その分、ほかの方に比べて
ユニークさがなく、例えば奥の方ですと、非常に毛先が広く、ほうきのような幅が広い筆になってい
まして、私には全く想像ができなかったところです。
　ここではパートナーを組みまして、声に合わせて筆を動かすという形で作業を進めました。パート
ナーの話している声を自分自身が筆に表しているのですが、そういうときの息の合わせ方というのは
非常に難しかったです。そのうちに、どうでもいいやという感じで、本当に思うままに、だんだん縮
こまっていた自分の筆の動きを大きくダイナミックに表すことができ、紙全体を使って書き表すよう
な、自由度が広がるような活動に自分自身もなってきました。
　ここでは各自、書のワークの中で、自由に書くということで、最後に書いた人の最後のところから
書き始めるという形で、リレー方式のような形で作品をみんなで作っています。テーマはフリーで、
本当に何でも大丈夫です。人によってはこのような形で墨を垂らして書いたり、大きく本当にはみ出
るぐらいの感じで書いている方などさまざまで、そこでも私自身は「こういう書き方もあるんだな」
ということを知りましたし、そういう感覚があるということも私には新鮮でした。
　ここでは各自が書いた作品を自分の好きなところを切り取っている作業です。この切り取ったパー
ツを後で作品にして、グループで発表することになります。
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　書のワークショップの発表ですが、ただみんなが全員の前で発表するというわけではなくて、書の
作品のミュージアムに来館者、今回は柴田先生なのですが、柴田先生がいらして、来館者の方に対し
て発表する、という前提で発表の準備を行いました。
　ここはその各自切り取ったパーツを持ち合わせて、グループごとに話を作っているところです。話
し合いながら、本当に無から有を作るという形で、何でもよかったのですが、私自身は無から有を作
るところが非常に苦手で、創造性などが非常に苦手でしたので、初めのうちは皆さんに合わせました。
途中で、この絵を切り取っているところが私自身には星の爆発といいますか、宇宙のように感じるこ
とができまして、「宇宙はどうでしょう」とこの場で話したところ、皆さんが理解を示してくださっ
たので、どんどんそこから話が進んでいきました。

＊＊＊ビデオ上映＊＊＊

　ここではビッグバンをイメージして話を作り、進めました。やはり私が宇宙と言ったのがきっかけ
で、私がほぼ動かしてもらったのですが、皆さんが一緒に協力的になってくださったのが自分には非
常にうれしかったです。
　ここで発表です。

＊＊＊ビデオ上映＊＊＊

　自分で見ていると恥ずかしいですね（笑）。
　最後、私のおなかに着陸しまして、おなかがへこんでしまったというところです。
　DVD は以上になります。やはりこのように皆さんと一緒に協力し合って話をまとめるというよう
なところも、自分自身、非常に新鮮だったのですが、私が仮に、例えば「宇宙はどうでしょう」と意
見を出したときに、「えー？」というような意見が出ていたら、私は表に出ることなく話を止めてい
たと思います。やはりこういうところでも皆さんとお互いの感覚とか、考え方を共有し合いながら、
一緒に気付いていくということができたのかなと思って、自分自身、本当に楽しませていただきまし
た。

　ワークショップ全体を通じてですが、結論としまして、私自身は非常に楽しませてもらいました。
ワークショップをやる前なのですが、「自分が浮いてしまわないか、みんなの輪の中に入れないので
はないか」というようなことばかり心配していましたが、いざ参加させてもらいましたところ、皆さ
んが受け入れてくれたので、それが非常にうれしかったです。
　ちょっとスライドにはないのですが、引き続き述べさせていただきます。
　「私とコミュニケーション」という形で 20 個書いた場面では、みんなが一人一人、コミュニケーショ
ンに対する見方が違いますし、「違っていていい」というコンセプトがその場の前提としてあったこ
とが非常に大切だったのかなと私自身は思っています。それは違った者同士がお互いを理解しようと
していることができていることでもあり、そういう下でやっていることが理解のコンセプトになって
いて、全体の士気を高めているのかなと私自身は感じました。「違っていていい」という前提が仮に
ないとすると、私自身、その場にいて浮いてしまったりして、大変になってしまっただろうと感じま
した。
　コンセプトがしっかり根底にあれば、自分自身は負担を全く感じませんでしたし、そういう人の集
まりだからこそ、私自身も仲間に入ることができて、「表現しよう」という気持ちになれたのかと思
います。逆に、仮にもう出来上がっているような世界で、その場の中での正解があり、よそ者排除と
いうか、よその者が入りにくいような場であれば、逆に私は溶け込むのが大変で、一緒に活動するこ
とが本当にできないのではないかという苦手意識が自分自身にあったかと思います。
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　次にワークショップでは、先ほど柴田先生が述べられましたように、活動ごとに、その活動に関し
ての説明、目的の意義、解説をしてくださいました。そのような一つ一つの目的や意義がはっきりし
ている上で私自身は取り組めたので、そこも自分自身にとって非常にプラスだったのかなと思ってい
ます。
　やはり、ほかの参加者の気持ちを一緒に聞くなど、そういうことがあって分かった上でのワーク
ショップだったことで、自分自身も肩の力を落として気軽に参加できましたし、ほかの方の意見も聞
くことができました。
　私自身、ほかの参加者の方の意見ですとか、どういうふうに感じているか考えを聞くというのは非
常に興味があります。ほかの方も私に対して、当事者の一人としてどういうふうに考えているのだろ
うかと非常に興味を持ってくれまして、そういうところもかみ合ったのかなと私自身、思っていま
す。それが分かった上で、もう一度、仮に今後ワークショップを行うことができれば、また違った経
験を自分自身得られると思いますし、何をしても否定されないというか、よほど外れたことのない限
り否定されないという安心感が相互にある上なので、それを共有し合いながらワークショップを体験
できることが自分自身にとってプラスですし、そういうことを私自身も自分の生活の中に取り入れて
頑張っていきたいと思います。
　では、最後に考察です。先ほど柴田先生や西村先生の発表にもございましたが、身体、五感を通じ
て活動してきたことで、実際に体を使って、感覚を使って行ってきたことについてどうだったかとい
うと、最初は自分自身、考えと動き、身体と五感、頭というのが本当にばらばらだったのです。今ま
でを振り返ってみますと、自分自身が生活の中で考えと動きを結び付けるような機会があったとして
も、自分自身があまり意識して取り組まなかったということもありますし、そういうことが感覚的に
一般よりも劣っていたから、そのようにばらばらだったのかなと思いましたし、苦手意識が自然と自
分の中にあったのかと思います。けれども、今回のワークショップを通じて、身体、五感、頭のそれ
ぞれがつながっているということを感覚として覚えることができました。
　次に、実行したことで分かった自分自身の感覚を振り返ってみましたところ、例えば得意な面、一
人の作業や写真、一方で不得意な面、共同作業やスキンシップ。スキンシップは今回 DVD には出て
こなかったのですが、そういう得意な面と不得意な面がはっきりしていたということが、あらためて
自分自身で認識できました。けれども、不得意な面も場数をこなすことによって、徐々にですが慣れ
てきて、自分自身の抵抗がなくなっていった感じは分かりました。
　他者との活動やワークショップで、お互いの思考や言動の情報を共有することで、自分自身の幅が
広がりました。「こういう考えもあるのか、ああいう考えもあるのか」ということを本当に自分自身
も初めて勉強できましたし、逆に相手の方も、私自身の考えや言動が勉強になったようで、本当にお
互いにとってプラスだったのかなと思っています。
　そのように、他人の思考や言動を通じて、新しい感覚や考え方を勉強する機会を得ることができま
した。最初はとても緊張していたのですが、何回も場数を踏むことによって、ゆとりなどを徐々に感
じることもできましたし、そういうゆとりなどから、最後の方は書のワークショップでもあったよう
に、大きく動きを表現したり、自分自身がどんどん進んでストーリーを作って、宇宙の発表を柴田先
生にしたりというようなこともすることができました。
　今回のワークショップに取り組む前、私自身は自分に自信がないとか、恥ずかしがり屋ということ
もあったので、ゆとりを持つ事はないな、と思ったのですが、場数を踏んできて、皆さんの理解を得
られたおかげで、体の力が抜けてゆとりをもって取り組めることができたのかなと思っています。
　最後になりますが、やはり自分・他者に対して共に、自分自身のこだわりを捨てる。何があっても
いいし、何でもいい。お互いのあるがままを大切にして、自他尊重ができる自分になることが大切な
のかなと思いました。
　私の発表は以上です。ご清聴どうもありがとうございました。
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（西村）　まとめに入ります。

　今回のワークショップは、総時間数として 48 時間に
も及びました。その中でどの部分を DVD に収めるか非
常に悩み、今夏の 20 分間のダイジェスト版を作成しま
した。端折っているところが多いのでわかりにくいとこ
ろもあったかと思いますが、少しは雰囲気を感じていた
だけたかと思います。

　今、ソルトさんがおっしゃったことをまとめたものが
次のスライドです。ワークショップ全体を通して得られ
た結果です。
①「ソルト氏は、身体的コミュニケーションの場面にお
いてファシリテーターの言語的指示を活動の目的ととら
える傾向があり、他の参加者はプロセスを活動目的とと
らえる傾向にあった」。
　これはソルトさんと振り返りをしたときに話をされた
のですが、学校教育の影響があるのではないかというこ
とです。教育の場では、「何とかを作りましょう」とい

う課題が出た場合、「完成度の高いものを作らなければ」と思ってしまいます。このこと自体ストレ
スがかかり、作るプロセスを楽しむどころではなくなるかもしれません。しかし、「どんなものを作
ろうかな」と考え、みんなと一緒に作るプロセスを楽しめるということ、そういう向き合い方をする
ことがソルトさんはなかなかわからなかったといいますが、何回か繰り返し行っていくうちに、最後
のセッションでは、「結果には別にこだわらないで、やっちゃっていました」というソルトさんになっ
たのですが、そういう向き合い方の変容は非常に私たちも楽しかったし、ソルトさんの緊張感が解け
ていくのがよくわかりました。
　②「言語的表現、非言語的表現の厳密さが、コミュニケーションにおいて戸惑いとして現れる場合
があった」。
　柴田先生の発表にもありましたが、私たちがいかに言葉をあいまいに使っているか、そしてだから
こそ、社会の中でうまくやっていられるかということを感じます。ソルトさんは言葉の意味を非常に
厳密に捉えて受けとめるので、言葉の一つ一つに引っかかってしまうところがあるようです。でも、
他の参加者は引っかかっていないというところで戸惑われたのです。しかし、③「言語的にシェアし
合うこと、体験を繰り返すことによって、場のコンテクストが理解され、安心感に変わっていきまし
た」。言語的理解の厳密さにより、戸惑う場面もありましたが、だからといって誰もそのことを責め
ることはありません。むしろ、自分の発想を面白いと思ってくれる人がいて、そのような雰囲気の中
で、自分も他の人の発想を面白いと思えたのです。そのような相互に相手の考えを認め合う空間だと
わかったらこそ、結果だけにこだわらずに参加できるようになったような気がします。
　④役割交換は自分の視点と他者の視点を、立場を換えて体験することができるという意味で非常に
有効でした。自閉症スペクトラムの方は他者の視点が持てないといわれ、さまざまなコミュニケーショ
ンスキルのトレーニングがありますが、このワークショップでは相互に対等な関係性の中でお互いに
他者の視点を体験することができます。
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　また、⑤「活動には繰り返しが必要であり、繰り返されることによって、リラックスした状態で参
加できる」ことも体験してわかっていったことです。やってみて、失敗しても次やればいいのだと思
えるような、そういうことが保証される場であれば、彼らの戸惑いも解消されていくのではないかと
思います。

　⑥「関心のある『数字』と『写真』を随所に取り入れ
たことで、ソルト氏のグループワークヘの積極的関与が
見られ、他者とのコミュニケーションが量的・質的に変
化した。興味・関心や好奇心が勝ると苦手意識が解消し、
活動に集中できた」。
　ソルトさんは身体表現が苦手だとおっしゃっていまし
たが、2 回目のワークショップで、パオパブの木の写真
がありまして、ペアになった人と二人で形態模倣をする
という活動がありました。二つの木がねじれて絡み合っ
た、ちょっとセクシーな木でした。それをどうやって身

体表現されるのかと見ていましたら、即座にペアの人と腕を組んで上体を曲げた形を作ってくれまし
た。きっと、ご自分の撮られた写真ですから、その木の形態のおもしろさを感じてカメラに収めたと
思います。その想いを身体表現として表すことは、難しいことではなかったのだと思います。
　⑦「弱み、つまりちょっと苦手な活動に関しては、他者をモデルにして実行していました」。わか
らないことに関しては積極的に他者をモデルにして模倣するということを上手に選択していらっしゃ
います。よく、模倣は苦手だと言われていますが、やはり模倣を的確に日常の中でツールとして活用
していらっしゃると感じました。「直接体験を通して得た現実的直感や感情を振り返り、他者との対
話によって自分自身の体験を言語化することができた。そこで得られた知識をもとに再び実行すると
きに初めて、自分自身の強みを発揮し、コミュニケーションを楽しむことが可能になった」と思われ
ます。新しい知識創造するためのプロセスをきちんと辿っていらっしゃるという印象を持ちました。
　⑧「活動の流れをつくるファシリテーターの役割を経験することによって、活動全体を俯瞰する機
会を得ることができ、あらためて参加者としての自分を対象化し他者とのコミュニケーションの在り
方を振り返ることができた」ということが挙げられます。
　一般的に、発達障害の方たちを支援する際に、本人がいつも援助される側ではなく、援助する側、
たとえばボランティア体験が非常に有効であると言われています。今回のワークショップでは、ソル
トさんにファシリテーターの役割をしていただきました。それまで柴田先生がワークの中で強調して
きたこと、エデュテイメント理論を充分に理解して、ファシリテーターの役割を果たしてくださった
と思います。

　最後にこの取り組みについてまとめてみたいと思いま
す。「１．活動は当事者の特性のみを生かすだけでなく、
グループ構成員が持っているそれぞれの特性が尊重され
る機会となった。すべての構成員がそれぞれに尊重され
ることによって、より活発なコミュニケーションの場が
生まれ、かかわりの質が深まることが実証された」。い
つも誰か一人が大切にされ、その人のためだけに活動が
行われ、後の人は我慢するというのは違うのではないで
しょうか。すべての人がそれぞれに平等に尊重されなけ
れば、みんなにとって心地良い空間ではありません。
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　「２．趣味やこだわりの世界を共有して人との関係性を築くという方向性は、コミュニケーション
を活性化させるために非常に有効であった」。自閉症スペクトラムの世界観、あるいはソルトさんの
世界観が凝縮されたものを媒介物、コミュニケーションツールとして活用することによって、より深
い相互理解ができたように思います。
　最後になりましたが、「３．トータル・コミュニケーションワークショップは、それぞれの解釈の
違いそのものが尊重されるので、個性・特性がポジティブに受け止められ、そのことを通じて自己存
在感を実感することができ、自尊感情が高まっていく機会となった」と思われます。

　さて、また最初に戻って三つの基本障害の解釈を再度
まとめ直してみました。
　「社会性の障害」は、「多様な価値観が尊重される場で
は、コミュニケーションの質的な違いは、相互理解を促
進する要素となった。」と言えるでしょう。
　「コミュニケーションの障害」は、「言語・非言語的な
厳密さがコミュニケーション上の戸惑いになることはあ
るが、場のコンテクストが説明されれば混乱は解消され
る。」ここでは、コミュニケーションとは何かという概
念的なことを再度まとめ直してみていく必要があると思
われます。

　「想像力の障害」は、「他者の気持ちを想像することが苦手なのではなく、むしろ直感的に感じ取っ
ていることが多い」。これはこのワークショップでソルトさんの様子を拝見した時にそう思ったので
すが、同様のことを支援室で発達障害の学生の支援をしているときに、日常的に感じるのです。瞬間
的に相手の気持ちを想像するというか、自分都合だけではなく、相手の都合や状況を同時にぱーんと
思いつくようなのです。両方の考えが同時に浮かんでくるので、行動が止まってしまうことがあるよ
うな気がします。また、「こだわりや固執性は、創造性を尊重される場面ではコミュニケーションを
促進する」ということもワークショップの中で見られました。このようなことを考え合わせると、発
達障害のコミュニケーション上の障害とは個体としての障害ではなく、その場や相手、他者との関係
性の中でできてくる現象であり、彼らのこだわりや特性は障害として見なすのではなく、むしろそれ
がコミュニケーションを促進するものになる可能性があるということが明らかになったと思います。
このような取り組みを通して、高機能自閉症スペクトラムの認知特性を活かしたコミュニケーション・
ワークショップは、コミュニケーション教育として有効であり、自尊感情を高めつつ自己理解を促進
するためにも有効なアプローチであると考えます。

　最後に今後の活動予定をお伝えします。①「当事者一
人一人の特性に対応したプログラムを随時開発し、実践
を重ねていく」。ご本人が持っている世界観、こだわり
の世界は、人それぞれ異なります。柴田先生は、参加者
によってプログラムを柔軟に変えていくのです。それが、
エデュテイメント理論の基本にある手法です。今回はソ
ルトさんが参加されたのでこういうワークショップに
なったわけですが、違う方だったら今のとは異なるワー
クショップだったでしょう。しかし、基本となるところ
は同じで、一人一人個性的な彼らに対してプログラムを

開発していくわけです。何か既存のものを当てはめるのではなく、一緒に開発していくつもりでおり
ます。
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　また、現在、支援室で行っていることなのですが、個別面談を重ねていくうちに「自分のことをも
うちょっと知りたい」と言う学生もいます。そのときに、このプログラムを個人用に直して活用して
います。今後も小集団でも個別でも行えるプログラムを考えていきたいと思います。
　③「ピア・サポーター養成プログラムとして位置付け、授業でプログラムを展開していく」。この
写真は、富山大学で柴田先生にしていただいた授業風景です。一般学生が対象なのですが、そういう
中で、発達障害の方たちの心地良いコミュニケーションを楽しむことができるピア・サポーターを養
成したいと考えていますし、養成のためのプログラムとして取り入れていきたいと考えています。
　今後は「トータルコミュニケーション支援室を利用する学生を対象に、小グループのワークショッ
プを開催し、心地良いコミュニケーションの場を提供していきます」。現在、ある女子学生が、大人
である私たちとしゃべるのも楽しいのだけれども、同級生と話をしたいというので、「しゃべり場を
つくって」と要望しています。そういう時にもこのようなプログラムを活用していけたらと思ってお
ります。
　以上、開発についてのご報告をさせていただきました。ありがとうございます。
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指定討論

（斎藤）　それでは、ただ今から指定討論者の上野先生に「トータルコミュニケーション支援室での発
達障害学生支援の実践」と「ASD の特性を活かしたコミュニケーション・ワークショップの開発」、
この二つの講演に対して、コメントとご質問をいただきます。その後、フロアからの質問を受け付け
て総合討論としたいと思いますので、時間の許す限り、活発な討論をお願いいたします。
　それでは上野先生、お願いいたします。

（上野）　一日お疲れさまでした。午後、私もお話をした後、二つの発表見せていただきました。
　提案に代えて、まず二つ、私の感想を述べたいと思うのですが、いろいろ障害ということがあって、
それをどういうふうに克服していこうかという考え方がありますよね。少なくともいろいろな方法が
あって、特に自閉症スペクトラム関係に関しても、歴史的には 66 年の歴史があるのです。なぜ 66
年かというと、僕が 66 歳だからです。自閉症というのは 1943 年にカナーが報告した年は私が生ま
れた年なのです。だから私の年譜は自閉症の歴史でもあるわけで、大変分かりやすい、それだけのこ
とです。私が物心ついてから、自閉症に関する理解や、それこそ高い自閉症の方もいるなど、たくさ
んの方法が出てきて、抱っこ療法であったり、水療法であったり、クルミを食べるとよかったり、ど
んどん消えていく。その中で残っているものの中に、TEACCH プログラム、行動分析など、いろいろ
な方法があります。
　今日、私のプレゼンテーションの中に、イギリスでは SEN という考え方の中で、自閉症というの
は言語とコミュニケーションの障害としてとらえるのだというのがあったと思います。そういう点で、
私は正直言って、自閉症って何なのだろうかと。それは私の課題でもあるのです。私は LD の専門家
だとおっしゃる方がいるけれども、それは間違いで、私は知的障害も、自閉症も、LD も、そういう
人間の特徴に対して、自分自身も関心をずっと持ってきているということです。
　さて、もう指定討論の時間、たくさんはありません。15 分ぐらいと言われていますので。
　実は作家の市川拓司さんという人と、ここのところ、いろいろな情報の交換をしているのですが、
彼が「自分はアスペルガーって人に言われた」というのです。僕は「アスペルガーの人は、いわゆる
小説家には無理じゃないか。だからあなたはアスペルガーじゃない」と言ったのです。なぜかというと、
僕も小説家になりたかったのだけれど、なり損ねたので、やすやすとなられては困るというのが実は
あったのです。その代わり「あなたは字が下手だから、ディスグラフィアなのは間違いない」。書き障害。
それから、あなたは小さいときから、小学校でも得意技が床をはいずり回るほふく前進と書いてあっ
たり、「歌うお兄さん」なんてあだ名があったり、おしゃべりです。4 時間ぐらい平気でしゃべり続
けることもできます。私と似ているところが多く、彼は ADHD であることは間違いない。
　だけど、私はついこの間、医学書院だったか、アスペルガーの方の『発達障害当事者研究』という
本の書評を書いてくれというので一冊読んだのです。それから、高森（こうもり）さんというアスペ
ルガーの世界で大変著名な方がいて、彼とも対談をしたり、お付き合いもして、いろいろなトラブル
に巻き込まれたりしたこともあって、ますます「アスペルガーとは何なのだろう」と考えることもあっ
たのです。
　結局、私の今の正直な気持ちは、アスペルガーという人たちは、例えば今出ていますね、西村先生
の、自閉やアスペなどを理解するときの、一つの自閉症スペクトラムの三つ組みと呼ばれる診断の基

【第二部】

発達障害学生支援の最前線
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本形。この一番最後に「想像力の障害」とあるでしょう。あるいは「イマジネーションの広がりのな
さ」というのです。私はそういうものを、私なりにも、非常に狭いと。だから小説家というのは、誰
でも自分の人生を一つは小説にはできるけれども、優れた小説家は次々とたくさんの人生を書にでき
るわけです。しかも、宮部みゆきさん、村上春樹さんなどもそうだけれども、どうも一つのスタイル
だけではなくて、あれも書いたりこれも書いたりと、移っていったりするのです。それはすごいアビ
リティだと思っているので、だから僕は嫉妬しているのですが。
　だからこそ、イマジネーションの広がりという、そこに障害がある人がどうして小説家などになれ
るのだという思いがあったわけです。ところが『発達障害当事者研究』を読んだとき、その主人公の
方があるところで「確かに私は人となめらかに会話はできないかもしれないけれども、夢の中だった
ら、頭の中だったら、誰とでも話ができるし、木や石や草とも話ができる」と書いてある。私はそれ
を読んだときに、ちょっと分かった気がしたのです。がつんと。
　何かというと、私たちが自閉症と呼んでいる人たちは、イマジネーションにものすごい障害がある、
狭いなどと診断にはあるけれど、この人たちは逆にイマジネーションの深さで勝負できるのではない
かと思ったのです。「想像力の障害」と言うけれども、それは私たちと違う想像力のスタイルを持っ
ているのであって、つまり彼らは深さを持っている。深さで勝負している人もいる。
　市川拓司さんは、例えば現実の世界と黄泉の世界を行ったり来たりするのです。死んだ奥さんが出
てきたり、帰ってしまったり、友達に会いに行ったりというところもあるのです。そういうスタイル
も多いですね。これは彼自身も言うのですが、「マジックリアリズム」といって、そういう仮想の世
界に対してすごく深い想像力を持っているのです。それをもって、私たちは「広さがないから障害だ」
と言っているところがあるのではないかと気が付いたわけです。今、私が分かっているのはそのこと
なのです。
　そんなふうに思って、この 3 番目のところに対して、私は前からちょっと気に入らなかったわけ
です。今日、この 1、2、3 を見せていただいて、もう一つ学んだことがあるのです。基本障害とい
うけれど、それは僕らから見たというか、平凡な人たちから見たら障害かもしれないけれども、これ
を障害と言っていいのと。つまり、社会性に対する一つの特性を持っている、あるいはコミュニケー
ションに対して、普通のぼんやりしている人たちとは違う鋭さや特性を持っていると考えられるので
はないかと。西村先生の自閉症のスライドを見てそう思ったのです。
　彼らのそういう特性に初めて気が付くと、「なるほど、そういうふうにすれば相互理解も促進する
んだな」とか、「コミュニケーションの障害」と書いてあるけれども、それは逆に言えば、例えば文
章などでも、文の意味よりも行間の意味などと言うでしょう。自閉の人は、例えば「お風呂を見てき
て」と言うとお風呂は見に行くのです。それで「何て分からない子だ」というけれど、言われたとお
りのことをやっているのです。ただ、行間の意味とか、ほかの約束事を思いついていないだけで、極
めてまじめなのです。
　そうすると、ここにもあるように、厳密さというものがかえって戸惑いになっている可能性もある。
だから「空気が読めない」などと言うけれど、空気が読めないということも、正確に読もうとする人
にとっては、空気はかえって読めないのです。
　そういうふうに考えると、私たちが障害と言っていて、「あなたは私たちとは違う」と言っている
のだけれども、それは一つの特徴ではないだろうかという考え方があって、この自閉症の診断基準の
1、2、3 で、僕は 3 のところで引っ掛かっていたのだけれど、1 も 2 も、みんなそうではないかと思っ
たのです。
　一つ言いたいのは、万能の治療法はありません。けれども、今、私たちがこの現代で、彼らだけで
はなくて、みんなが求めていることがあります。一つは居心地の良さとか、居場所とか。そういう約
束事が今はどんどん減ってしまっていて、みんな子どもたちも家の中でも挨拶しない。あるいはご飯
を食べたときに「いただきます」と言ったら、あるお母さんが「給食費を払っているので、別にいた
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だいているわけじゃない。こじきじゃないから、いただきますなんて言うな」と文句を言ったりする
のです。そういう世の中なの。だから余計、自分のスタイル以外のものを全部排除するという考え方
が強い。
　そういうことの中で、ある意味でこういう自閉症という人たちが、急に増えたわけではなくて、も
ともと人間はいろいろな特徴があるのだけれども、そういう人たちが異常にはじかれる世の中なのか
なと思うから、今日のトータルコミュニケーションというのは、ある真実を幾つか持っているのです。
例えばそこでは相手を批判しないとか、非常に自由な表現などをみんな受け止めてみましょうとか。
そういう点では、私たちが普段持っているいろいろな垣根を取っ払ってみるとどうなるのというやり
方で、だからこれは、その人たちにとって新しい体験というだけではなくて、そうでない人にとって
も新しい体験のような気がします。
　本人だけではなくて、これは支援者にもプラスになりますよとか、いわゆる教育というのはあるゴー
ルがあって、それに到達させようとする。それ以外のものはどうもあまり感心しないという、非常に
強制力があるから、逆に「僕のやり方でやっちゃ駄目なの？」という子にとっては非常に居心地が悪
いわけです。
　今日この中で何人かの人は居心地が悪いかもしれませんね。「僕はちょっと」と。それでいいのです。
でも、やってみたいなという人もいるし、先生方は「楽しくなければ本物ではないよ」と言う。そう
でしょう。それから、相互理解、対話、居心地とか。最後の形を求めるのではなくて、そのプロセス
を味わうというのかな、そういうことが、この中にあるのだなということを感じました。
　そういう中で、僕が割と好きな言葉というのは、障害というのは、「障害を克服して」という言葉
よりも、そういう障害が非常に飛び抜けた個性があると、ある意味ではほかのところがほかの人と違っ
て目立つ、伸びる、そういうこともあるのかなと。
　不思議なことに、私は高森さんと話したときも、最後の結論は「みんな丸くなれ、丸くなれと言っ
ているようだけど、とんがっていたっていいじゃないか。コンペイトーみたいな生き方でいいじゃな
いか」という結論に達したのです。同じように市川さんとも、僕たちは確かに、お互いに自分の方が
ちょっと軽いのかなと思っているのですが、それでも、そういうとんがっているところがあることが、
それを面白いと言ってくれたり、魅力だと言ってくれる連れ合いがいたり、そういうこともあるのか
なと。市川拓司さんは「アスペルガーの人と ADHD の人は夫婦になると合う」とか、そんな印象も
あるようです。
　そのようなとらえ方というか、マイナスだけでとらえるのではなくて、私はちょっと居直ってみた
いなという感じもあるのです。だから、障害があれば非常にほかの人とは違った特徴がある、良さが
伸びやすいとか。それは大切なことです。
　あと、もう一つあります。これも大事なことです。11月初めに仙台でLD学会のシンポジウムがあっ
たのです。その中の実践で、ある町で自閉症のお子さんがいて、その子が、例えば自分の赴くままに
行動してしまうわけです。きれいなものについ手を出してしまうし、パンでも後でお金を払えばいい
ということなのだろうけれど、ちょっと食べてしまったりといろいろトラブルが多いので、「この子
は自閉症です。こういう特徴がある子で、こういうふうに付き合うと分かるのですよ」というように、
町中で理解するという実践がありました。それはそれで、TEACCH プログラムというか、地域全体で
自閉症を受け止める、地域全体が成熟していくというか、居心地のいい町なのです。
　ただ、私はそのときにちょっと違和感は感じました。何が違和感かというと、自閉症というのは、
よく宇宙人なんていわれますが、今日の主題で、私は連続していると言ったでしょう。そうすると、
そういう形で伝えなければいけない人もいるけれども、中間の人というのはどうしたらいいのか。今、
私の頭の中で、「発達障害」の入試センター試験の件で一番悩んでいることは、アメリカで 2003 年
以降、入試などで通った障害の人に対する特別措置の結果を、「フラッグを立てる」という言葉があ
るのですが、人に知らせる必要があるかないか。例えば入学の得点が来るでしょう。これは特別措置
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を受けた得点で何点なのですよ、この人は一般受験で何点ですよという、アスタリスクを付けるので
すが、これを取ってしまったのです。取るのが人権的にはよいという主張が強いわけです。
　例えば盲の方が点字で受けた試験の点数、この点数は点字で取った点数ですよとは誰も言わないの
です。これはその障害が分かりやすいから。わざわざフラッグを立てなくても「いや、優秀なんだな」

「でも盲については理解しなきゃ」というわけです。
　ところが、発達障害は難しいですね。フラッグを取ってしまった方がいいのか、付けておいた方が
いいのか。取ってしまうと結構分かりにくいのです。僕たちが賢ければ、ちょっと付き合ったり、彼
とちょっと話をすれば「ああ、彼はこういう特性を持っているんだよね」と分かるけれども、なかな
か分からないでしょう。
　これから課題になると思いますが、特別措置はどんどん進みますが、どこまで旗を立てて、どこで
は旗を立てるべきではないのか、これが社会の成熟なのです。70％ぐらいの専門家は、今、そうい
うアメリカの状況の中で、やはりフラッグを取るのは問題があると。私は、そうした人々に直接関わ
る方たちは知っていた方がいいと思います。でも、一般の人たちは「ちょっと変わっているけれど、
ちょっと特徴のある子だね」と、知らなくてもいいのかもしれない。そのような立てるべきだ、立て
るべきではないという議論は割と不毛で、それを悩みながら、どこまでその人を僕たちは理解できる
のかなということを考えていくことが、社会の成熟や相互理解ということなのかなと思っていて、僕
の課題です。今日、いろいろなお話を伺いながら、私はそれを感じていたのです。
　すみません、ちょっと長くなって。どうぞ。

（斎藤）　ありがとうございました。多分フロアの方々はここまでずっと我慢させられて、せっかく富
山まで来たのだからぜひ発言したいという方もおられると思うのです。私などは性格的にそうなので、
すごくそう感じてしまうのです。ですから、本当に時間が少ないのですが、どうぞフロアの方から今
までの発表、今の指定討論の内容も含めて何でも結構ですから、どうぞご発言をお願いしたいと思い
ます。
　まずフロアの方から意見を出してもらって、それに対して答えていただくという形にしたいと思い
ます。どうぞ。所属とお名前をお願いします。

（フロア１）　私は○○自立支援センターという NPO 法人にいます。今日の集約された、こういう機
会はなかなかないものですから。「障害」という言葉は要らないと私は考えています。なぜ「障害」
という言葉を使わなければならないのか。先ほどからお話を聞いていますと、自立性を求めている社
会において、特に最近、特別支援とか、個別支援とかいう言葉を、なぜ使わなければならないのか。
それは誰にとっても必要な、一般的な言葉ではないのか。すごく広い、ありがたい言葉なのですが。
なぜ障害者とか、老人とか、弱者に対してだけ使わなければならないのか。これが問題だと思うのです。
　そういう発想自体が、こうした現実を生んでいるのではないかと。これは教育現場だけではないと
思うのです。社会的にもそうです。先ほど上野先生もおっしゃいましたが、なぜもっと物の考え方を、
民主的というのがこういう考え方に使われている言葉なのですが、デモクラシー的な発想にならない
のだろうかと。もっと自由に、特定でない発想ができないのだろうか、発表ができないのだろうかと
いうところから始めて行かなくてはならないのではないかと考えているのです。
　そして特に現在、大学ではすごく発想の自由さは認められているのですが、小・中・高の先生がい
たらごめんなさい、小・中・高、特に高校においては、いまだかつてそういう発想は許されません。
学校の教員ではないのですが。特に進学とか、目標になるところが目的になっている教育自体、かな
りの差別感覚、競争意識などがあると思うのです。
　何を言いたいかというと、今日参加している皆さん、やはり感じられることは多々あると思うので
すが、当事者、ソルトさんもそうですが、正直言って私の知り合いにも上野先生のような当事者の方
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がたくさんいらっしゃいます。私もそうなのですが。結構立派な先生がたくさんいらっしゃるのです。
本人は当事者と言って会場を笑わすことが得意なのですが、個性を持った立派な人間がたくさんいる
ということなのです。そこをもっと強調していきたいと思うのです。決して知識や学問があるだけで
はなく、生きていることで、すごく存在感のある人がたくさんいらっしゃいます。そういう方はもっ
とこういう場において当事者発言を、カミングアウトしてほしいなと。そういう人を私は歓迎します。
　ということで、お話を終わらせていただきます。ありがとうございました。

（斎藤）　ありがとうございました。一番根本的な問題で、大事な問題なので、もしよければ発表者の
中から、今の「障害」という言葉によって事実をつくり出してしまうということについて、どう考え
ていくかということについて、ご意見をお願いいたします。

（上野）　では、短く。私は、例えば「特殊教育」という言葉を「特別支援教育」とすべきだという意
見を文部省で述べた記憶があるのです。そのときに議論の中で、私は「知能の低い人だけを支援する、
身障教育という言葉があるでしょう、あれは特殊教育の一部しか言っていない」と言ったのです。欧
米ではギフテッド（gifted）という、知能の高い人も非常に育ちにくいところがあるので、両端が特
殊教育なのです。
　それから、法律で定められているので「法律ではこういうふうに言っているのですよ」という言葉
を使いますが、私はプライベートなエッセーなどでは、障害の「害」の字は使わず「障がい」という
ようにしています。
　学習障害もそういう意味では、イメージとして重いので、できるだけ「LD」という言葉を使って
います。ただし、言葉というのは、今おっしゃるような部分があるのですが、例えば「学習障害」と
いう言葉は、この言葉がないと、いつまでもこの子どもたちが変な子だと誤解され続けてきたので、
私は「LD」という言葉に換えてはいるけれど、この言葉は皆さんが理解するまでは必要で、本当に
理解がいってしまえば要らないのかと思います。
　今、あなたが私のことを障害者だと言いましたが、エッセイ集を出したとき、新聞社の方から電話
がかかってきて「上野先生は障害者だったんですか」と言われました。私は、昔の障害者と言われ
たら抵抗があったかもしれませんが、今は「僕も確かにそういうものの一部だよ」と言っているし、
LD 学会は大先生が何十人もいて会議がありますが、みんなこういうタイプで、お互いに「僕たちは
発達障害系だね」と言っていますよ。それぐらい広がった。
　そのように、昔と今とでは「障害」という言葉は多少は変わってきたのです。私に言わせると、今
はこの言葉はまだ必要なのだけれども、だんだん必要なくなるでしょう。先ほども言いましたが、「聴
覚障害」という概念も言葉も、うんと変わる可能性があるということです。そういうふうに一つ一つ
変わっていくでしょう。
　だから、そういうお気持ちを持ち続けることは、当事者の側からも大事なことだろうと私は思って
います。

（斎藤）　どうぞ、西村先生。何か一言。

（西村）　本当におっしゃるとおりで、私たち支援室のメンバーは全員そのような態度で学生たちと向
き合っています。今回事例としてお話ししました A さんのように日々大変な思いをして大学生活を
している学生がいます。違う意味でもっと日常的に苦労している学生がいますが、私たちがつながっ
ているのは大変さのところだけではなくて、人としてつながっているというところがあるので、大変
さを引き受けつつも、彼らの健康的な部分も引き出していっていると思っています。ですから、最後
にはお互いに、「楽しかった」という言葉が出ることも多いのです。個性ある部分で大変な思いもす
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るけれど、それによって楽しい部分もある、そんな人たちが気持ちよく生きていかれる社会であって
欲しいと願う気持ちは同じです。

（斎藤）　よろしいでしょうか。それではもう一方ぐらい、せっかくですから。どうぞ、一番後ろの方。

（フロア２）　ありがとうございました。○○高等工業専門学校から参りました○○と申します。現在、
私は授業とゼミを対象に発達障害の学生を持っていまして、しかも現在最終学年で、卒業を目標にす
るということと、進路をどうするかということで悩んでいるところでして、さまざまなことを勉強し
たいと思って今日は参加させていただきました。
　質問なのですが、2 番目の実践のパワーポイントの 11 枚目、「従来のアセスメントの問題点」と
いうところで、1 番目に「支援が必要な学生は、今、まさに困っている状況があり、すぐにでも問題
を解決したいと願っている」と書かれています。これは対象学生がそのように願っているという前提
の下での話だと思うのですが、私が今、一緒に勉強をさせてもらっている学生さんは、例えば授業中
に立ち歩いてしまうとか、別のところに集中してしまうとかということに対して、本人がそれを直し
たい、そういう問題を解決したい、レポートが出せないからそういう問題を解決したいというのが、
僕の勉強不足かもしれないけれども、向こうからの返しが来ないということがあります。もし同じよ
うな事例がありましたら、向こうは多分思っているのでしょうが、それをこちらがどうやってくみ取っ
ていけばいいのかという方策などがありましたら、よろしくお願いします。抽象的な話で申し訳あり
ません。

（斎藤）　ありがとうございます。抽象的ではなくて、かなり具体的な話だと思います。当人が困って
いるように見えない、あるいは当人が困っているかどうかがよく分からない。でも多分、どこかに困っ
ている人はいるのですよね、このケースは。そういう場合、先ほどの「今、まさに困っている状況に
どう対応するか」というような問題点を、このケースの場合はどう当てはめればいいかというご質問
ではないかと思うので、どなたかお願いできますか。

（西村）　今のような相談があった場合、相談に来られた先生が困っていらっしゃるということで、先
生の困っている状況に私たちは向き合います。先生が困っているときに「では、その学生のアセスメ
ントをしましょう」と言っても、それをさせてくれる生徒かどうかわかりませんし、時間もかかって
しまいます。ですから、先生が今どういうことについて困っていらっしゃって、そのことで本人が、
例えばアスペルガーの方か、ADHD の方かというのは先生の印象でお聞きして、先ほど言った、取り
あえずの方策を先生と一緒に作って、やっていただきます。
　それと、できれば、その生徒を支援者のところに連れてきてもらいたいですね。そして生徒本人と
こちらがつながるチャンスを作っていきます。生徒本人は全く困っていない場合であっても、立ち歩
いたりというのは、結果的に学習が保障されないので本人は不利益を被ることになります。本当は何
が問題なのかを本人がわかっていないから、そういう行動をすると思うので、そのあたりを一緒に解
決に向かって取り組むことによって自覚できるような心理教育的なアプローチを行うことになると思
います。

（吉永）　今日はあまり詳しくお話しできなかったのですが、トータルコミュニケーション支援室のパ
ンフレットをご覧いただきたいと思います。私たちの支援の出発というのは、本人だけではなくて、
周りにいる教職員の方々ないしは保護者の方々になっています。ですので、そのような困り感を持た
れた先生が気軽に支援室に訪れて相談してくださるような体制づくりというのが、まず私たちが取り
組まなければいけないことだったのかなと思いますし、そのために「こういう支援室がありますよ」
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ということを一生懸命発信してきたのかなと思います。
　困ったことを相談に来られたときに、私たちが気を付けなければいけないことが一つあるのかなと
思っています。相談に来られたのが先生の場合、困り感とか不安というものの背景にあるのは「この
問題に対してどこまでのエネルギーをかけなければいけないのか」が読めないというところだと思う
のです。これまで、壁に生卵をぶつけるような徒労感を味わってこられていると思いますので、そう
ならないような方法を一緒に考えていきましょうというコミットメントを支援室のスタッフがしてい
くことが、まず必要なのかなと思います。
　私たちのコミットメントを信用してくださった段階で、ようやく話し合いを始められるのかなと思
います。そうしていくうちに、先ほど申し上げた取りあえずの方策としては、本人にどうやって支援
室に来てもらうのか、気持ち良く来てもらえるのかということで、これはいろいろな方法があると思
います。授業中に歩いているということが本人にとっては問題ではなくても、他のことは問題に思っ
ているかもしれません。支援室で実際にあったこととして、「支援室には相談したくありません」と
いう学生さんに対して、先生が「実は僕が困っていて、僕が困っているというのを支援室に相談して
もいいんだよ、だから一緒に行こうよ」ということで「じゃあ行きます」という形で来てくれた学生
さんもいました。
　ですから、本人とつながる方法はあると思うのです。それは別にだますとか、そういうことではな
くて、本当に本人が行ってもいいかと思えるような働き掛けというのを、先生が直接働き掛けをして
くださるとしても、私たちもそれを後押ししていくような方法を考え、アドバイスをしていくという
ことが必要なのかなと思います。

（斎藤）　上野先生、今の件で何かあれば一言お願いします。

（上野）　今、高等学校の段階でしたよね。実はそういう子どもたちは、自分が困っていても、困った
と言わない。いじめられている子どもも、いじめられたと言わないでしょう。私に言わせると、例え
ば小学校で、おなかが痛かったり、気持ちが悪いときに、我慢して保健室に行かないということはあ
りますか。私はないと思うのです。同じように、本当に勉強面や友達関係で困っている子が、本当は「援
助してください」と言わせたいのですよ。けれども、小さいときから子どもたちはこの領域に関して
は言わないのです。今、高校生が言わないのも、高校生の問題ではなくて、こういう問題に関しては
小さいときからそれができていない。
　そういう意味で私は、とにかく今の ADHD であったら、かつてはリタリン、あるいはコンサータ、
ストラテラと、随分いろいろな薬があって、この部分だけは絶対一度は本人のために試してみてもら
いたいのです。そのようなことは保護者が了解しないと。アセスメントもそうです。保護者が了解し
なければ取れないのです。だから、やはり保護者が下から理解すること、子どもたちも、そういう支
援を受けるということが自分にとって恥ずかしいことではなく、効果があること。こういうことを下
から積み上げてくる努力をどんどんしています。そこは、むしろ先生にも「何とかしてよ」と言って
ほしい。その後に、きっと高等教育においても、きちんと理解する先生も、体制も今、整いつつある
と思います。

（フロア２）　ありがとうございました。
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Ⅳ　参加者アンケート（集計結果）

参加者数 143 名
アンケート回収数 40 名
回収率 28.0%
（無回答・複数回答の設問があることから、合計人数が 40 名とならない設問がある。）

１．回答者の職種

教員　14 名	 	 	 	 	
心理職・福祉職　８名　	 	 	 	 	
本学学生　６名	 	 	 	 	
大学職員　５名	 	 	 	 	
親の会・保護者　３名	 	 	 	 	
看護師　２名	 	 	 	 	
その他　１名	 	 	 	 	
無回答　４名	

	 	 	 	
２．今回のフォーラムを何で知ったか？

３．参加の動機
自身の仕事・研究・活動・学業の一環で知識を得る、参考とするため　23 名	 	
内容に興味があったため　13 名	 	
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４．フォーラム全体に関する満足度

【主な理由】
内容や資料に満足　10 名	 	 	
今後の参考、刺激になるような情報や発見があった　５名	 	 	
内容や発表時間の短さに心残りがある　３名	 	 	
	 	
	 	 	 	
５．開催時期について

【主な理由】
時期が良かった（12 月だと足元が悪い、学校行事等がない時期、１年の活動報告に適した時期）　３名	
土曜日だったのが良かった　１名	 	 	 	 	
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６．時間割について

【主な理由】
内容が多くて余裕がなかった　４名	 	 	 	 	
遠方からの参加のため、もう少し開始時間を遅くしてほしい　２名	 	 	
有意義な内容・構成　１名	 	 	 	 	
休憩が少ない　１名	 	 	 	 	

７．会場について

【主な理由】
寒かった　19 名	 	 	
利用しやすい会場・場所　４名	 	 	
席が狭かった、長机は不便　４名	 	 	
会場への案内板がなく、わかりにくかった　１名　	 	 	
音声が聞き取りにくかった　１名	 	 	
発表スライドが見えにくかった　１名	 	 	
出入口が１つしかなく不便　１名	
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８．運営について

【主な理由】
お茶、コーヒーの用意がありがたかった　４名	 	 	 	 	
関係者に感謝　２名	 	 	 	 	
終了の時刻が予定通りで良かった　１名	 	 	 	 	
立ち見の人が気になった　１名

９．第一部について

【主な理由】
もっと詳しく聞きたい点があった、発表や質疑応答の時間が足りないと感じた　５名
理解が深まった、知識習得につながった　４名	 	 	 	 	
富山大学 PSNS の取り組みが良くわかった　１名	 	 	 	 	
内容を盛り込みすぎていた　1名	 	 	 	 	
大学生を対象としたシステムで、小・中・高の現場では余り参考にならない　１名	 	 	 	 	
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10．第二部について

【主な理由】
当事者や具体的な実践等の生の声が聞けてよかった　５名	 	 	
上野先生の基調講演が良かった　５名	 	 	
とても勉強になった、参考になった　４名	 	 	
もっと詳しく聞きたい点があった、発表や質疑応答の時間が足りないと感じた　２名
全体の構成が良かった　１名	 	 	
第一部とのつながりがなんとなくわかった　１名	 	 	
DVD は面白かったが、音声を調整してほしかった　１名	 	 	
発表内容とフォーラムのテーマとの関連性がよくわからなかった　１名

	 	
11．今後富山大学に期待すること、取り上げて欲しいテーマ
【期待すること】
発達障害学生の支援システムの構築、先進的な取り組みを進めてほしい　２名
コミュニケーションワークショップを今後も発信してほしい、試してみたい　１名
親の理解・協力を広める講演会等を実施してほしい　１名	 	 	
PSNS の実践で得た知識と経験を小・中・高の生徒と教職員のメタ支援に応用させてほしい　１名	 	 	
数年単位のサポート体制では意味がないので、大学がある限り続けてほしい　１名
オープンクラスを増やしてほしい　１名	 	 	 	 	
事例の紹介　１名	 	 	 	 	
トータルコミュニケーション支援室の宣伝をもっとしてほしい　１名	

【取り上げて欲しいテーマ】
キャリア形成、就職支援に関する取り組み　３名	 	 	 	
二次障害への対応、カウンセリングについて　２名	 	 	 	
バリアフリーの現状と未来図　１名	 	 	 	 	
発達障害（傾向）を持つ学生の周囲の学生の精神的フォローの仕方について　１名	 	 	 	 	
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